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は じ め に 


本 書 を お 手 に 取っ て 下さ っ た 皆様 は じ め ま し て 、 藤 ちょ こと 申し ます 。 主 
に 書籍 の 挿絵 や 、 カ ー ド ゲー ム の イラ スト 、 グ ッ ズ イラ スト な ど て で 活動 し て 
いる 絵描き で す 。 


本 書 は 、 真 っ 白い キャ ン バ ス を 新規 作成 し た と ころ か ら 、 イ ラス ト が 完成 
する まで の 作業 工程 を 、 徹 底 的 に 解説 し た も の に な り ま す 。CHAPTER.0 1 
て 02 で は 、 キ ャ ラク ター メイ ン の イラ スト を 解説 し て いま す 。 ツ ー ル の 基 
本 的 な 使い 方 も 交え 、 初 心 者 の 方 に も わか りや すい 解説 を 心がけ まし た 。 
CHAPTER.03 で は 、 背 景 メ イン の イラ スト を 解説 し て いま す 。 基 礎 的 な こ 
と は も ちろ ん で す が 、 坪 の テク ニッ ク や 考え 方 を 中 心 に 解説 し て いま す 。 


これ まで 何 度 か メイ キン グ を 執筆 する 機会 は あり まし た が 、 こ こま で 詳細 
に 解説 を し た の は 本 書 が は じ め て で す 。 な に か 動作 を 行う た びに スク リー ン 
ショ ッ ト を 撮り 、 原 稿 を 執筆 し て いく こと は 想像 以上 に 大 変 で し た が 、 自 分 
の 絵 の 描 き 方 を 一 か ら 顧 みる こと が で き 、 自 分 と し て も すご く 勉 強 に な っ た 
り 、 気 づき が あっ た り し まし た 。 


絵 を 描き 始め て か ら 今年 で (た ぶん ) 20 年 、CG を 始め て か ら 10 年 に な る 
の で す が 、 未 だ に 100 バ ー セ ント 満足 の いく 絵 を 描け た た めし が あり ませ 
ん 。 が 、 現 時 点 の 私 に で きる こと 、 伝 えら れる こと を 精 一 杯 この 本 に 詰め 込 
み ま し た 。 


2014 年 3 月 藤 ちょ こ 
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作業 環境 と 配布 デー タ に つい て 


私 が メイ ン で 使用 し て いる パソ コン は 、 
友人 が 組ん で くれ た 自作 PC で す 。64bit の 
Windows 7 を 搭載 し て お り 、 メ モリ は 8GB 
積ん で いま す 。 液 晶 モニ ター は 三菱 の 27 型 
「RDT272WX(BK) 」 で す 。 使 用 ペン タブ レッ 
ト は 、Wacom の 「Cintiq24HD」 で す 。 大 型 の 
液晶 タプ レッ ト で 、 板 タブ レッ ト と は 比べ 物 に な 
ら な い ほ ど 描 き 心 地 が 良い で す 。 私 は 元々 アナ 
ログ で 絵 を 描い て いた の で 、 や は り 手 元 で 直 に 
線 を 引け る 方 が 落ち 着き ます 。 

また 、 外 泊 時 で も 作業 が で きる よう 、 サ ブ の 


タ や オリ ジ ナ ル 素 材 を 配布 で きま が 


http://www.bnn.co.jp/dl/cgillust_7/ 


mw 


本 書 で 解説 し て いる イラ スト の 完成 デー タ と 筆者 オリ ジ ナ ル 素 材 が ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 
・CHAPTER.01&02 の 完成 イラ スト 高 解像度 / 低 解像度 
・CHAPTER.01&02 の 塗り 分 け 済み 線画 デー タ 
・CHAPTER.03 の 完成 イラ スト 高 解像度 / 低 解像度 
・CHAPTER.03 の 塗り 分 け 済み 線画 デー タ 
・ オ リ ジ ナ ル テ ク スチ ャ ・ バ ー ツ 素材 


本 書 を ご 購入 し て いた だ いた 方 に 限り 、 下 記 の Web サ イト で ダウ ン ロ ー ド が 可能 で す 。Web サ イト 上 
に ある 「 使 用 上 の 注意 」、「 ダ ウン ロー ド デ ー タ に つい て 」 を よく ご 覧 いた だ いて か ら ご 使用 くだ さい 。 


解説 中 で は 、 デ ー タ 配布 し て いる こと を 以下 の アイ コン で 示し て いま す 。 


作業 環境 と し て 、Windows 7(32bit) を 搭載 
し た ノー ト PC「dynabook EX/56KWH」& 
「Cintiq13HD」 も 所 持 し て いま す 。 

あと 、 個 人 的 に 作業 に 欠か せな い の が 「 音 楽 」 
で す 。 絵 の 雰囲気 に 合っ た 曲 を 流し な が ら 描 く 
と 、 そ の 絵 の 中 に 自分 が 入り 込ん で いる よう な 
没入 感 の 中 で 、 絵 を 描く こと が で きま す 。 透 明 
感 の ある 絵 を 描き た いと き は 透明 感 を 感じ る 曲 
を 、 壮 大 な 空間 が 描き た いと き は 空間 の 広がり 
を 感じ る 曲 を か けた り し て 、 絵 の 雰囲気 を 曲 に 
よっ て コン トロ ー ル する こと も あり ます 。 


塗り の 練習 に お 使い いた だ ける 線 
画 デ ー タ も あり ます 


CLIP STUDIO PAINT PRO と 
openCanvas を 使っ た 線画 の 作成 


NOIIVIS]|| 


CLIP STUDIO PAINT PRO と 
openCanvas を 使っ た 線画 の 作成 


CHAPTER.01 で は 、CLIP STUDIO PAINT PRO を 使っ た ラフ 作成 か ら 、 
openCanvas で 行う 線画 作成 の 手順 を 中 心 に 紹介 し て いき ます 。 


CHApre. 


ラフ の イメ ー ジ を 固め る 


CLIP STUDIO PAINT PRO を 起 
動 し て メニ ュー バー の 「 フ ァイル 」ー 
「 新 規 .…」 を 選択 し 、 新 規 キャ ン バ ス 
を 作成 し ます 。「 レ イヤ ー」 つ 「 新 規 レ 
イヤ ー」 づ っ 「 ラ スタ ー レ イヤ ー..…」 で ED SRE etnans [H+ 
新規 レイ ヤー を 追加 し な が ら 、 ラ フ 2 

を 作成 し て いき ます 。 


01 


NS 


A3 サ イズ 、350dpi で 新規 キャ ン バ ス を 作成 し ます 


本 ーー 表紙 に な る こと を 想定 し 、 上 部 に タイ 
一 トル が 入っ た 際 ど う 見 える か も 念頭 
に 置き つつ 、 構 図 を 考え ます 。 


償 販 構図 の ラフ 。 タ イト ル と 頭 部 が 重なっ て 、 堅 屈 な 印象 
で す 
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アオ リ 構 図 の ラフ も 作成 し まし た 。 ひ 

図 と り の 少女 + アン ティ ー ク 和 時 計 と 
いう 基本 構造 は 頭 の な か で 決め て い 
た の で 、 ア オリ 構図 で も 同じ よう な モ 
チー フ を 想定 し て 描い て いま す 。 
今回 の 絵 に 登場 し て いる モチ ー フ 
は 、 私 物 や 、 博 物 館 な ど に 出かけ て 
撮っ た 資料 写真 を 参考 に し て いま 
す 。 絵 の イメ ー ジ ソー ス を 増やす た め 
に も 、 ど こ か に 出かけ る 時 は 必ず カメ 
ラ を 持っ て いき 、 気 に な る も の が あっ 
た ら 撮 っ て お く よ う に し て いま す 。 


2 
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4 佑 服 の 構図 は 窮屈 な 印象 の た め 、 ボ 
ツ に し まし た 。 ア オリ 構図 で ラフ を 進 
め ま す 。 背 景 に 時 計 や 小物 を 加え 、 


= 。 / | a MO 


を 09wD 


レー 


① 背 景 用 の レイ 
ヤー「 レ イヤ ー3」 
を 追加 し まし た 
② ボ ツ に し た ラフ 
用 の レイ ヤー を 非 
表示 に し まし た 


OM 
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3 点 透視 パー ス 定 規 を 設定 し ます 。 

団 パー ス 定 規 レ イヤ ー は ラフ 線 を 引く 
時 の ガイ ドラ イン と し て 使用 し ます 。 
ラフ に 合わ せ て アイ レベ ル や 消失 点 
の 調整 を し て パー ス を 取り ます 。 


BS)_ RNY _ 24149-09942 へ 5200 
wws ス ター レ ィ rc mtn PH EGENd se mm 
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①「 レ イヤ ー」 メ ニュ ーー「 定 規 ・ コ マ 枠 」 っ 「 パ ー ス 定規 
の 作成 」 を 選択 し ます 


タダ タイプ: () 1 点 透視 (S) 
( ? 点 通 視 (D) 


| ルイ ヤー を 新規 作成 (N) 


②「 レ イヤ ー を 新規 作成 」 に チェ ッ ク を 入れ 、「3 点 透視 」 
を 選択 し ます 


③ パ ー ス 定規 上 に ガイ ド が 引か れ ま し た 


lo2| ラフ の レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ 、 
パー ス 定 規 を 新規 作成 し ます 。 


ラフ を 描い た 「 レ 
イヤ ー3」 の 不 透 
明度 を 「22」 に 下 2 
げ ま し た き 
バ パース 線 を 設定 
する と 、 自 動 的 に 
この レイ ヤー が 
追加 され ます 
図 ラフ に 合わ せ て 「 オ ブ ジ ェクト 」 ツ ー 
ル で アイ レベ ル と 消失 点 を 調整 し ま 
す 。 設 定 し た パー ス 定 規 に スナ ッ プ 回 
させ 、 パ ー ス 線 を 引い て いき ます 。 こ | 
の バース 線 は ラフ を 描く 時 の ガイ ド SS 


ライ ン に な り ま す 。 


③「 濃 い 鉛筆 ツール の プラ シ サ イズ 
は 「59.9」、 硬 さ 「25」、 ブ プラ シ 濃 度 は 
「100」 に 設定 し まし た 
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② ラ フ に 合わ せ て 「 オ ブ ジ ェクト 」 ツ ー ル で アイ レベ ル と 消失 点 を 調整 し ます = 


Oi! 


の み 別 途 パ ー ス 定規 を 作成 し 、 赤 い 
線 で パー ス を と っ て いま す 。 し か し 
16 ペ ー ジ の 手順 02 で 時 計 の 向き を 
正面 に 直し た の で 、 こ の パー ス 線 は 
結局 使い ませ ん で し た 。 


パー ス 線 を 引い た と ころ で す 。 時 計 
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バー ス 定 規 に スナ ッ プ させ て 、 パ ー ス 線 を 引き まし た 。 赤 
い 線 で 描い て いる の は 時 計 で す 。 時 計 は 二 点 透視 定規 で 
別途 バー ス を と っ て いま す 


SN グラ フィ ッ ク ソ フト CLIP STUDIO PAINT PRO 


CLIPS STUDIO PAINT PRO は 、 イ ラス ト 制 作 に ます 。 漫 画 制作 機能 を 搭載 し た 「CLIP STUDIO 
特 化し た グラ フィ ッ ク ソ フト で す 。 鉛 筆 、 筆 ツー ル で PAINT EX」 も あり ます 。 

の ベク ター 形式 で の 描画 や 、 頭 身体 型 を 自由 に 変 
形 させ て 作画 の 参考 に で きる 3D デ ッ サ ン 人 形 、3D 
背景 機能 な ど 、 イ ラス ト を 描く た め の 多 彩 な 機能 を 
搭載 し て いま す 。 筆 の 種類 も 鉛筆 や 筆 、G ペ ン 、 丸 べ 
ン な ど 豊 富 に 用 意 さ れ て いる の で 、 さ ま ざ ま な タッ 
チ の 線 を 描く こと が で きま す 。 

筆者 は 主 に 厚 塗り 風 の キ ャ ラ 絵 や 背景 の 塗り に 
使っ て いま す 。64bit 対 応 も し て いる の で 、 大 き 価格 : ダ ウン ロー ド 版 5.000 円 
い サ イズ の イラ スト を 描く の に も 適し て いま す 。 (税込 、2014 年 3 月 末 時 点 ) 


Windows 版 の ほか 、Mac OS 版 も 用 意 さ れ て い 問い 合わ せ 先 : 株 式 会 社 セ ル シ ス 
(http://www.clipstudio.net/) 


( 
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イラ スト の パー ス に つい て 
この イラ スト で 使っ て いる の は 、 変 則 的 な 三 点 透視 
法 で す 。 イ ラス ト を 作成 する 上 で 、 パ ー ス は あく まで くだ さい 。 
補助 機能 で す 。 正 し さ に 縛ら れ 過 ぎ ず 、 表 現し た い 


雰囲気 を 最 優先 に し て 、 気 負わ ず に チャ レン ジ し て 
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団 三 点 透視 法 に お ける 「 高 さ の 消失 
点 」 が アイ レベ ル を 越え る 場合 は 、 
別途 消失 点 を 設定 する 必要 が あり 
ます 。 し た が っ て 、 実 は 今回 の 絵 は 
正確 な パー ス と は いえ ませ ん 。 正 し 
く パ ー ス を 設定 する と 、 下 の 左 図 の 
よう に な り ま す 。 し か し これ だ と 表 
現し た い 有 雰囲気 が 伝わり に くい と 


ヨ テナー 会 ニナ ェ 
判断 し た た め 、 今 回 は 右 下 の よ うな So 
変則 的 な パー ス で 描き 進め る こと 回 で す 

に し まし た 。 


| @、 


高 さ の 消失 点 


アイ レベ ル 
(閲覧 者 の 視線 の 高 さ ) 


アイ レベ ル よ り 下 の パー 
ス 線 は 、 別 途 消失 点 を 
作っ て 引い て いき ます 


本 来 の パー ス 設 定 イラ スト で 使用 し た 変則 的 な 三 点 透視 法 
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パー ス 定 規 の 設定 と パー ス 線 の 引き 方 


【e】 

き パー ス の 取り 方 が 苦手 な 場合 は 、 建 物 の 写真 を 模 ー ニ 点 透 視 一 三 点 透視 の 順に 難し く な っ て いく の 
ヨ 写し た り し な が ら 消 失点 を 見 つけ 出す 練習 を し て 、 で 、 パ ー ス 定規 を は じ め て 使う 方 は 、 ま ず 一 点 透 視 
パー ス 感 覚 を 養う と 良い で し ょ う 。 ま た 、 一 点 透 視 か ら 使 っ て みる こと を オス ス メ し ます 。 


一 点 透 視 の ラフ を 描き ます 。 一 点 
透視 法 は 物 を 正面 か ら 見 た 構図 に 
使い ます 。 ど の よう な 空間 に し た い 
の か 、 背 景 の 雰囲気 を フリ ー ハ ンド 
で 描き 込み ます 。 こ の と き 、 だ いた 
い の ア イレ ベル も 一 緒 に 決め て お く 
と 良い で し ょ う 。 


図 一 点 透視 の パー ス 定 規 を 新規 作 
成 し 、 補 助 線 ( 消 失点 か ら 出 て いる 
紫色 の 線 ) を 動か し な が ら 、 フ リー 
ハン ド で 描い た 線 に 合う 消失 点 を 
探し 、 合 わせ ます 。 ラ フ と 消失 点 を 
ぴっ た り と 合わ せる 必要 は あり ませ 
ん 。 


堀 の 横 の 線 に 補助 線 を 合わ せま し た 


國 消失 点 を 設定 し た ら 、 実 際 に パー 
ス 定 規 に スナ ッ プ させ て 線 を 何 本 
か 引い て みて 、 イ メー ジ に 合っ て い 
る か どう か 確認 し ます 。 


PO" 


「 バ ー ス 定規 」 欄 の 「 ス 
ナッ プ 」 を オン に し て 
お きま す 


定規 に スナ ッ プ させ て バー ス 線 を 引き まし た 


二 点 透視 の ラフ を 描き ます 。 二 点 


Wh = 
透視 法 は 物 を な な め 横 か ら 見 た 構 OE 
図 な ど に 使用 し ます 。 漫 画 や イラ ス (a 
ト の 背景 で よく 使わ れ て いま す 。 こ HH I | 
こ で は 、 家 の 前 に 立っ て いる 絵 に し | | Be 
まし た 。 Nl | 人 

MM\ トー 


A [ ーー 
a = 


二 点 透視 法 を 使っ た ラフ で す 


左右 の 奥行 き を 示す 2 つの 消失 点 が アイ レベ 
ル に 向かっ て 収束 する よう に 設定 し ます 


三 点 透視 の ラフ を 描き ます 。 三 点 透 
視 法 は 大 き な 物体 を 見 上 げ る よう 
な アオ リ の 構図 や 、 高 い 場所 か ら 下 
を 見 下る す 佑 滴 の 構図 を 描く と き 
に 使用 し ます 。 こ こ で は 高く そびえ 
る ビル の 前 に キャ ラク ター を 配置 し 
まし た 。 


三 点 透視 法 を 使っ た ラフ で す 


二 点 透視 法 で の 2 つの 消失 点 に 加え 、 高 さ を 示 
す 3 つ 目 の 消失 点 を 設定 し ます 。 消 失点 3 は ビ 
ル の 横幅 を ガイ ド と し て 、 パ ー ス 線 を 引い て い 
ます 


aldvH つ 


Z0 dp 


人 0"dwi う 


Oi 


キャ ラク ター の 下 描き を し ます 。 こ こ 
で は 「 粗 い 鉛 筆 」 ツ ー ル を 使用 し ま 
す 。 ツ ー ル バー か ら 「 鉛 筆 」 を クリ ッ 
ク し た ら 、「 ウ ィ ン ド ウ 」 メ ニュ ーー サ 
プ ツ ー ル パレ ッ ト を 開き 「 粗 い 鉛筆 」 
ツー ル を 選択 し ます 。 


| 【O kuu)】 


② ブ ラ シ サ イズ は 
「23.7」、 ブ ラ シ 濃 
度 は 「81」 に 設定 し 
| まし た 


スラ イダ ー、 
| も し く は 数 値 
の 入力 で 、 レ イ 
ヤー の 不透明 
度 を 下げ ます 。 
不透明 度 は レイ 


賠 :g EE ヤー 名 欄 で 確 
パー ス 定 規 2 認 で きま す 


)2 eA i 
れ か か る 少女 と 時 計 を 描き ます 。 し | RY | Ra 


a か し 、 構 図 が 安定 し な い 気 が し た の 


0 


Z0 中 


bE 0% 通常 ②「 レ イヤ ー」 メ 

で 、「 レ イヤ ー5 の コピ ー」 を 作成 し て > ra Sh 
i 100% 3 」 で = 

描き 直し まし た ( 後 で 「 レ イヤ ー5」 は | | | 較 ルイ ヤ -5 コピ ー し 、 手 直し し 

削除 し 、 コ ピー し た レイ ヤー は 『 レ イ ③「 レ イヤ ー 表 示 / 非 表示 」 を クリ ッ ます 

ヤー7」 と 結合 し ます )。 ク し 、 レ イヤ ー5 を 非 表示 に し まし た 


20 "dwiD 


i 


OPD 


半 
リー デポ 
叉 ご 
イ 導電 
ラン 


パー ス 線 を ガイ ドラ イン に 、 ラ フ を 描 
図 き な が ら 詳 細 を つめ て いき ます 。「 レ 
イヤ ー7」 を 作成 し 、 キ ャ ラク ター や 
モチ ー フ の 位置 、 バ ラン ス な ど 、 大 ラ 
フ に 比べ 、 よ り 細 か く 描 き 込 み ま す 。 


EE また MM 
Ci | 成 し ま し た 
[1 15% 通常 
| PF 
②「 パ ー ス 定規 2」 を 非 表 示 に し ま 
し た 。 修 正 前 の 時 計 の ラフ は 消し 
て お きま す 
ツー ルプ ロ パ ティ 
③ プ ラ シ サ イズ は 
3 「 1980 オラ 
ーー 濃度 は 「80」 に 設 
ブラシ 濃 度 
= [ 国 :* 定 し まし た 


レイ アウ ト が ほぼ 決定 し た の で 、 も 
う 一 段階 詳細 な 下 描き を し て いき ま 
す 。 手 順 03 で ラフ を 描い て いた 「 レ イ 
ヤー7」 の 不透明 度 を 22%% に 下げ ま 
す 。「 レ イヤ ー5」 を 新規 作成 し 、 キ ャ 
ラク ター か ら 下 描き を 進め ます 。 


っ 有 lOOX 通常 ②「 レ イヤ ー5」 を 作 
| 
らい 
32 % 通常 

に 下げ まし た 

15% 通常 

較 -q ロ 過誤 。 

キャ ン バ ス の 中 心 に 目安 と し て 縦 線 


を 引き まし た 


= ③ プ ラ シ サ イズ は 
人 「19.3」、 ブ プラ シ 
PE 1 濃度 は 「80」 に 設 

ーー 定 し まし た 


④ 育 景 や 小物 類 の お お ま か な ラ フ が 完成 し まし た 


④ 不 透明 度 を 下げ た ラフ の レイ ヤー を ペー ス に 、 下 描き 
を 進め ます 
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Z0 9 


Oi う 
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顔 っ 首 か ら 腰 っ 足 っ 髪 っ 刀 や 羽織 、 
と いう 順 で 描い て いき ます 。 少 女 の 
左側 に ある 巨大 な 犬 張子 も 一 緒 に 
下 描 き を し て し まい ます 。 犬 張子 は 、 
江戸 時 代 か ら 続く 伝統 的 な お も ちゃ 
で す 。 か わい い フ ォ ル ム と 配色 が 気 
に 入っ て いて 、 た び た び 作品 に 登場 
させ て いま す 。 


LT a 
レル 証 間組 還 較 較 きま いた 


| 較 2 | 


② キ ャ ラク ター の 下 描き レイ ヤー で す 


(06 


時 計 の 下 描き を 始め る 前 に 、 台 の 中 
心 を 決め て お きま す 。 最 初 に 台 の 天 
板 と な る 四角 い 部 分 を 描い た ら 、 直 
線 ツ ー ル で 台 の 対角線 を 引き 、 台 の 
中 心 を 見 つけ 出し て 垂直 に 線 を 引き 
ます 。 


7 OHM 
| MY 成 し ま し た 


較 | ② 描 画 色 を 変更 し まし た 


③ 直 線 ツ ー ル に 切り 替え ます 


キャ ラク ター、 犬 張子 の 下 描 き を し て いき ます 


⑤ 対 角 線 の 中 心から 垂直 に 

線 を 引き 、 時 計 の 上 部 の 部 分 

の ガイ ド 線 も 描い て いき ます s 
\ て い < トド 


図 手順 06 で 引い た 台座 の 中 心 線 を ガ 
イド に 、 時 計 の 下 描き を し ます 。 


①「 和 粗い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 
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② ブ プラ シ サ イズ は 「29.1」、 ブ プラ シ 濃 
度 は 「94」 で 設定 し まし た 


還 | ③ 描 画 色 を 設定 し まし た ー 月 


Rn 


立体 物 の 中 心 点 を と る F 
パー ス が つい て いる と 、 物 体 の 中 心 が わ 4 さ 
か り に くく 、 歪 ん だ 絵 に な っ て し まい が ち 0 和 8 基 の 共 さ 
で す 。 そ の 場合 は 四角 形 の 角 か ら 対 角 線 ーー 根 な ど を 描く 場 
を 引い て 中 心 点 を 見 つけ ます 。 四 角形 に 中心 京 が ね が 

gl Cs ei i es ら な いと バラ ンス 
限ら ず 、 六 角形 や 八角 形 な どの 偶数 角形 、 が と れ ま せん 
正 多角 形 で あれ ば この 方 法 が 有効 で す 。 
例え ば 、 塔 の 三角 屋根 を 描く 場合 に 、 中 心 
点 を と っ た 上 で 高 さ を 設定 すれ ば し っ か 
り と し た パー ス が と れ ま す 。 た だ 、 こ れ は = 
製図 で は な く イ ラス ト な の で 、 そ こま で 正 
確 さ に こだわ っ て いま せん 。 慣 れ て くれ ば で 
目 分 量 で どん どん 描い て いっ て も 良い で 対角線 を 結ん で 
し ょ う 。 中 心 点 を と り 、 高 

さ を 設 定 し ます 
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「 レ イヤ ー5」 に ダル マ の 花瓶 、 金 魚 
の 浮き お も ちゃ 、 金 魚の 飾り 物 を 描 
きま し た 。 こ れ で 、 キ ャ ラク ター と メイ 
ン の 小物 の 位置 が 決ま り ま し た 。 


大 ラフ の レイ ヤー で す 


台座 の 天 板 部 分 の レイ 
ーー 

人 物 と 小物 類 の 下 描き 
レイ ヤー で す 

時 計 の 下 描き レイ ヤー 
で す 

ラフ の レイ ヤー で す 


バ パース 定 規 と パー ス 線 
の レイ ヤー で す 


キャ ラク ター と メイ ン の 小物 の 下 描き 
の 線画 が 描き 終わ り ま し た 


02 


下 描き の 着 彩 に 入り ます 。 筆 者 は 絵 
を 着想 する 際 、 色 の イメ ー ジ か ら 入 
る 時 と 、 形 の イメ ー ジ か ら 入 る 時 が 
あり ます 。 今 回 は 前 者 だ っ た の で 、 
下 描き 段階 で 色 を 置き 、 色 イメ ー ジ 

忘れ な いう ち に 定着 させ て お きま 
す 。 そ の か わり 、 モ チー フ の 形状 は か 
な り ざ っ くり し て いま す 。 こ こ で は 「G 
ペン 」 を 不透明 度 70% 程 度 に 設定 し 
て 塗っ て いき ます 。 不 透明 度 を 下げ 
る こと で 、 下 の ラフ 線 が 透け 、 塗 りや 
すく な り ま す 。 


まず は キャ ラク ター か ら 塗 り 始 め ま 
す 。 下 描き 塗り は あま り 時 間 を か け 
ず に 、 ベ ー ス と 影 の 色 だ け を 配置 し 
て いき ます 。 


「 レ イヤ ー9」 を 作成 し ま 
し た 


2SU2K まし 


FE 


| 男 画 0 


Gn [TIT 


②「 ペ ン 」 ツ ー ル の サ 
プ ツ ー ル ウィ ンド ウ か ら 
「G ペ ン 」 を 選択 し ます 


③ プ ブラ シ サ イズ は 「20 一 
70」 程 度 で 、 場 所 に 合わ 
せ て サイ ズ を 変え な が ら 
塗っ て いき ます 。 不 透明 度 
は 「75」 に 設定 し まし た 。 ア 
ンチ エイ リア ス は 「 中 」 で す 
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ZO Hidvy 
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周り の 小物 や 背景 も 塗っ て いき ま 
す 。 本 番 の 塗り で も だ いた いこ の よう 
な 順番 で 塗る こと が 多い で す 。 


100 % 通常 
MY 3 
| 100 通常 
en 1 


100% 3 
は 10 
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「 レ イヤ ー10」 を 作 
成 し 、 小 物 類 を 塗っ 
て いま す 。 塗 り 終 
わっ た ら 「 レ イヤ ー 
9」 と 結合 し ます 


100% 通常 
Y-6 


100% 通常 
国 LfY-5 
100% 通常 
回 上 fw- 9 
Ral 22 % 通常 
回 ルイ ヤ - 7 


時 計 の 背後 の 本 棚 と 窓 、 金 魚の 飾り 
物 を 描き ます 。 背 景 の 下 描き 塗り 計 
の レイ ヤー を 作成 し ます 。 こ の 段階 
で は 、 ど う 仕 上 げ る か は っ きり と は 決 
め て いな いた め 、 キ ャ ラク ター や 手 
前 の 小物 より も さら に ざっ くり し た 形 
と 色 で 塗っ て いま す 。 
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100% 通常 


「 レ イヤ ー12」 に 背 


て 人 00X 通 沿 景 を 描き 込ん で いき 
me 2 ます 
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周囲 の 小物 類 、 床 を 塗り まし た 


背景 と 時 計 の 装飾 や 、 羽 織 の 柄 の イメ ー ジ も 固め ます 


合成 モー ド を 「 加 算 ( 発 光 )」 に 変更 RT セーL0 お 
() に 1 ” ー 光 こ 変 v 
紅 した レイ ヤー を 作成 し 、 部 屋 に 射 し LIES に トー 


込む 光 を 「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 描 し まし た 。「 レ イヤ ー 


きま す 。 こ れ で 後ろ る の 窓 か ら 光 が 差 。 | | 認 ep ey 二 
し 込ん で いる よう な 効果 が 出 ます 。 に 
また 、 時 計 や 台座 に も 照り 返し の 光 問 
を 入れ まし た 。 


に 
「 加 算 (発光 )」 レ イヤ ー を 「 焼 き 込み カラ ー」 レ イヤ ー を 光 の 演出 が 加わ り ま し た 
重ね まし た 「 レ イヤ ー17」 の 上 に 重ね ま 


し た 


| CE 
a の ) 
①D「 レ イヤ ー20」 を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を 「 オ ー バ ー レ イ 」 
に 、 不 透明 度 を 「47」 に し まし た 


赤色 の パー ツ ( 金 魚の 飾り 物 、 時 計 
の 文字 盤 、 椿 の 花 、 羽 織 ) 部 分 に 「 エ 
アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 赤色 を 乗せ 、 
「 赤 」 を 強調 させ ます 。 こ の 赤色 で 
視線 の 流れ を 作り 、 キ ャ ラク ター だ 
け で な く 、 背 景 も 含ん だ 画面 全体 を 
見 て も ら え る よう に し て いま す 。 


②「 レ イヤ ー20」 に 赤色 を 乗 ③ 赤 色 の 発色 が よく な り 、 い ち だ ん と 
せま し た 目 を 引く よう に な り ま し た 
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本 棚 の 接地 面 を 上 に 描き すぎ た の D「 範 囲 選択 」 ツ ー ル に 切り 替え 、 移 動 部 分 を 囲 
* : に 


*、「 レ イヤ ー 12」 に 描か れ た 本 棚 の 
下段 の 位置 を 調整 し まし た 。 


②「 選 択 範囲 ラン チャ ー」 か ら 「 移 動 と 変形 」 ツ ー ル に 切 
り 替 えま す 
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本 棚 の 一 番 下 の 段 を 選択 し ます 本 棚 を 少し 下 に 移動 させ まし た 


に 花札 を 描き 入れ まし た 。 こ の 飾り 
と 花札 は レイ ヤー を 別に し て ある の 
で 、 表 示 の オン プ / オ フ を 繰り 返し て 
全体 の バラ ンス を チェ ッ ク し ます 。 


画面 の 右手 前 に 飾り 、 羽 織 の 裾 の 上 
0 


9 TE a 
Et る "レイ ヤー21」 に 
100% 通常 花札 を 描き 加え まし 
PE 上 > 
と = 上 | EE ① 着 彩 レ イヤ ー と 線 
| ーー 画 レ イヤ ー の 上 に 
較 図 欠 2 作成 し た 「 レ イヤ ー 


居 8 14」 に 、 和 飾り を 描き 
| ルイ ヤー 19 加え まし た 


飾り を 描い た レイ ヤー を オン に 、 花 札 花札 を 描い た レイ ヤー を オン に 、 和 飾り 
の レイ ヤー を オフ に し た 状態 で す の レイ ヤー を オフ に し た 状態 で す 
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花札 あり 、 飾 りな し で 決定 し まし た 。 
これ で 下 描き は 終了 で す 。「 バ パー ス 
定規 2」「 レ イヤ ー4」「 レ イヤ ー2」 は 較 
非 表 示 に し 、「 レ イヤ ー1」「 レ イヤ ー 


22% 通常 に 
ルイ ヤー 3 


| | 100% 通常 
3」 は 削除 し ます 。 レ イヤ ー パ レッ ト | 画 | 国 攻 
の メニ ュー か ら 「 表 示 レ イヤ ー を 結 | | 調 際 さ 
合 」 を 選択 し 、 レ イヤ ー を 結合 し ます 。 | レ 100 通常 
「 フ ァイル 」 メ ニュ ー つ 「 指 定 の 形 ト re | 
式 で 保存 」 っ 「.psd(Photoshop ド | | Viv 1 
キュ メン ト ) 」 を 選び 、 保 存 し ます 。 上 | ぶ 4 
| 05W 燈 き 込み カー 
*| [Edur-n 
| 100 % 加算 (発光 ) 
| イー 18 
| 54% 加 門 (発光 
| | ルイ ヤー 17 
| 間 | TE を 1 
ド 折 に 15 
| | 生計 00 % 通常 
回 回 レイヤー! 
| 100% 通常 
回 勝間 
| 100% 通常 
| ルイ ヤー5 ー 
癌 | Tr 
財 国 叶 
| | 100% 通常 
Div 1 
| 27% スー ン 
還 | 隊 欠 
| | 100% 通常 
回 ルイ ヤー 12 ー 
| 100% 通 人 
| 国 叶 : 18 
| 問 還 | 計 OTET3 
| | vy- 


| 駐 証 !00 % 通常 


線画 と 着 彩 に 使用 し た レイ ヤー を 
結合 し 、1 枚 の レイ ヤー に し まし た 


下 描き が 終了 し た 状態 で す 


パー ス 定 規 レ 

ヤー は 次 の 
ステ ッ プ で 使 
用 する た め 、 結 
合せ ず に 残し 
て あり ます 


025 


) 


Z0 ™ 


ご 
た 


線画 作業 の 前 に 「30 秒 ドロ ー イ ン 
グ 」 と いう サイ ト を 利用 し て 、 ド ロー 
イン グ を し ます 。「 キ ャ ラク ター の 線 
画 」 と いう 大 事 な 作業 の 前 に は 、 こ う 
や っ て ウォ ー ミ ング アッ プ を 行っ て 
いま す 。 


@30 秒 ドロ ー イ ング 
http://www.posemaniacs.com/blog/thirtysecond 


openCanvas を 起動 し て 、 保 存 し た 
下 描き 画像 を 開き ます 。 


CLIP STUDIO 
PAINT PRO で 作 
成 し た レイ ヤー 構 
造 を 保持 し て いま 
す 


線画 に は 「 鉛 筆 」 の 「 ペ ン 」 ツ ー ル を 
使い ます 。 線画 で 使う の は ほぼ この 
ツー ル の み と い っ て いい ほど 、 使 用 
頻度 の 高い ツー ル で す 。 ペ ン の 濃度 
は 100% で は な く 、90% 程 度 に 調整 
し て いま す 。 こ れ に よっ て 、 線 の 重 な 
りや 筆 圧 で 微妙 な 濃度 の 差 が で きま 
す 。 こ の よう な 線 の 強弱 ・ 濃 淡 に よっ 
て 、 線 画 に アナ ログ 風 の タ ッ チ を 出 
す よ うに 意識 し て いま す 。 太 い 線 は 
ペン 先 の 設定 を 変え て いる の で は な 
く 、 線 を 何 度 も 重ね る こと で 太く し て 
いま す 。 


「30 秒 ドロ ー イ ング 」 は 、Web ペ ー ジ に ラン ダム に 表示 さ 
れる 人 体 図 を 30 秒 で 描く トレ ー ニ ング ツー ル で す 


PSD 形 式 の 下 描 き デ ー タ を openCanvas で 開き まし た 


1 「 鉛 筆 」 の 「 ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


最大 半径 は 「3.0」 に 設 
定 し まし た 
濃度 は 「90」 に 設定 し 
まし た 


手 プ レ 補 正 は 「2」 に 設 
定 し まし た 


筆 圧 で 濃度 が 変わ る 
よう に 「 濃 度 変化 」 を オ 
ン に し まし た 


キャ ラク ター の 顔 は 輪郭 と 耳 一 目 一 
鼻 つ 口 の 順に 描い て いき ます 。 


① 下 描き レイ ヤー 
の 上 に 「 レ イヤ ー7」 
を 作成 し まし た 


10 eo 


② 顔 の 輪郭 線 か ら 丁 寧 に 描い て いき ます 。 目 は 上 まつ げ 
か ら 描 きま す 


ZO “wo 


③ ナ ビ ゲ ー タ パネ ル で 40* ほ ど 表 示 画 像 を 傾け まし た 


④ 描 きやすい よう に 、 キ ャ ン バ ス を 回 転 させ て 、 両 目 、 眉 、 


口 、 鼻 を 描き まし た 
ペイ ント ソフ ト openCanvas - 
openCanvas は 、 ペ ン 系 の ツー ル で 詳細 な 設定 が いる の で 、 線 画 を 主 に この ソフ ト で 作成 し て いま す 。 


行え た り 、 キ ャ ン バ ス の 回 転機 能 を 搭載 する な ど 、 
アナ ログ 風 の 描き 味 を 持つ ベイ ント ソフ ト で す 。 レ 
イヤ ー の 合成 モー ド に は 「 通 過 」 や 「 ビ ピン ライ ト 」 な 
ど 、 ほ か の ソフ ト に な い 機 能 も 多く 、 複 雑 な 色合い 
を 表現 し た り 、 仕 上 げ の 色調 補正 に も 適し て いま 
す 。 ま た 、「 イ ベン ト フ ァイル 」 と いう 描き 手順 を 自動 
保存 する 機能 が あり 、 自 分 の 描き 方 の 見 直し や 、 任 
意 の 場所 か ら の 描き 直し も 可能 で す 。 専 用 の 投稿 
サイ ト 「 ポ タグ ラ 」 で ほか の 作家 さん の イベ ント ファ x PS 
イル を 見 て 勉強 する こと も で きま す 。 価格 :5.800 円 (税込 ) 


筆者 は 鉛筆 ツー ル の 描き 心地 が と て も 気に入っ て 問い 合わ せ 先 : 株 式 会 社 ビー ジー エヌ 
(http://www.portalgraphics.net/oc/) 


£0" 


027 


画面 を 左右 反転 表示 させ て 、 顔 の バ 
ラン ス に 狂い が な いか 確認 し ます 。 


⑪* ナ ビ ダ が ー 
senaas 狂い が あり まし た 。 右 目 部 分 を タ 」 パ ネル て で て 左 
「 自 由 選択 」 ツ ー ル で 囲み 、 位 置 を How Pa 
若干 内 側 へ 移動 させ ます 。 


| Oe) 


に テコ 
②「 自 由 選択 」 ツ ー ル に 切り 替え まし た 


Z0 “dwD 


身体 を 描く 前 に 、 も う 一 度 確認 の た 
め 、 青 い 線 で 身体 の ライ ン を 描き 入 
本 れ ま す 。 
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①⑪「 レ イヤ ー8」 を 作成 
し まし た 


ts = の ② 描 画 色 を 設定 し まし た 


髪 の 線画 に 進み ます 。 髪 の 毛 の 流れ 
を 出す た め 、 髪 部 分 だ け は 勢い を 付 
け て シュ ッ と 一 気 に 線 を 引き ます 。 


ェ ーー 


「 レ イヤ ー7」 の 上 に 
「 レ イヤ ー9」 を 作成 
し まし た 


Es 頭頂 部 か ら 頭 を 覆う よう な か た ち で 線 を 引き ます 


前 髪 は 、 線 に 勢い を 付け て 引い て か 
ら 、 髪 の 切り 口 に 合わ せ て 切り 落と す 
イメ ー ジ で 「 消 し ゴム 」 ツ ー ル で 消し 
ます 。 前 髪 ば っ つん の キャ ラク ター で 
す が 、 ぱ っ つん の 切り 口 部 分 を 線 で 
閉じ て し まう と 重たい 印象 に な る の 
で 、 線 画 は 開い た まま に し て いま す 。 


髪 が 重なっ た 部 分 や 耳 と 近い 部 分 
は 、 描 き 込 ん で イン ク 溜 まり の よう な 
雰囲気 を 出し て いま す 。 


複数 の 線 を 重ね 、 髪 の 重なり を 表現 し て いま す 


時 計 に も た れ た 姿勢 で ある こと を 考 
慮 し て 、 前 髪 の 束 を 前 髪 の メ イン の 
流れ と は 違う 方 向 に ふた 筋 ほど 描き 
足し 、 描 き 足 し た 毛 東 と 重なる 前 髪 
の 線画 を 「 消 し ゴム 」 ツ ー ル で 消し ま 
す 。 髪 の 線画 は いっ た ん ここ で 中 断 
し ます 。 こ の キャ ラク ター は ロン グ へ 
ア な の で 、 髪 が 羽織 や 時 計 の 台 に 垂 
れ ま す 。 よ っ て 、 そ れ ら の 正確 な 位置 
が 決定 され な いと 、 髪 を 描く こと が で 
き な い た めで す 。 


ーー 


ウ ・ 


トー 


「 消 し ゴム 」 ツ ー ル に 切り 替え ます 。 最 大 半径 は 
「13.9」、 不 透明 度 は 「100」 に 設定 し まし た 
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{ 


/ 
眉毛 の 下 くら い の 位置 の 毛 先 部 分 を 「 消 し ゴム 」 ツ ー ル で 
消し て 、 ば っ つん 状態 に し まし た 


EIC い ie 


1 


Z0 "ebD 


人 09w う 


LO 


10 dD 


ZO dw 


209w 


Oi う 


椿 の 髪 節 り を 描き ます 。 作 業 し や す 
いよ うに 、 髪 の 線画 レイ ヤー を 非 表 
示 に し て 、 描 いて いき ます 。 


① 髪 の 毛 を 描い た 
線画 レイ ヤー を 非 
表示 に し まし た 

② 顔 を 描い た 線画 
レイ ヤー に 戻り ます 


服 の 線画 を 描き ます 。 袖 の 留め 具 か 
ら 描 き 始 め ま す が 、 こ うい っ た 細か い 

ー ツ は 、 そ の 場 で 手 の 赴 くま ま に 
デザ イン を 決め て し まう こと が 多い 
で す 。 こ の 留め 具 は 少し 厚み の ある 
金属 の ブ プレー ト と いう 設定 な の で 、 
下 側 の 線 が 太く 、 濃 いで す 。 


袖 部 分 を 描い て いき ます 。 あ と か ら 
位置 を 微 調整 する 際 に 、 描 き 足 さ な 
く て いい よう に 、 パ ー ツ が 重なっ た 
部 分 まで 描い て いき ます 。 


() 2 


「 レ イヤ ー9」 を 「 少 女 髪 線画 」「 レ イヤ ー7」 を 「 少 女 線画 
1」 と レイ ヤー の 名 前 を 変更 し まし た 


②「 少 女 線画 1」 
5 "少女 画 2」 レ イ 
SS 々 mMI の 上 に "レイ 

ヤー1 1」 を 作成 し 
回 較 まし た 
| で ツ 画 2」 レ 

ーー 四 Pekue 


し た 


030 


で 


A 


③ 椿 の 髪 節 り を 描き まし た 


@③ 腕 と 袖 を 搭 き まし た 


手 を 描く の は 一 番 の 苦手 な の で 、 線 
画 を 描く 前 に 詳細 な 下 描き を し ま 
す 。 ま た 、 手 袋 の ひも は 別 レ イヤ ー で 
描き 足す た め 、 線 画 の 段階 で は 描い 
て いま せん 。 
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* レ | 図 ①「 レ イヤ ー11」 の 上 に 


「 レ イヤ ー12」 を 作成 
SE ek 
②「 描 画 色 」 を 設定 し まし た 


「 レ イヤ ー12」 の 不透明 度 を 65% に 
下げ ます 。 「 レ イヤ ー 11」 に 戻り 、 線 
画 の 清書 を し ます 。 


変更 し まし た 


②「 レ イヤ ー11」 を 
選択 し ます 


服 を 描い て いき ます 。 ス カー ト の プ 
リー ツ や 裾 、 ス リッ ト の 和 飾り 部 分 は 、 
腰 か ら 足 に か け て の 起伏 に 気 を つけ 
な が ら 描 いて いき ます 。 


「 レ イヤ ー12」 を 非 表 
示 に し まし た 

服 の 線画 も 「 レ イヤ ー 
1 1」 に 作成 し ます 


③ 手 袋 の 下 拭き を し まし た 


③ 左 手 の 線画 の 清書 を し まし た 。 皮 手袋 と いう 設定 な の 
で 、 線 画 に 若干 質感 の タッ チ を 入れ て お きま す 


10 dy 


Z0 "wiD 


0 dviD 


#0 dS 


lo7| スカ ー ト か ら の びる 足 を 描い て いき 
ます 。 足 と オー バー ニー ソック ス の 


境目 の 微妙 な 食い 込み ! これ に よっ 
て 肉 の 柔らか さ が 出 る の で 、 重 要 な 
ポイ ント で す 。 


①「 レ イヤ ー13」 を 作 
成 し まし た 


②「 ナ ビ ゲ ー タ 」 バ ネル で 左右 反転 表示 に 切り 替え まし た 


DS 


太もも より 下 は 、 右 手 部 分 と 同じ よう 
に 別途 下 描き を 描い た 上 で 線画 を 
作成 し ます 。 靴 は ロー ファ ー を ベー 
ス に 、 甲 の 部 分 に 花 の 形 を あし らい 
まし た 。 


①「 レ イヤ ー14」 を 作成 し 、 下 播き を し ます 


ーー 


0 dw 


②「 レ イヤ ー 13」 に 
戻っ て 線画 を 描き ます 


右足 と 左足 が 重なっ て いる 部 分 は 、 
左足 の 重み で 右足 が 少し つぶ れ ま 
す 。 こ の つぶ れ を 描く こと で 、 よ り 足 
= の 柔らか さ を 出 し ます 。 


③ 肉 の 柔らか さ を 出す た 


し た 


は 両足 と も 変形 


め 、 少 し 線 を 太め に 重ね ま 


し ます 


J) 


羽織 の 線画 を 描き ます 。 画 面 の 流れ 
個 や 構図 の 見 栄え が 最 優 先 な の で 、 本 
来 の 羽織 の 長 さ に 比べ 、 だ いぶ 裾 を 


長く し て いま す 。 し 
3 
2 


⑪「 レ イヤ ー15」 
を 作成 し まし た 


②「 鉛 筆 」 の 「 ペ ベン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半 


径 「3.0」、 濃 度 「90」、 間 隔 「21」 に 設定 し ま 


し た 


ZO wp 


首 が 長 す ぎる と 感じ た の で 、「 少 女 線 

賠 画 1」 と 「 少 女 髪 線画 」 を レイ ヤー 移 
動 ツ ー ル で 下 に 動か し ます 。 こ の と 
き 、 レ イヤ ー リ ンク を オン に し て お く 
と と で 「 少 女 線画 1」 レ イヤ ー と 「 少 
女 髪 線画 」 レ イヤ ー を 同時 に 移動 さ 
せる こと が で きま す 。 


4 0 dug 


日 1 ①「 少 女 線画 1」 レ 
ョ 較 ーー イヤ ー を 選択 し ま 
SE |* 

②「 少 女 髪 線画 」。 レ イヤ ー の レイ ヤー 

リン ク 欄 を クリ ッ ク し ます 


0 dD 


③「 レ イヤ ー 移 動 」 ツ ー ル を 選択 し ます 
ーー ⑤ キ ャ ン バ ス 上 で 首 の 位置 を 調整 し ます 


| 0 


© 
ト ho 


賠 刀 と 右手 も 別途 下 描 き を し て か ら 線 
画 を 作成 し ます 。 右 手 は 、 口 元 で 髪 


を 弄 ら せる こと に し まし た 。 下 描き は 和 R あ 7 
ツー ル の 色 を 青色 に 変更 し て いま 
す 。 前 述 し た 通り 手 を 描く の は 苦手 _ の ②「 描 画 色 」 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 の 「 ペ ン 」 


な の で 、 右 手 の 線画 は 自分 の 手 を 携 
帯電 話 の カメ ラ で 撮っ て 、 そ れ を 参 


に 設定 し まし た 


考 に し な が ら 描 きま し た 。 E 罰 較 ④「 少 女 線画 2」 レ イ 
* ヤー を 選択 し まし た 


回 表示 を 左右 反転 させ 、 刀 の 線画 を 描 
きま す 。 刀 身 の 曲 線 は 、「 鉛 筆 」 ツ ー ル 
の 「 曲 線 描画 」 を 利用 し て 描き ます 。 


同 ①「 ナ ビ ゲ ー タ 」 パ レッ ト で 左右 反転 ボタ ン を ク 
| リク し ます 


@ ロ 最大 半 任 

= 最小 半 修 」| 0x 
| [90|| 
~ L231 


(②「 鉛 筆 」 ツ ー ル の ブラ シ 設 定 は 最大 半径 
「2.0」、 濃 度 「90」、 間 隔 「21 」 に し まし た 


ekaoa | 
③「 鉛 筆 」 ツ ー ル の 描画 方 法 を 「 曲 線 描画 」 
に 切り 替え まし た 


①「 レ イヤ ー17」 を 作 


ツー ル を 最大 半径 「3.0」、 濃 度 「90」、 間 隔 「21」 


下 描き の 線 に 合わ せ 、 柄 や 刀身 の 装 
飾 を 描き 込み ます 。 こ こも 細か い 部 
分 な の で 「 ゆ る や か な ら S 字 カー ブ を 
作る 」 と いう こと 以外 は 決め ず に 、 そ 
の 場 の 感覚 で 描き 入れ て いま す 。 鉛筆 」 の 「 ペ ン 」 ツ ー ル の 設定 は 最大 半径 
「3.4」、 濃 度 「90」、 間 隔 「21 に し まし た 
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Z0 dp 


の ②" レ イヤ ー 21」( 刀 身 と 装飾 )、 


「 レ イヤ ー25」( 鎧 と 節 り 房 ) と 、 柄 と 刀身 に か け て 、 葉 っ ぱ の レリーフ 銭 と 節 り 房 を 加え まし た 。 装 節 部 分 — 
それ ぞ れ レイ ヤー を 分 け て 線画 の よう な 装飾 を 描き 込み ます の 細部 を 描き 加え 、 厚 み を 出す た め 
を 描き 込み ます の 線 を 入れ ます 


「 少 女 髪 線 画 」 レ イヤ ー に 切り 替え 、 
中 断 し て いた 髪 の 線画 を 再開 し ま 
す 。 羽 織 に 垂れ る よう に 髪 を 描き 入 
れ ま す 。 少 女 が 頭 を も た れ か け て い 
る 時 計 の 台座 に も 、 髪 が の び て い ま 
す 。 髪 は 、 流 れ を 強調 し た い の で 誇 
張 し て いま す 。 長 い 髪 は 、 こ う や っ て 
画面 に リズ ム や 流れ を 作れ る の で 重 
宝 し て いま す 。 あ と 、 個 人 的 に も ロン 
グ ヘ ア が 好き で す 。 

キャ ラク ター 部 分 の 線画 が で きま し 
た 。 


sii 「 少 女 髪 線画 」 レ イ 
陸 旧 冊 ヤー を 選択 し まし た 
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£0 dw 


OM 


STUDIO PAINT PRO で 作成 し た 
パー ス 定 規 は openCanvas に は 持 
ち 越せ な い の で 、 改 め て パー ス 定 規 
を 設定 し ます 。 パ ー ス 定規 の 情報 
は 、 そ の ソフ トウ ェ ア 固 有 の ファ イル 
形式 で の み 保 持 さ れる の で 、 保 存 の 
際 は 注意 が 必要 で す 。 


回 時 計 の 線画 を 描き ます 。CLIP 


2 点 透視 の 定規 を 90 度 ほど 傾け て 、 
変則 的 な 1 点 透 視 と し て 使い ます 。 
CLIP STUDIO PAINT PRO て 制 
作 し た パー ス 線 レイ ヤー を 参考 に 、 
中 心 点 な ど を 合わ せま す 。 


①「 定 規 編 集 」 ウ ィ ン ド ウ で 、 設 定 し た 2 点 透 視 定規 の 角 
度 を 「90.0"」、 不 透明 度 を 「60」 に 設定 し まし た 


この まま だ と 水平 の 線 が 設定 で き な 
い の で 、 平 行 線 定規 を 設定 し ます 。 こ 
の 2 つの 定規 を あわ せ て 使い 、「 変 則 
的 な 3 点 透 視 」 と し て いま す 。 


①「 定 規 」 メ ニュ ー つ 「 新 規定 規 」 つ 「 平 行 線 」 を 選択 し ます 


| 新規 パー ス (P)  』l 
春夫 (PD) に ーー 
削 陸 (5) 
プロ バテ ィ (9).… 


「 定 規 」 メ ニュ ーー「 新 規 バ ー ス 」 つ 「2 点 透視 」 を 
選択 し ます 


(② 平 行 線 定規 が 設定 され まし た 


ド は 90* 
に な っ て 


まし た 


時 計 の 台座 の 線画 を 描い て いき ま 
す 。 横 線 は 平行 定規 「 定 規 -3」 に 、 縦 
線 は 2 点 透 視 法定 規 「 定 規 3」 に ス 
ナッ プ さ せな が ら 描 いて いま す 。 細 
か い 装 飾 や 、 質 感 の タッ チ な ど は フ 
リー ハン ド で 描き 込ん で いき ます 。 
使用 ツー ル は 、 キ ャ ラク ター の 線画 
制作 時 と 同じ く 「 鉛 筆 」 の 「 ペ ン 」 ツ ー 
ル で す 。 


① キ ャ ラク ター の 線画 
レイ ヤー の 下 に 、「 レ イ 
ヤー27」 を 作成 し まし 
た 


② 定 規 ウ ィ ン ド ウ で 
スナ ッ プ ボタ ン を 有 
効 に し ます 。「 定 規 3」 
「 定 規 -3」 そ れ ぞ れ 
で 設定 が 必要 で す 


台座 の 脚 と 木彫 り 部 分 を 描い て いき 
ます 。 彫 り の 立体 感 を 考え て 、 花 の 
形 の 右 下 側 の 線 を 太く し て いま す 。 
台座 の 柱 部 分 の ラフ が 雑 す ぎ た の 
で 、 詳 細 な 下 描 き を し て か ら 、 線 画 を 
描き ます 。 


③ 台 座 の 脚 の 下 描き を し 
まし た 


③「 鍋 筆 」 の 「 ベ ン 」 ツ ー ル を 最大 半径 「3.4」、 濃 度 「90」、 
間隔 「21」 に 設定 し まし た 


| 5 
NE @ 避 線 は 平行 定規 に スチ ッ | 
プ さ せな が ら 描 きま す 


① 下 描き 用 の "レイヤー 
28」 を 作成 し まし た 


④ 花 の 厚み と 影 が 落ち る よう 、 右 下部 分 を 太く し まし た 


10 do 
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「 レ イヤ ー28」 に 、 パ ー ス の 補助 線 を 
描き 込み ます 。 奥 の 脚 を 描く と き は 、 
パー ス 線 を 手前 の 脚 か ら の ば し 、 そ 
れ を ガイ ド に 描い て いき ます 。 


①「 レ イヤ ー28」 の 不 
透明 度 を 「29」 に 設定 
し まし た 


(②「 レ イヤ ー29」 を 作成 し ます 


計 や 台座 の 横線 を 引き 、 曲 線 部 分 は 
フリ ー ハ ンド で 描き ます 。 


図 平行 線 定規 に スナ ッ プ させ な が ら 時 


図 「 レ イヤ ー30」 を 作成 し 、 時 計 の 文字 
盤 周 り を 描き ます 。 こ こ は 左 右 対称 
な の で 、 左 半分 だ け 描 いて か ら 「 選 
択 範 囲 メ ツー ル で 囲み 、「 編 集 」 メ 
ニュ ーー 「 コ ピー」 を 選び ます 。 続 いて 
「 編 集 」 メ ニュ ーー「 貼 り 付 け 」 を 選 
ぶ ぷと 、 新 た に 「 レ イヤ ー30」 が 作成 さ 


れ ま す 。 
FE 補 名 
Bl Pe 


③ 選 択 館 囲 を ペー ス 
ト す る と 、 同 じ 名 前 の 
レイ ヤー が 作成 され 
ます 


③「 レ イヤ ー28」 で 引い た バー ス の 補助 線 を ガイ ド と し て 、 
「 レ イヤ ー29」 に 人 台座 の 脚 を 描き ます 


② 時 計 の 装 節 を 半分 だ け 描き 込み まし た 


| コピー され た 「 レ イヤ ー30」 を 選択 
し 、「 レ イヤ ー」 メ ニュ ーー「 変 形 」 つ 
「 左 右 反転 」 を 選択 する と 、 レ イヤ ー 

が 反転 し ます 。 


L TO) 


左右 反転 させ た 部 分 が 微妙 に パー 
io ス と 合っ て いな いこ と に 気付 きま し me ae 

た 。 左 右 反 転 し た 部 分 を 「 選 択 範囲 」 「 自 由 変 形 」 ツ ー ル を 選択 し ます 

ツー ル で 囲み 、「 自 由 変形 」 ツ ー ル 

で 少し 歪 ませ ます 。 こ れ で パー ス に 

合っ た 造形 に な り ま し た 。 


Z0 dp 


修正 前 の 状態 で す バー ス を 修正 し まし た 


文字 盤 と し て 和 時 計 の 自作 素材 を 

貼り 込み まし た 。 装 飾 用 の 円 が 欲し er ロ Iola | 
い の で 、『 鉛筆 」 ツ ー ル の 描画 方 法 を ① 鉛 筆 ツ ー ル バレ ッ ト の 「 搭 画 方 法 」 か ら 
『「 梅 円 描画 」 に 変更 し 、 円 を 描き ま 「 情 円 描画 」 を クリ ッ ク し ます 

す 。 こ の 円 を パー ス に 沿っ て 自由 変 


形 き せ 、 文 字 角 の 周り に 配置 し ます 。 | | rami>-wemusy 


Sn 


文字 盤 の オリ ジ ナ ル 素 
材 「wadokei.psd」 は 
Web サ イト (6 ペー ジ 参 
②「Shift」+ ド ラッ グ で 正 円 を 描き まし た ④ パ ー ス に 沿っ て 変形 させ まし た 昧 ) か ら 入 手 可能 で す 


039 


1 On 


dd 


EO "wi 


位置 関係 が わか りや すい よう 、 キ ャ 
ラク ター で 隠れ る 部 分 の 背景 も ある 
程度 描い て いま す 。 し か し これ だ と 
線画 が 重なっ て キャ ラク ター が 見 に 
くい の で 、 線 画 の 下 に 白く 塗っ た レイ 
ヤー を 置い て 見 や すく し ます 。 


① 別 レイ ヤー に 描い た 線画 が 重なり 、 キ ャ ラク ター が 見 
辛く な っ て いま す 


/ 


参考 画像 は 常に 画面 上 に 表示 
作画 の 際 は 、 参 考 画像 を 参照 し な が ら 作 
業 し ます 。 筆 者 は 常に 最前 面 に ウィ ンド ウ 
を 表示 させ る 「 貼 り 付 け 」 と いう ソフ ト を 
利用 し て いま す 。 

Q 有 貼り 付け 

http://www2.plala.or.jp/atu_t/ 


② キ ャ ラク ター の 線画 
の 下 に 「 人 物 背景 仮 」 
レイ ヤー を 作成 し まし 
た 


③「 人 物 背景 仮 」 レ イヤ ー の キャ ラク ター 部 分 を 白く 塗り 
まし た 


040 


小 物 類 の 線画 を 描く 


下 描 き レ イヤ ー の 不透明 度 を 下げ 、 
全体 の バラ ンス チェ ッ ク を し ます 。 


① 下 描き レイ ヤー を 
選択 し ます 


YNS か N、 | ② 不 透明 度 を "70」 に 
[Es し まし た 


③ 全 体 が 見 える よう に 縮小 表示 し まし た 


犬 張子 を 「 自 由 選択 」 ツ ー ル で 囲み 、 | -] の "自由 選択 」 ツ ー ル を 選択 し 、 大 張子 を 囲み ます 
「 レ イヤ ー 移 動 (選択 範囲 追随 )」 


ツー ル で 左 に ずら し まし た 。 ③「 レ イヤ ー 移 動 (選択 範囲 追随 )」 ツ ー ル を 選択 
し ます 


① 修 正 前 の 状態 で す 


犬 張子 の 線画 を 描き ます 。 


②「 犬 張子 線画 』」 レ イ 
ヤー を 作成 し まし た 


①「 レ イヤ ー21」 の 不透明 度 を 「17」 に し まし た 


③「 鉛 筆 」 の 「 ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
「3.2」、 濃 度 「90」、 間 隔 「21」 で 設定 し まし た 


④ 輪 部 線 は 気持 ち 太 め 、 模 様 部 分 は 細め に 描き まし た 


10 eo 
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達 暦 型 の 花瓶 を 描き ます 。 犬 張子 と 
の 位置 が 離れ て いて 干渉 し な い の で 、 
「 犬 張子 線画 」 レ イヤ ー に 描き 込ん 
で いき ます 。 


「 犬 張子 線画 」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし た 


達磨 型 の 花瓶 の 線画 を 描き まし た 。 達 磨 の 顔 や 模様 は 着 
彩 の 際 に 描き 込む の で 線画 は 作成 し ませ ん 


花瓶 に 生け て ある 椿 を 描き ます 。 こ ②"「 椿 線画 」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


こも 、 下 描き を し て か ら 線 画 を 作成 
し ます 。 椿 の 花 が すべ て 画面 内 に 収 
まっ て いた 方 が バラ ンス が 良さ そう 
な の で 、 椿 の 花 部 分 を 「 自 由 変形 」 
ツー ル を 使っ て ゆ が ま せま す 。 右 端 
部 分 も 描き 足し ます 。 


④「 自 由 変形 」 ツ ー ル を 選択 し ます 


N 


し まし た 


③ 下 描き を ペー ス に 線画 を 作成 


ンカ ー を ドラ ッ グ し て 変形 させ ます 


① 下 播き 用 に 「 レ イ 
ヤー40」 を 作成 し 、 不 
透明 度 を 「31」 に し ま 
し た 


「 レ イヤ ー21 」 は 適宜 
表示 ノ 非 表示 を 切り 
替え て 確認 し ます 


花瓶 の 椿 に 比べ て 髪 飾 り の 椿 が 小さ ーー ニー 
06| < く 感 じ た の で 、" 自 由 秋 形 」 ツ ー ル を 。 | 軸 軌 % @ | 回 

使っ て 大 きく し ます 。 左 手 の そば の 。。 rme 才 ッ ー ル を 選択 し ます 

椿 の 線画 も 作成 し ます 。 


ー ー 3 の 2 > の 
③ 右 手 の 手元 の 椿 を 「 椿 線画 」 レ イヤ ー に 描き 込み まし た 


足元 の 金魚 の 浮き お も ちゃ の 線画 を 時 大 = 一式 WU 
描き ます 。 模 様 は 着色 時 に 描き 込む RE RN 
の で 、 線 画 は 作り ませ ん 。 次 に 花札 、 月 

ビー 玉 の 線画 も 作成 し まし た 。 PN 7 


①「 小 物 線画 」 レ イ 
ヤー を 作成 し まし た 


| ②@「 鉛 策 」 の 「 ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
PA 「4.1」、 濃 度 「90」、 間 隔 「21」 で 設定 し まし た 


左上 の 金魚 飾り の 線画 を 描き ます 。 
骨組 み は 木 、 外 装 は 紙 で 作ら れ た 張 
り ぼ ぽ て の 金魚 と いう 設定 で す 。 


「 金魚 飾 り 線画 」 レ イ 
ヤー を 作成 し まし た 


つ 
ト G 


| 
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全体 の バラ ンス を 見 て 確認 し た と こ 
る ろ る 、 腰 て 足 に か け て が 若干 小さ く 感 
じ ら れ た の で 、「 マ ント 線画 」ー「 人 物 
背景 仮 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 ツ ー ル 
バー の 「 自 由 変形 」 ツ ー ル で 下半身 
の バラ ンス を 調整 し ます 。 こ れ で 線 
画 の 作成 が 終わ り ま し た 。 


& 
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上 
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に 
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④ 修 正 前 の 状態 で す 


0 dD 


⑤ 線 画 の 作成 が 終わ り ま し た 


①「 刀 線画 」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし 
た 


② 一 緒 に 変形 させ た い レ イヤ ー の レイ ヤー リン クボ タン 
を オン に し まし た 


③「 自 由 変形 J ツー ル を 選択 し 、 調 整 し ます 


で 、 


CHApTER. 0 ア 4。 


openCanvas を 使っ た 着色 テク ニッ ク 


GI Sn | 


openCanvas を 使っ た 着色 テク ニッ ク 


本 章 で は 、 前 章 で 作成 し た 線画 を CLIP STUDIO PAITN PRO で 下塗り し 、 
openCanvas で 着色 、 と いう 流れ で 完成 まで の 手順 を 解説 し ます 。 openCanvas 
の 豊富 な 合成 モー ド を 活用 し た 着色 テク ニッ ク や 厚 塗り の 手法 、 テ クス チャ を 用 
いた 質感 アッ プ の 方 法 な ど 、 仕 上 げ ま で の テク ニッ ク が 満載 で す 。 


CHAprER. 
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色 を 塗り 始め る 前 に 、 下 準備 と し て パー ) 
回 ツ ご と に 塗り 分 け 作業 を し ます 。 キ ャ ラク 
ター 部 分 か ら 進め て いき ます 。 キ ャ ラク 
ター の 線画 の 下 に 曰く 塗り つぶ し た 四角 
を 配置 し た 「 人 物 背景 仮 」 レ イヤ ー を 作成 
し 、 線 画 を 見 や すく し ます 。 


ZO dD 


[EO 4 
エー 作成 し 、 キ ャ ラク ター の 

少女 右 線 画 線画 レイ ヤー を まとめ ま 

100% 通常 2 だ 


③ 下 準 り の た め の レ イ 


ヤー を 作成 し まし た 

ミ a | ②「 人 物 背景 仮 」 レ イヤ ー | \、 1 や ) 

ら ーー を 作成 し まし た ④ 人 物 の 線画 が 見 や すく な り ま し た 
線画 が パー ツ ご と に 分 か れ て いる の で 、 ラニ mr 
他 の レイ ヤー に 描か れ た 線画 も 参照 する 
よう に 指定 し て お きま す 。 


市 (D「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル を 選択 し 
まし た 


ギア 症 虹 拉 給 


ーー ェ < 
4Zjkeem 略 | 5 了 あ っ 
口 Oh TL 
< 


[アア チエ イリ アス 
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②「 サ ブツ ー ル 」 バ レッ ト で 
「 他 レイ ヤー を 参照 」 を 選 ③ ツ ー ル プロ パテ ィ ウ ィ ン ド ウ で 「 複 
択 し ます 数 参照 」 に チェ ッ ク を 入れ て お きま す 


「 自 動 選 択 」 ツ ー ル で 色 を 置き た い 範囲 を 

図 クリ ッ ク し 、「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル で 色 を 流 
し 込み ます 。 細 か な 部 分 や 線 と 線 の 間 な 
どの 塗り きれ な い 部 分 は 、「 丸 ペン 」 ツ ー 
ル で 塗り 足し て いき ます 。 筆 者 の 線画 は 
味 を 出す た め に 、 線 が 途中 で 途切れ て い 
た り 、 微 妙 に 隙間 を 空け な が ら 細 か い 線 
が 重ね て あっ た りす る の で 、「 塗 りつ ぶし 」 
ツー ル の みて で 塗り 分 ける こと が で きま せ 
ん 。「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル で 流し 込み つ 細 
部 を ペン ツー ル で 塗る 、 を 繰り 返し て 塗り 
分 け て いき ます 。 


oo ⑪「 レ イヤ ー1」 を 作成 し 
の | の 
作 a まし た 


②" 自 動 選択 」 ツ ー 了 呈 
ル を 選択 し まし た | | 


③「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー 
ル を 選択 し まし た 


肌 の 色 を 本 来 の ベー スカ ラー に 奉 え 、 レ 

イヤ ー の 名 前 を 変更 し て お きま す 。 
ーー 。 ①「 レ イヤ ー1」 の 名 前 を 
回 変更 し 、 透 明 部 分 の 保護 
に チェ ッ ク を 入れ まし た 


髪の毛 の 下塗り を し ます 。「 少 女 線画 1」 
の 下 に 「 レ イヤ ー1」 を 作成 し まし た 。 前 
髪 の ば っ つん 部 分 は 、 は み 出し を 気 に せ 
ず 描 いて か ら 、 ば ぱっ つん の ライ ン に 沿っ て 
「 丸 ペン 」 ツ ー ル で 消し ます 。 


①「 レ イヤ ー1」 を 作成 し 
まし た 


@② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 丸 ベン 」 ツ ー ル を ブラ 
シ サ イズ 「 18.0」、 不 透明 度 「1 00」 に 設定 し まし た 


ル を ブラ シ サ イズ 「17.0」、 不 透明 度 「100」 に 設 
定 し まし た 


画 ④ 描 画 色 を 透明 に 切り 替え まし た 。「 丸 ベン 」 ツ ー 


| ④ 描 画 色 を 設定 し まし た 


語 還 '⑧ 「 丸 ペン 」 の ブラ シ サ イズ は 「1 2.9」、 不 透明 度 
時 | は 「100」 に 設定 し まし た 


剖 
A yy 
NR 
.⑧ 線 で 閉じ られ で 人 £3 /[ ト 
) ゆる 部 分 は 塗り ルカ ーーー 要 
ーー た 
テン 6 シモ ーー 


1 


> ー に W 
塗り の は み 出 し や 塗り 残し が 分 か りや すい よう に 濃い 色 
で 塗っ て いま す 


③ 前 髪 部 分 を 塗り まし た 


⑤「 透 明 』 の 「 丸 ベン 」 ツ ー ル で 毛 先 部 分 を 消し まし た 


10* 


Z0 "evD 


¢ 0 dD 


0 dy 


毛 の 流れ に 沿っ て 、「 レ イヤ ー] 」 の 毛 東 に 
細か い 髪 の 毛 を 幾 筋 か 描き 足し ます 。 髪 
の サラ サラ 感 や 細やか さ が ア ッ プ し ます 。 


園 | ① 描 画 色 を 設定 し まし た 


(06 


10 


ブラ シ サ イズ 
ーー 


ーー 


に = 
[7 iC 
GT LT 
入り 捧 き な し ~ 


③ 羽 織 に 広がっ た 毛 先 や 、 肩 に こぼれ る 髪 の すじ を 描き 足し 
まし た 


ZO ie】 


②「 濃 い 鉛筆 」 ツ ー ル を ブラ シ サ イズ 「7.4」、 硬 さ 「100」、 
ブラ シ 濃 度 「65」、 手 ブレ 補正 「 中 」 で 設定 し まし た 


赤 部 分 の パー ツ 、 金 属 パ ー ツ と 手袋 と 靴 
09 な ど 、 ど ん どん 塗り 分 け て いき ます 。 例 え 
ば 靴 と 手袋 な ど 、 ま っ た く 違 う パ ー ツ で 
あっ て も 距離 が 離れ て いる も の は 、 同 じ 
レイ ヤー に まとめ て し まい ます 。 キ ャ ラク 
ター 部 分 の 塗り 分 けが 終わ り ま し た 。 


人 09wD 


塗り 分 け 用 の レイ ヤー を 
作成 し まし た 


③ バ ー ツ ご と に 細か く レ 
イヤ ー を 分 け 、「 透 明 ピ ク 
セル を ロッ ク 」 を オン に し 
て お きま す 


② キ ャ ラク ター の 塗り 分 けが 終わ り ま し た 


048 


背景 の 塗り 分 け は 、 キ ャ ラク ター 部 分 
より 少し 大 雑 把 で す 。 キ ャ ラク ター の 
塗り 分 け と 同じ く 作 業 を 進め ます 。 花 
瓶 の 椿 は 、 花 も 葉 も すべ て 同じ ベー ス 
カラ ー で 塗り つぶ し て いま す 。 

①「 椿 」 レ イヤ ー を 


作成 し 、 透 明 部 分 
を ロッ ク し まし た 


園 | ② 描 画 色 を 設定 し まし た 


(④ 左 側 に 木彫 り の 装 節 を 描き 足し 、 左 右 反転 させ て 右側 


を 作り ます 


時 計 も パー ツ ご と に 「 ペ ン 」 ツ ー ル で 塗 
り 分 け ま す 。 台 座 に 装飾 が 足り な いと 
感じ た の で 、 こ こ で 『「 時 計 台 線画 」 レ イ 
ヤー に 戻り 、 木 彫り の 装飾 を 描き 足し 
ます 。 こ こも 左右 対称 の 模様 な の で 、 
選択 ツー ル で 囲み 、 左 右 反転 し た ら 自 
由 変 形 で 右側 を 作り ます 。 こ れ で キャ 
ラク ター と 背景 の 塗り 分 けが 完了 し ま 
し た 。 時 計 よ り 後 る の 背景 は 現時 点 で 
は 手つかず に な っ て いま す が 、 こ こ は 
線画 を 作成 せ ず 、 後 か ら 厚 塗り の 手法 
で 仕上 げ ま す 。 こ こ で 一 度 PSD 形 式 で 
保存 し て CLIP STUDIO PAINT を 終 
了 し ます 。 


= ー ム </ 1 ヽ 


①「 時 計 台 」 線 画 レ イ 
ヤー を 選択 し ます 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 
し 、 最 大 半径 「2.8」、 濃 度 「90」、 間 隔 「21」 に 設 
定 し まし た 


線画 、 塗 り 分 け 完了 後 の PSD フ ァイル 
「Chapter2senga.psd」 を Web サ イト 
(6 ペー ジ 参 照 ) か ら 入手 可能 で す 


塗り 分 けが 終わ り ま し た 


Z0 dp 


を 0) 99wO 


OM 


049 


て 0 dv 


050 


openCanvas を 起動 し 、 保 存 し た 
PSD フ ァイル を 開き ます 。 筆 者 は 下 描 
き 時 に 固め た 完成 イメ ー ジ を 忘れ な い 
よう 、「 貼 り 付 け 」 と いう ソフ ト で 下 描き 
イラ スト を 左側 に 表示 し な が ら 作業 し 
ます 。 


キャ ラク ター の 上 顔 部 分 を 着 彩 し ます 。 
メイ ン で 使う ツー ル は 「 鉛 筆 」 の 「 鉛 
筆 」 ツ ー ル で 、 ブ プラ シ の 大 き さ は 塗る 場 
所 に よっ て 頻繁 に 変え た ます 。 ま た 、 濃 度 
を 下げ る こと に より 、 色 を 重ね て も 下 
の 色 が うっ すら 透け て 見 え 、 色 合い が 


i 
最小 半径 」 DE 


複雑 に な る た め 、 濃 度 を 30~70% 前 
後に 調整 し て 塗っ て いき ます 。 


キャ ラク ター が メイ ン と な る イラ スト は 、 
キャ ラク ター の 顔 の 出来 栄え が 最も 重要 
で す 。 こ こ が い ちば ん 神経 を 使い ます 。 


② 濃 度 を 下げ た 「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 何 度 も 薄く 塗り ます 


最大 半径 「37.6」、 濃 度 「33」、 間 隔 「1 7」 で 設定 し まし た 


①「 少 女 肌 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 。 は み 出し を 防ぐ た 
め 透 明 部 分 の 保護 に チェ ッ ク を 入れ て いま す 


\ 


③ カ ラー セロ ファ ン を 何 層 も 重ね る よう に 色 を 重ね まし た 


前 面 に 表示 し た 下 描き 画像 を 参考 に 、 下 

描き 画像 の 肌 の ベー スカ ラー より 若干 濃 
い 色 を 「 カ ラー サー クル 」 パ レッ ト か ら 選 
択 し ます 。 


① 下 描き を 参考 に 
肌色 を 確認 し ます 


前 髪 の 下 と 鼻 頭 、 耳 身 に 塗り ます 。 薄 い 
色 か ら 濃 い 色 へ 順に 重ね て いき ます 。 


| グ - ①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 
「72.8」、 濃 度 「30」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


| る の 缶 画 色 を 設定 し まし た 


画面 の メイ ン の 光源 は 背後 の 窓 で す 
が 、 そ れ だ け だ と 逆光 で キャ ラク ター 
が 暗く な りす ぎ て し まう の で 、 キ ャ ラク 
ター の 手前 に も 第 二 光 源 を 設定 し ます 
(ぼん や り 照 ら す よう な ライ ト が 配置 
され て いる イメ ー ジ で す ) 。 そ れ ら の 光 
源 を 考え な が ら 、 色 を 置き ます 。 色 を 塗 
る 、 と いう より は 、 色 で 陰影 を 描い て い 
く 、 と いう 方 が 近い か も し れ ま せん 。 


②「 ウ ィ ン ド ウ 」 メ ニュ ーー 「 カ ラー サー クル 」 か ら カ ラー 
サー クル パレ ッ ト を 開き 、 下 描き の 肌 の 色 よ り も 若干 濃い 
色 を カラ ー ウ ィ ン ド ウ か ら 選 び ま す 


顔 に 合わ せ 、 腕 、 太 も も に も 色 を 重ね ます 


ZO dp 


て 0 ie】 


052 


07| 肌 の 影 に に うっ すら と 紫色 を 引き ます 。 


Z] ①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 
「14.9」、 濃 度 「33」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


Li 描画 色 を 設定 し まし た 


手順 07 と 位置 を ずら し て 、 影 と な る 濃 
団 い 茶 色 を 引き ます 。 こ の よう に ほん の 

少し 塗り の 領域 を ずら すこ と で 、 色 の 

構造 を 複雑 に し ます 。 


[ ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
[ 径 「17.4」、 濃 度 「37」、 間 隔 「1 7」 に 設定 し まし た 


lo9| 眉間 付近 の 肌色 を 「 ス ポイ ト 」 ツ ー ル 
で 拾い 、「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 前 髪 の 影 を 
削っ て 影 の 形 を 整え ます 。 


「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー っ 「 レ イヤ ー の 復 
製 」 を 選び 、「 少 女 肌 」 レ イヤ ー を 複製 
し ます 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 使っ 
て 、 複 製 し た 「 少 女 肌 」 レ イヤ ー 上 で 類 


に 濃く 赤色 を の せま す 。 
W ①「 少 女 肌 』 レ イヤ ー を 
MO > や OH 
証 エア ー フ ラッ 
7 ラッ 設 7 


②「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「178.3」、 
濃度 「3」、 間 隔 「6」 に 設定 し まし た 


③ 顔 の 影 に 紫 を 乗せ まし た 


(② キ ャ ン バ ス を 回 転 さ せ て か ら 影 に 茶色 を 乗せ まし た 


Li る 描画 色 を 設定 し まし た 


④ 類 の 部 分 に 赤み を 入れ まし た 


赤み を 入れ た 複製 レイ ヤー の 不透明 
賠 度 を 下げ ます 。 一 度 別 の レイ ヤー に す 
る こと で 、 最 適 な 色 の 濃度 を 探る こと 
が で きま す 。 不 透明 度 の 調整 後 、 複 製 


し た レイ ヤー は 元 の レイ ヤー と 結合 し 
ます 。 


① 複 製 し た 「 少 女 肌 」 
レイ ヤー の 不透明 度 を 
「18」 に 調整 し まし た 


②「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー 
ー「 下 の レイ ヤー と 結 
合 」 を 選択 し 、 結 合 し ま 
し た 


| 目 の 部 分 の 着色 を し ます 。「 少 女 肌 」 レ イ 
還 ヤー を 選択 し 、 障 の 上 まぶた に 濃く オレ ン 
ジ 色 を 塗り ます 。 


回 


還 * ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「9.7」、 濃 度 「67」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


まぶた ・ ま つ 毛 部 分 に は 、 こ げ 茶 色 を 塗り 
込み ます 。 化 粧 の アイ シャ ドウ を 塗っ た 時 
の よう に 、 瞳 の 印象 が 強く な り ます 。 


回 


EE ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「5.7」、 濃 度 「86」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


障 の 中 に 上 まぶた の 影 を 描き ます 。 
† 


Li ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「8.4」、 濃 度 「56」、 間 隔 「1 7」 に 設定 し まし た 


③ う っ すら と 類 の 赤み が 入り まし た 


\ 


② 上 まぶた を 塗り まし た 


し し 


\ 


② こ げ 茶 色 で 強調 され た こと で 、 瞳 の 印象 が 強まり まし た 


し リ 


\ 


② ま ぶた の 影 が 入り 、 立 体感 が 出 まし た 


053 
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回 障 の 中 を 描き 込ん で いき ます 。 目 は 大 事 
な 部 分 で す 。 細 か な 位置 の 違い で 印象 が 
変わ る こと も ある の で 注意 し まし ょ う 。 


瞳 を 青色 で 塗り 、 瞳 孔 の 位置 を 描き ま 
す 。 瞳 孔 部 分 を 紫色 で 薄く 塗り ます 。 


* 


① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 ツール を 最大 
半径 「7.6」、 濃 度 「75」、 間 隔 「17」 に 設定 し 、 瞳 
の 中 を 塗り ます 


③ 隆 孔 の 位置 を 描き 込み ます 


瞳 の 上 部 分 を 黒 で 塗り ます 。 さ ら に 瞳 
孔 と 瞳 の 外周 を 青 で 塗り ます 。 


玉 ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「6.8」、 濃 度 「79」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


較 ] ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「11.4」、 濃 度 「58」、 間 隔 「1 7」 に 設定 し まし た 


04| 瞳 の 中 心 点 を 描き ます 。 


描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」』 ツ ー ル を 最大 半径 
「3.6」、 濃 度 「85」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


①「 少 女 肌 」 レ イヤ ー 
を 選択 し まし た 


8 
思 園 


s リ 
田 国共 | 


La ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「9.7」、 濃 度 「67」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


④ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「9.7」、 濃 度 「67」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


⑧⑤ 瞳 孔 部 分 を 塗り まし た 


の 上 部 分 
を 塗り まし た 


④ 瞳 の 外周 を 
うま し た 


ー デ 
べた っ と 塗り つぶ す の で は な く 、 あ えて ムラ の ある タッ チ に し 
て いま す 


, \ に 
瞳 の 中 心 点 が 数 ミリ ずれ る だ け で 印象 が だ いぶ 変わ る の 
で 、 キ ャ ン バ ス を 25* 回 転 さ せ て 慎重 に 描き まし た 


國 白 で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


L 用 ① 搭 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「5.1」、 濃 度 「100」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


左目 の 中 心 点 の 位置 を 右 に ずら し て 
調整 し まし た 。 


「 少 女 線画 2」 レ イヤ ー が 「 透 明 部 分 を 保 
較 護 」 さ れ て いる の を 確認 し ます 。「 少 女 線 
画 2」 レ イヤ ー を 選択 し 、「 知 形 塗り つぶ 
し 」 ツ ー ル で 囲ん で 鼻 の 線画 を 茶色 に 、 品 
の 線画 を 赤色 に 変更 し ます 。 透 明 部 分 を 
保護 し て いる の で 、 線 画 が 描い て ある と こ 
る 以外 に は 色 が つき ませ ん 。 線 画 の 色 は 、 
塗り と な じ む よう に 適宜 変更 し ます 。 


D「 少 女 線画 2」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし た 


108| 「 少 女 肌 」 レ イヤ ー に 戻り 、 瞳 の 下部 八 

イラ イト の 周囲 に 、 ピ ンク や オレ ンジ で 

細か な タッ チ を 加え ます 。 こ の よう に 、 

固有 色 以 外 に も さま ざま な 色 を 使う よ 
う 心 が け て いま す 。 


①「 少 女 肌 」 レ イヤ ー を 
居 し まし た 


= ② 描 画 色 を 変更 し な が ら 描き ます 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル 
を 最大 半径 「8.6」、 濃 度 「64」、 間 隔 「17」 に 設定 
し まし た 


② 瞳 の 上 部 に 大 きめ に 丸 を 描き 、 下 部 に ちい さ な マ ル を 
数 個 描 き 込 み ま し た 


「】』】// 


| 上 ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。 鼻 の 線画 を 茶色 に し 
まし た 


還 : ④ 描 画 色 を 設定 し まし た 。 口 の 線画 を 赤色 に し ま 
し た 


| 


⑤ 口 の 線画 の 色 を 
塗り 替え まし た 


ZO dp 
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て 0 IidyHO 
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「 少 女 加 筆 1」 レ イヤ ー を 作成 し 、 線 画 を 
足し ます 。 ま つ 毛 を 増やし 、 髪 と 重なっ て 
いる 部 分 も 描き 足し まし た 。 


D「 少 女 加 筆 1」 レ イ 
ヤー を 作成 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。『 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「9.7」、 濃 度 「58」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し ます 。 瞳 下 
部 に 水色 で 光 を 入れ 、 レ イヤ ー の 不透明 
度 を 47% に 下げ まし た 。 

⑤ 合 成 モー ド を 「 加 
算 」 に し 、 不 透明 度 


を 「47」 に 設定 し ま 
し た 


①「 少 女 加 筆 - 加 算 」 
レイ ヤー を 作成 し ま 
し た 


ノ ] ②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「12.4」、 濃 度 
「41」、 間 隔 「17」 に 設定 し まし た 


| ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


調 「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 議 孔 部 分 
に 紺色 を 入れ ます 。 レ イヤ ー の 不透明 度 


を 下げ て な じ ま せ ます 。 
還 少女 加 婁 地 算 D「 少女 加筆 - 乗 算 」 レ 
19% 系 イヤ ー を 作成 し まし た 


④ 不 透明 度 を 41% に し まし た 


画 ^ ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 指 先 』 ツ ー ル を 最大 半径 
「19.7」、 濃 度 「17」、 間 隔 「10」 に 設定 し まし た 


\ 


④ 水 色 で 光 を 入れ まし た 


N/ 


\ 


⑥ 合 成 モー ド と 不透明 度 を 変更 し まし た 


③ 紺 色 で 瞳孔 部 分 に 色 を 重ね まし た 


9 「 加 算 」 レ イヤ ー を 作成 し 、「 着 彩 」 レ イ 
画 ヤー と 「 線 画 」 レ イヤ ー よ り 上 に 配置 し ま 
す 。 顔 全体 に 「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル で 光 


を 入れ ます 。 


D 新 規 レ イヤ ー を 作成 
し 、 合 成 モ ー ド を 「 加 
算 」 に 設定 し まし た 


「 レ イヤ ー45」 の 不透明 度 を 16% に 下 
げ ま す 。 こ れ で 顔 全体 の 印象 が 柔らか 
く な り ま し た 。 上 まぶた の 部 分 の み 「 消 
し ゴム (ハー ド )」 ツ ー ル で 消し ます 。 


②「 消 し ゴム (ハー ド )」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


@ 最大 半径 」| ilp 
a 最 中 半径 引 
ド | [Lo 
“i a x 


(② 最 大 半径 「10.1」、 最 小 半 径 「5」、 濃 度 
「100」、 間 隔 「10」 に 設定 し まし た 


左右 反転 表示 し て 顔 の バラ ンス を チェ ッ 
ク し ます 。 右 目 が 離れ て いた の で 、「 レ イ 
ヤー 移動 」 ツ ー ル で 内 側 に 移動 させ ます 。 


①「 少 女 肌 」 レ イヤ ー 
を 選択 し まし た 


②「 少 女 加 筆 - 乗 算 」 
「 少 女 加筆 1」「 少 女 
線画 1」「 少女 肌 』 の レ 
イヤ ー リ ンク を オン に 
し まし た 


= ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
購 | を 評 大 半 第 「268.8」、 渡 度 「3」、 問 隔 「6」 に 設 
し まし た 


3③「 エ アプ ラ シ ュ ツ ー ル で 顔 に 色 を 重ね 、 光 を 入れ まし た 


① 不 透明 度 を 16% に 
まし た 


ZO md 


③ 上 まぶた の 部 分 を 消し まし た 


057 


て 0 VO 
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制服 を 塗る 


制服 の 手前 の 面 に 「 エ アー ブラ シ 」 
ツー ル で ピン ク 色 を 薄く 重ね ます 。 袖 
ぐり と スカ ー ト の スリ ッ ト 部 分 に は 肌 
色 を 乗せ ます 。 モ ノ と モノ の 境 を 柔 ら 
か くし 、 透 明 感 を 出す た め の 隠し 味 で 


①⑪ 紺 制服 」 レ イヤ ー を 
選択 し まし た 


@ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
を 最大 半径 「324.1」、 濃 度 「3」、 間 隔 「6」 に 設定 
し まし た 


④ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル 
を 最大 半径 「324.1」、 濃 度 「3」 間 隔 「6」 に 設定 
し まし た 


図 制服 全体 の 色 が 薄 す ぎ た の で 「 レ イ 


ヤー」 っ 「 レ イヤ ー を 複製 」 か ら 「 紺 制 
服 」 レ イヤ ー を 複製 し まし た 。 


図 さら に 濃い 色 で 細か い 陰 影 を 、 水 色 で 八 


還 


E」 


回 


イラ イト を 描き 込み ます 。 ア ナ ロ グ 風 の 質 
感 を 出す た め に 、 筆 の タッ チ を 残し た まま 
だ っ た り 、 細 か い 質 感 タッ チ を 加え た り し 
て いま す 。 


① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 
「16.6」、 濃 度 「85」、 間 隔 「31」 に 設定 し まし た 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 
「19.3」、 濃 度 「77」、 間 隔 「31」 に 設定 し まし た 


⑤ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 
「19.3」、 濃 度 「77」、 間 隔 「31」 に 設定 し まし た 


① 複 製 し た レイ ヤー 
の 合成 モー ド を 「 乗 
算 」 に し 、 不 透明 度 を 
「35%」 に し まし た 


| = の も の きら 


髪 の 着 和 彩 を し ます 。 髪 の 流れ に 沿っ て 細 
か い タ ッ チ を 加え な が ら 、「 鉛 筆 」 ツ ー ル 
で 塗っ て いき ます 。 


①" 少 女 髪 」 レ イヤ ー を 
選択 し まし た 


| デ | 濃度 「88」、 間 隔 「31 」 に 設定 し まし た 


[= (@「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 「13.2」、 
グ - 


| ③ 失 画 色 を 設定 し まし た 


「 レ イヤ ー」 っ 「 レ イヤ ー を 複製 」 か ら 
「 少 女 髪 』 レ イヤ ー を 複製 し ます 。 


「 エ アー ジラ シタ ツー ル で ビジ シク 、 オ レル 
ンジ 、 緑 、 青 色 な ど を 塗り ます 。 こ の 
キャ ラク ター は 黒髪 な の で 、 こ れ ら の 
差し 色 は 最終 的 に ほとん ど 見 えな く 
な っ て し まい ます が 、 隠 し 味 的 に 入れ 
て いま す 。 


「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 最大 半径 「324.1」、 濃 度 
Me H「3」、 間 隔 「6」 に 設定 し まし た 


④ 髪 の 流れ に 治っ て 下塗り より も 濃い 色 で 塗り ます 


①「 少 女 髪 」 レ し イヤー を 
複製 し まし た 


お で こ な ど 、 凸 部 分 に は 暖色 系 を 、 側 頭 部 な ど 、 画 面 奥 へ 
と 入る 部 分 に は 寒色 系 の 色 を 描き 入れ て いま す 
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複製 し た 「 少 女 髪 」 レ イヤ ー の 不透明 度 
を 31% に 下げ ます 。 


①「 少 女 髪 」 レ イヤ ー を 
複製 し まし た 


髪 の 流れ を 意識 し な が ら 、 こ げ 茶 と 黒 で 、 
濃い 陰影 を 描い て いき ます 。 


Z0 "eeeD 


L ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「18.6」、 濃 度 「86」、 間 隔 「3 1」 に 設定 し まし た 


頭 の 左側 に 黒 を の せ 、 全 体 的 に 色 を 暗く 
し ます 。 


グ + ①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「12.0」、 濃 度 「84」、 間 
隔 「31」 に 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 


[日 
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La 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。『 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「18.6」、 濃 度 「86」、 間 隔 「31 」 に 設定 し まし た 


っ 髪 に リン グ 状 の ハイ ライ ト を 入れ ま 
/ 


す 。 後 ろ の 窓 か ら も 光 が き て いる の で 、 
その 光 が 当 た る 面 に 白 で 光 を 描き 入れ 
ます 。 頭 の フチ に も 強め に ハイ ライ ト を 
入れ ます 。 


「 鉛 第 」 ツ ー ル を 最大 半径 「7.8」、 濃 度 「84」、 間 隔 
『6」 に 設定 し まし た 


「 少 女 髪 」 レ イヤ ー を 複製 し 、 前 髪 の 部 D「 少 女 大 」 レ イヤ ー を 


分 に 肌色 を 重ね ます 。 不 透明 度 を 下げ 人 

て レイ ヤー を 結合 する と 、 前 髪 の 重 た 

い 感 じ が な く な り 、 軽 や か な 印象 に な = ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル 

り まし た 。 放 | を 最大 半径 「82.8」、 濃 度 「3」、 間 隔 「6」 に 設定 
”ー し まし た 


3③「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 前 髪 に 肌色 を 塗り まし た ④「 少 女 髪 」 レ イヤ ー の 不透明 度 を 55%6 に 下げ まし た 


5 ちょ っ と 気 に な っ た の で 瞳 の 加筆 を D「 レ イヤ ー47」 を 作 
OY に 成 し まし た 


行い ます 。 障 下部 に ハイ ライ ト を 描き 

足し まし た 。 顔 は いち ば ん 大 事 な 部 分 男 ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
な の で 、 他 を 深 っ て いる 最 中 で も 気 に し | 径 「2.4」、 濃 度 「84」、 間 隔 「31」 に 設定 し まし た 
な っ た ら 適 宜 修正 ・ 加 筆 を し ます 。 


EE 


修正 前 の 状態 で す 瞳孔 と 睡 の 縁取 り と 、 ハ イラ イト を 足し まし た 
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色彩 遠近 法 を 取り 入れ た 着 彩 

色彩 遠近 法 と は 赤 ・ 黄 な どの 暖色 系 の 色 
は 、 前 に 飛び 出し て 見 え (進出 色 ) 、 青 ・ 緑 
な どの 寒色 系 の 色 は 、 奥 に 引っ 込ん で み 
える (後退 色 ) と いう 性 質 を 使っ た 技法 で 
す 。 同 じ 色 の な か で も 、 彩 度 ・ 明 度 の 高い 
も の ほど 前 に 、 彩 度 ・ 明 度 の 低い も の は 奥 
に ある よう に 見 える 性 質 が あり ます 。 
筆者 は 、 固 有色 以外 の 差し 色 を 塗る と き 
は この 「 色 彩 遠 近 法 」 を 基本 ルー ル に し て 
いま す 。 


彩 度 の 高い 赤 彩 度 の 低い 青 


青 


2 。 有る 


こち ら は 球 に 見 える ボウ ル に 見 える 


髪の毛 に 差し 色 を 入れ る と き は 、 い ちば ん 
手前 に 出 て いる お で こ 付 近 の 髪 に は 、 ピ ン 
ク や オレ ンジ な ど 暖 色 系 を 入れ 、 中 間 に 
は 赤 紫 や 緑 、 奥 に 回 りこ む 部 分 に は 青 を 
入れ て いま す 。 


タラ g… バ | 


筆者 の 絵 は ピ ンク と 青 で まとめ た も の が 多 
いで す が 、 こ れ も 近 景 を ピン ク 、 遠 景 を 青 
に する こと で 、 イ ラス ト 全 体 の 遠近 感 を 強 
調 し て いる の で す 。 

色 を 塗る と き に 、 こ うい っ た 基本 ルー ル を 
頭 に 入れ て お く と 、 カ ラフ ル な モチ ー フ を 
描い て も 色 が バラ バラ に な り に くい で す 。 
と は いえ 、 縛 られ すぎ て も 自由 に 色 が 塗れ 
な い の で 、 頭 の 片隅 に 置い て お くく らい で 
良い で し ょ う 。 


暖色 
彩 度 飛び 出し て 見 える 


ee 
_ LIL 
LDLL 
画 画 画 画 男 
LILLI 
| III II 


低 奥まっ て 見 える 


寒色 
奥まっ て 見 える 
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足 と 腕 の 着色 に 


オー バー ニー ソック ス を 塗り ます 。 少 し 水 
色 を まぜ た 灰色 で 、 布 の シワ 部 分 に 色 を 
入れ ます 。 


國 罰 下 と 制 馬 ①「 靴 下 と 制服 スカ ー 
恒夫 フ 」 レ イヤ ー を 選択 し 
まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「27.5」、 濃 度 「84」、 間 隔 「31」 に 設定 し まし た 


オー バー ニー ソック ス 部 分 の 陰影 を 塗り 
還 ます 。 


\ ブラ テラ シ 設定 

@ = 
a 景 小径 」| 引 
回し 2X, 
ーー En 


①「 鉛 筆 」 ツ ー ル の 最大 半径 「18.2」、 濃 度 
「79」、 間 隔 「22」 に 設定 し まし た 


x 


る お お ま か に 影 を 塗り まし た 


スカ ー フ に も 、 オ ー バ ー ニ ー ソ ックス と 同 
じ 色 で 影 を 描き ます 。 少 し 水色 を 混ぜ た rw。 箇 本 スカ ター フ 」 レ イヤ ー を 半 所 し まし た 
灰色 を メイ ン に 、 紫 色 を 使っ て 陰影 を 措 
きま す 。 


② 描 画 色 は 灰色 、 紫 色 の 順に 変更 し まし た 。「 鉛 
人 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「57.7」、 濃 度 「47」 に 設定 し 
- まし た 


灰色 を 塗り まし た 柴 色 を 塗り まし た 


ZO dp 
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ここ で オー バー ニー ソック ス の 塗り を 認 本 語 - D「 少 女 肌 レイ ヤー 
ー 時 中 断 し 、 手 足 の 塗り を 再開 し ま RS 

Ei (cos ②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「42.6」、 濃 
す 。 顔 と 同じ よう に 、 影 部 分 に 紫色 を 引 度 「25」、 間 隔 「22」 に 設定 し まし た 。 描 画 色 を 敵 
き 、 そ の 上 か ら 茶 色 を 薄く 引き ます 。 ひ 宜 設定 し まし た 


じ 部 分 に は 、 赤 色 を 薄く 塗り 込み ます 。 


ひじ を 少し 赤く し まし た 。 関節 を 赤く する こと で か わい ら 
紫 、 茶 色 の 順 で 影 の 部 分 に 色 を 引き ます し さ が で ます 


て 0 ie】 


図 フト モモ 部 分 は 、 や わら か さ を 出 す た 
め に 、 色 と 色 の 境目 は 「 ぽ か し 」 ツ ー ル 
を 使っ て ぼかし て いま す 。 


「 ぼ か し 」 ツ ー ル を 最大 半径 「13.9」、 最 小 半径 
「5」、 濃 度 「86」、 ぼ か し 強度 「99」、 間 隔 「25」 
で 設定 し まし た 


Poo 


影 に は 紫 や 青色 を 使う 
影 部 分 に は な る べく 「 真 っ 黒 」 は 使わ ず 、 暗 め を 上 げ て 使い ます 。 全 体 的 に 透明 感 の ある 色 
の 紫 や 青色 を 使う よう に し て いま す 。「 灰 色 」 も 合い を 保つ た めで す 。 た だ し 黒髪 な ど 、 固 有色 


な る べく 使わ ず 、 少 し だ け 他 の 色 を 混ぜ 、 彩 度 と し て 黒 が 使わ れ て いる 場合 は 例外 で す 。 
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「 少 女 肌 」 レ イヤ ー を 複製 し 、「 エ アー ブ 
Ub 
ラ シ 」 ツ ー ル で 太もも に 影 を 入れ ます 。 


D「 少 女 肌 」 レ イヤ ー 4 
を 複製 し 、 影 を 付け / 


た 後に 不 衣 明度 を 


「41%」 に 下げ まし た 


比 
較 

④「 少 女 肌 」 複 製 レ イヤ ー に オレ ンジ で 影 を 付け まし た 
設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル ル シ 


= ② 搭 画 色 
を 最大 半径 「223.6」、 濃 度 「3」、 間 隔 「6」 に 設定 
し まし た 


ナビ ゲー タ 


Ry 
パレ ッ ト で キャ ン 
バス を 反転 表示 
し ます 


5 ぢ 反転 表示 を 元 に 戻し 、 不 透明 度 を 下げ まし た 


ZO "edvD 


合 し た 「 少 女 肌 」』 レ イヤ ー の 太もも 部 
分 に オレ ンジ 色 を 薄く 塗り 重ね ます 。 


07| 元 の 「 少 女 肌 」 レ イヤ ー と 結合 し ます 。 


画 - 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 
L 「77.8」、 濃 度 「37」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


複製 レイ ヤー の 結合 後 、 薄 い オレ ンジ を 重ね ます 


08| 「 少 女 」 フ ォ ル ダ の 一 番 上 に 「 加 算 」 レ _ の @ 拒 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シュ ツール d 
半径 「 ョ r 間隔 「6」 に 設定 
イヤ ー を 新規 作成 し 、 太 も も 部 人 に オ 凍 ] 本 大半 人 「304.0、 注 (3、 関 了 "9.E 


レン ジ の 光 を 入れ ます 。 光 を 入れ た ら 
不透明 度 を 18% に 下げ ます 。 


相関 


①「 レ イヤ ー49」 を 作成 し 、 合 成 モー 
ド を 「 加 算 」 に 変更 し まし た 


左 膝 と 顔 、 腕 に も 同じ よう に 光 を 入れ 、 不 透明 度 を 下げ ます a 


065 


Z0 dD 


066 


皮 手 袋 を 塗り ます 。 皮 の 質感 を 出す た 
め に 、 肌 や 服 より 筆 の タッ チ を 多め に 
残す よう 心がけ て いま す 。 こ こ で も 、 影 
部 分 に 紫色 を 薄く 引き ます 。 


09 


D「 金 属 バー ツ と 手袋 と 靴 』 レ イヤ ー を 選択 し ます 


②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「15.3」、 濃 
度 「81」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


> 


L. 較 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


ニュ ー つ 「 色 調 補正 」 つ 「 明 る さ ・ コ ント ラ 
スト 」 で 少し 明る く 調整 し ます 。 


io 色 が 濃 す ぎる と 感じ た の で 、「 フ ィ ル タ 」 メ 


「 コ ント ラス ト 」 を 「1 5」 に 調整 し まし た 


④ 質 感 が 出る よう に し わ や 影 を 描き 入れ ます 


MP 


る 影 の 部 分 に は 薄く 紫 を 引き ます 


オー バー ニー ソック ス の 塗り に 戻り ま 
賠 す 。 肌 部 分 か ら 「 ス ポイ ト 」 ツ ー ル で 色 
を と り 、 オ ー バ ー ニ ー ソ ックス 部 分 に 
薄く の せ 、「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 影 
と ハイ ライ ト の 境目 に 中 間 色 を 塗り 、 
柔らか さ を 出 し ます 。 


①「 靴 下 と 制服 スカ ー フ 」 レ イヤ ー を 選択 し ます 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
[ 有 を 最大 半径 「233.6」、 濃 度 「3」、 間 隔 「6」 に 設定 
し まし た 


| 指先 「 拡 散 . ツ ー ル を 使い 、 ヒ ザ 付 近 の 
還 シワ の 影 色 を 、 左 右 へ 引っ 張り ます 。 


ほん の 少し 赤 の まじ っ た 灰色 を 、 足 の 
影 部 分 に 入れ ます 。 な ぜ 赤 を 混ぜ る か 
と いう と 、 下 に 引か れ て いる 羽織 が 赤 
色 な の で 、 そ の 色 が 反射 し て 映り 込ん 
で いる 、 と いう イメ ー ジ で す 。 


| アメ - D「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 最大 半径 「18.2」、 濃 
度 「3」、 間 隔 「6」 に 設定 し まし た 


| 時 | ② 描 画 色 を 設定 し まし た 


D「 拡 散 . ツ ー ル を 最大 半径 を 「81.2」、 最 小 半 径 
「50」、 濃 度 「100」、 間 隔 「20」 で 設定 し まし た 


ZO dp 


Z0 dD 
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イヤ ー を 新規 作成 し 、 足 部 分 に 水色 の 


14| 「 少 女 」. フ ォ ル ダー の 一 番 上 に 加算 し 


光 を 入れ ます 。 


し まし 


会 


「 加 算 レ イヤ ー 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シュ ッ 
を 最大 半径 「233.6」、 濃 度 「3」、 間 隔 「6」 に 設定 


た 


合 し ます 。 


D「 加 算 」 レ イヤ ー 
を 作成 し まし た 


ル 


」 の 不透明 度 を 30% に 
下げ 、「 少 女 加 筆 - 加 算 」 レ イヤ ー へ 結 


「 レ イヤ ー51」 を 
「 少 女 加 筆 - 加 算 」 
レイ ヤー に 結合 し 
まし た 


し ゴム 」 ツ ー ル で 削 


し た 。 


②「 少 女 加 筆 1」 
レイ ヤー の レイ 


回 | 


ヤー リン ク を オ 
ン に し まし た 


右足 の 輪郭 を 「 消 
り 、 少 し 細め に し ま 
ルイ ヤー マス ヶ 
標準 ] 国 100' % 近 多 
少女 加筆 
品 no 要 
= に | 賠 20 画 
100% 標準 
| ee コロ 
問 | 少 和 画 。 
* レ 


①「 少 女 線画 1」 


レイ ヤー 選択 し 
まし た 


1 7 靴 を 塗り ます 。 紫 色 と 茶 色 で 陰影 を 描い 


て いき ます 。 靴 表面 の 細か い 凹 凸 を 、 こ げ 
茶色 で 強調 させ ます 。 


①「 金 属 バー ツ と 手袋 と 靴 」 レ イヤ ー を 選択 し ます 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「42.6」、 濃 度 「45」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


凹凸 の 内 側 に 、「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 虹 の グ 
ラ デ ー シ ョ ン に な る よう に 1 色 ず つ 薄 
く 描き 入れ 、 さ ら に 靴 の ハイ ライ ト を 
入れ ます 。 我 な が ら 不 思 議 な デザ イン 
の 靴 に な り ま し た 。 


19 


① グ ラ デ ー シ ョ ン は 各 描 画 色 ご と に 設定 し ます 。 
「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「16.8」、 濃 度 「47」、 
間隔 「15」 に 設定 し まし た 


理 


② ハ イラ イト の 搭 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 
ー ル を 最大 半径 「7.8」、 濃 度 「86」、 間 隔 「15」 
に 設定 し まし た 


[県 


上 に 「 加 算 レ イヤ ー」 を 新規 作成 し 、 ハ イ 
ライ ト を 追加 し ます 。 


19| 「 金 属 パー ツ と 手袋 と 靴 」 レ イヤ ー の すぐ 


全局 バーツ と 手 と 和 a。 
100% 標準 


D「 加 算 レ イヤ ー」 を 作成 し 、 不 透明 
度 を 「67%」 に 設定 し まし た 


x~ ②「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 最大 半径 「168.3」、 
| 濃度 「3」 間 隔 「6」 に 設定 し まし た 


本 | ③ 拓 画 を 設定 し まし た 
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羽織 の 内 側 を 塗り ます 。 ま ず は ワイ ン 

レッ ド で 羽織 の 内 側 を 塗り つぶ し ま 

す 。 一 応 羽 織 と いう 設定 な の に レイ 

ご ヤー 名 が 「 マ ント 」 と か 、 適 当 で すね 
に いい 。 レ イヤ ー 名 は 普段 は も っ と 適当 


で す 。 


D「 マ ント 裏地 」 レ 
イヤ ー を 選択 し ま 
し た 

LL ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 


半径 「8.9」、 濃 度 「5」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


Z0 midvH う 


「 透 明 水 彩 」 ツ ー ル で 布 の 流れ に 沿っ 
て 陰影 を 描き 込み ます 。 塗 る 範囲 が 広 
い 部 分 に は 「 透 明 水 彩 」 ツ ー ル を 使い 
ます 。「 鉛筆 」 ツ ー ル に くら べ て まる や 
か な 塗り が で きま す 。 布 の 起伏 、 流 れ 、 
起伏 に よっ て で きる 陰影 に 気 を 付け な 
が ら 描 き 込ん で いき ます 。 


描画 色 を 設定 し まし た 。「 透 明 水 彩 』 ツ ー ル を 最 
3 | 大 半径 「17.2」、 濃 度 「18」、 の ば し 効果 「72」、 ぼ 

し L 明 か し 効果 「46」、 影 響 正 離 「87」、 間 隔 「26」 に 設 
定 し まし た 


①「 加 算 レ イヤ ー」 
を 作成 し まし た 


較 謀 マン ト 」 レ イヤ ー の すぐ 上 に 「 加 算 」 レ 
較 放 イヤ ー を 作成 し ます 。 赤 で ハイ ライ ト 
部 分 を 描き 入れ 、 ハ イラ イト 部 分 を 指 
先 「 拡 散 」 ツ ー ル で の ば し ます 。 3 指先 』 ツ ー ル を 選択 し まし た 


> 


bh、 


_ 
②「 透 明 水 彩 ツー ル で ハイ ライ ト 部 分 を 描き まし た ④ ハ イラ イト 部 分 を の ば し まし た 
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[ 
ba 


()5 


ノ 


着物 の 布地 は 、 若 干 光 沢 が ある の で ほ 
ん の 少し 映り 込み を 描き ます 。 ス カー 
ト の 青色 、 肌 の 色 な ど が 映り 込ん で い 
る と ころ で す 。 


岡 las 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「42.6」、 濃 度 「5 1」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


D「 マ ント 」 レ イヤ ー 
を 選択 し まし た 


羽織 の 内 側 に 、 薄 く 紫 色 の 影 を 入れ ま 
す 。 


①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「143.1」、 濃 度 
「51」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 


羽織 の 赤み が 足り な いと 感じ た の で 、 

「 マ ント 」 レ イヤ ー を 複製 し 、 赤 色 で 塗 
りつ ぶし ます 。 塗 りつ ぶし た レイ ヤー を 、 
「 オ ー バ ー レ イ 」 モ ー ド に し 、 不 透明 
度 を 27% に 下げ ます 。 先 ほど より 赤み 
が 増し まし た 。 


回 


還 ] 


| も 


①)「 マ ント 」 レ イ 
岡 シト ヤー を 複製 し 、 
ar 「 オ ー バ ー レ イ 」 


②「 息 形 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル を 選択 し 、 不 透明 度 
「100」 に 設定 し まし た 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


④ 羽 織 の 赤み が 増し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 金魚 の 浮き 
お も ちゃ の 映り 込み も 描写 し まし た 
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際 に 重ね 着 し て いる わけ で は な く 、 袖 
の 重ね 布 は ダミ ー で す 。 羽織 と いう 
より 和風 の ロー ブ に 近い 構造 で すね 
RN 。 ち な み に 柄 は 裏地 に も 入っ て い 
ます 。 


羽織 は 図説 する と こん な 感じ で す 。 実 


08| 羽織 の 重ね 布 を 塗り ます 。 影 を 描き つ 
つ 、 織 目 を イメ ー ジ し た タッ チ を 入れ て 


いき ます 。 


Z0 idyHD 


①D「 マ ント 重ね 布 3」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


思 | ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「18.6」、 濃 度 「58」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


旧 


較 蘭 下 ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ 
径 「37.6」、 濃 度 「58」、 間 隔 「15」t 


較 和 | ④ 搭 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
し | 径 「10.1」、 濃 度 「30」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


⑤ そ れ ぞ れ の 色 で 羽織 の 重なり 部分 の 織 目 を 描き まし た 
ハイ ライ ト 部 分 に も 、 白 で 同じ タッ チ を 
入れ て いま す 。 


①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「10.1」、 濃 度 「30」、 
間隔 「15」 に 設定 し まし た 


_ | ② 搭 画 色 を 設定 し まし た 
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「 マ ント 重ね 布 1」 レ イヤ ーー「 マ ント 重 
ね 布 3」 レ イヤ ー を 結合 し ます 。 


ON 


レイ ヤー を 「 マ ント 
重ね 布 3」 に 結合 し 
まし た 


羽織 の 表側 の 影 に 合わ せ て 、 重 ね 布 に 画 =| 拘 画 や を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 
も 影 を 描き 入れ ます 。 「72.8」、 濃 度 「33」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


レイ ヤー を 新規 作成 し 、( 新 規 作成 す 
る 場所 は 「 マ ント 重ね 布 3」 レ イヤ ー と 
「 マ ント 線画 」 レ イヤ ー よ り 上 ) 重 ね 
布 の 上 に 、 ピ ンク 、 緑 、 黄 色 を それ ぞ れ 
「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で の せま す 。 


國 f* D「 レ イヤ ー54」 
し を 作成 し まし た 


②「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 最大 半径 「92.9」、 濃 
度 「19」、 間 隔 「20」 に 設定 し まし た 


「 レ イヤ ー54」 の 不透明 度 を 「47%」 に 
下げ ます 。 布 と 布 の 境界 線 が 柔らか く 
な り 、 さ ら に 彩 度 も 増し まし た 。 


昭 園 で 
「 レ イヤ ー54」 を 作成 し 、 不 透明 
度 を 「47」 に 調整 し まし た 


ZO dp 


073 


Z0 midyHO 


074 


ol 金属 の パー ツ を 塗り 込ん で いき ます 。 

ベー スカ ラー は くす ん だ 黄色 で 塗り 、 
次 に 黄土 色 で ざっ くり と 陰影 を 描き ま 
す 。 


較 r 


D「 金 属 バー ツ と 手袋 と 靴 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


| ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
| を 最大 半径 「62.7」、 濃 度 「19」、 間 隔 「15」 に 設 
定 し まし た 


画 ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
ト | 径 「15.3」、 濃 度 「55」、 韻 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


スリ ッ ト の 装飾 や スカ ー ト の ボタ ン 、 刀 
回 の 柄 の 金属 部 分 も 、 同 じ 質感 な の で 同 
時 に 塗っ て いき ます 。 


= 描画 色 を 設定 し まし た 。 陰 影 は 「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 
| ] 最大 半径 「6.4」、 濃 度 「93」、 間 隔 「15」 で 描き ま 
し た 


則 刀 部 分 を 描き ます 。 最 も 強い 光源 は 後 
る ろ る の 窓 か ら の 光 な の で 、 左 側 に ハイ ラ 
イト を 強め に 入れ ます 。 


ーー ①「 鉛 筆 j ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「9.7」、 濃 度 
「93」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


> 


。 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 


金属 で も 陰影 部 分 に は 紫色 を 使用 し 画 =| 捧 画 色 を 設定 し まし た 。 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
ます 。 こ げ 茶 や 紺色 で 、 柄 の 凹凸 を 強 半 人 SUMS 過 90 還 隔 『189E 了 255 あ 8 
調 さ せま す 。 刀 の 柄 の 一 部 に 赤色 を 塗 
り ま す 。 そ の 周り に も 少し 赤色 を 入れ 、 
金属 に 映り 込ん で いる よう な 印象 に し 
ます 。 | 径 「5.1」、 濃 度 「85」、 間 際 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「3.6」、 濃 度 「84」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
15」 に 設定 し まし た 


回 


ZO dp 


スリ ッ ト の 和 飾り の 金属 部 分 も 塗り 進め 
ます 。 紺 で 制服 の 映り 込み を 、 赤 で ひ 
も の 映り 込み を 加え ます 。 


「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


075 


て 0 ig】 


076 


加算 レイ ヤー を 新規 作成 し ます 。 金 属 
の ハイ ライ ト 部 分 に 「 エ アー ブラ シ 」 
ツー ル で 淡く 光 を 描き 入れ ます 。 同 じ 
レイ ヤー で 、 鋭 い ハ イラ イト を 「 鉛 筆 」 
ツー ル で 点 を 描く よう に 入れ て いき ま 
す 。 特 に 明る い 面 は 光 で 塗り つぶ し ま 
す 。 
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(② ハ イラ イト は 明る い オ レン ジ で 塗り ます 


スリ ッ ト の 和 飾り 紐 の 輪郭 が 弱い と 感じ 
た の で 、「 少 女 加筆 1」 レ イヤ ー 上 に 輪 
郭 と ハイ ライ ト 部 分 を 描き 足し ます 。 


_ ① 和 飾り 紐 の 輪 部 を 加筆 し ます 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 
L 最大 半径 「5.5」、 濃 度 「76」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し 


まし た 


| ② 節 り 紀 の ハイ ライ ト を 加筆 し ます 。『 鉛 筆 」 ツ ー 
ル を 最大 半径 「5.9」、 濃 度 「100」、 間 隔 「15」 に 


ー 設定 し まし た 


金属 パー ツ の 質感 の 描き 方 

金属 は 、 他 の 質感 の も の に 比べ て ハイ ラ 
イト が ギュ ッ と 強く 入り ます 。 新 し く 鋳 造 
され た 硬貨 の よう な 、 ピ カ ピ カ の 金属 は 近 
く の 物 体 の 映り 込み も 強い で す 。 逆 に 布 、 
肌 な ど に は ハイ ライ ト は ぼん や り と 、 和 柔 ら 


2 


加算 レイ ヤー を 新規 作成 し 、 
「 金 属 光沢 」 と 名 前 を 付け まし た 


か く 入 り ま す 。 近 く の 物体 の 映り 込み も 、 
ほん の ちょ っ と で す ( ニ ス を 塗っ た 木材 な 
ど 、 例 外 も あり ます ) 。 こ の よう に ハイ ライ 
ト の 入れ 方 、 映 り 込み の 入れ 方 で 異な る 
質感 を 描き 分 ける こと が で きま す 。 


キャ ラク ター まわ り の 小物 の 着 


頭 の 椿 飾り を 塗り ます 。 ま ず は 中 央 の の 描画 色 を 設定 し まし た 。『 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 


くぼみ に 暗め の 赤 を 塗り 、 同 じ よ うな Li \ ほ 7 8」、 濃 度 「19」、 間 隔 「77」 に 設定 し ま 
色 で 花弁 の 質感 を 描き 込み ます 。 手 - 
前 側 の 花弁 に 、 彩 度 の 高い 赤 を 塗り ま 較 ④ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
す | 径 「7.4」、 濃 度 「69」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


_ ⑧ 搭 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」』 ツ ー ル を 最大 
| 同和 「37.6」、 泊 度 69」、 問 隔 「15」 に 設定 し ま 
し た 


D「 赤 パー ツ 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


③ 中 央 の くぼみ を 塗り まし た 5 質感 を 描き 入れ まし た の 手前 の 花弁 を 塗り まし た 


鉛筆 の タッ チ を 生か し つつ 、 雄 し べ ・ 雌 


し べ 部 分 を 描き 入れ ます 。 
っ っ 
NW NN NM 
4 7 
開 椿 の 線画 と 「 赤 パー ツ 」 レ イヤ ー よ り も [』 ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
0 径 「4.1」、 濃 度 「67」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


上 に レイ ヤー を 新規 作成 し 、 彩 度 の 高 
い 赤 を 塗り ます 。 レ イヤ ー の 不透明 度 
を 「60%」 に 下げ 、「 少 女 加筆 1」 に レイ 
ヤー を 結合 させ ます 。 そ し て 、 線 画 に か 
ぶせ る よう に 花弁 の フチ を 塗り ます 。 


① 彩 度 の 高い 赤 で 花弁 を 塗り ます 。「『 エ アー プラ 
シ 」 ツ ー ル を 最大 半径 「228.6」、 濃 度 「19」、 科 隔 
「77」 に 設定 し まし た 


マ 


③ 椿 の 境界 が と ろ け る よう な 、 柔 ら か い 印 象 に な り ま し た 


077 


て 0 王 ie】 


1 2 0 


刀 部 分 を 塗り 進め ます 。 柄 の 先 に つい 
て いる の は 、 太 め の 和 糸 が 何 本 も 集まっ 
て で きた 飾り で す 。 糸 の 密集 感 が 出る 
よう 鉛筆 の タッ チ を 生か し つつ 、 塗 っ 
て いき ます 。 窓 か ら の 光源 な の で 、 左 
側 は 特に 明る い 色 を 塗り ます 。 


⑪「 少 女 加 筆 1」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


輌 を 塗り ます 。 窓 か ら 光 が 差し 込ん で 
いる 設定 な の で 、 左 側が 一 番 明 る く な 
り ま す 。 ま た 、 靖 は 檜 円筒 な の で 、 右 側 
か ら も 回 り 込 むように 光 が き て いま す 。 


「 刀 線画 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 靖 の 左側 
の み 、 線 画 を 白色 に 変更 し ます 。 よ り 強 
く 光 が 当 た っ て いる 印象 に な り ま し た 。 
続け て 「 刀 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 タ ッ チ を 
強め に 出し な が ら 柚 部 分 を 塗り ます 。 


①「 刀 線画 」 レ イヤ ー を 
選択 し まし た 


し @ 才 画 を に 変更 し まし た 


③「 刀 」 レ イヤ ー を 選 
択 し まし た 


j ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 


半径 「8」、 濃 度 「97」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


「」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


La 


④ 描 画 色 を 設 
定 し まし た 。「 鉛 
筆 」 ツ ー ル を 最 
大 半径 「13」、 
濃度 「63」、 間 隔 
「15」 に 設定 し 
まし た 


犬 張子 を 塗り ます 。 ほ っ ぺ や 手足 の カ 
ド な ど 、 張 り だ し て いる 箇所 に は ピン ク 
色 、 回 り 込む 場所 や 影 の 部 分 に は 青 や 


紫 を 塗り ます 。 濃 度 を 後 か ら 調整 で き 
る よう 、「 犬 張子 」 レ イヤ ー を 複製 し て 
塗っ て いき ます 。 


①「 犬 張子 」 レ イ 
ヤー を 複製 し 、 複 製 
し た レイ ヤー に 色 
を 塗っ て いき ます 


複製 し た 「 犬 張子 」 レ イヤ ー の 濃度 を 
40% 程 度 に 下げ 、 も と の 「 犬 張子 」 レ 
イヤ ー と 結合 し ます 。 紫 を まぜ た 灰色 
で 、 陰 影 を 描き ます 。 メ イン の 光源 は 後 
ろ で す が 、 前 に も 第 二 光 源 が あり ます 。 
それ を 頭 に お き な が ら 塗 り 進め ます 。 


ESEZrT。 


本 


② 描画 色 を 適宜 変更 し な が ら 塗 り ま す 。「 鉛 
筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「62.5」、 濃 度 「55」、 間 隔 
「1 5」 に 設定 し まし た 


①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「19.1」、 濃 度 「55」、 


レク] 間隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


ka』 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 


色 の 境界 線 は 、「 指 先 (拡散 ) 」 ツ ー ル 
を 使っ て 柔らか くし ます 。 ま た 、 同 じ よ 
うに 「 指 先 ( 拡 散 )」 ツ ー ル を 使っ て 、 影 
を 造形 に 沿っ て 伸ばし ます 。 


「 指 先 (拡散 ) 」 ツ ー ル を 最大 半径 「73.7」、 濃 度 
「17」、 間 隔 「10」 に 設定 し まし た 


ZO dp 
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Z0 EUNiB】 


080 


「 犬 張子 」 レ し イヤー の 上 に 乗算 レイ 
ヤー を 新規 作成 し 、 模 様 を 描き ます 。 
乗算 レイ ヤー は 、 下 の 色 が 透け る た 
め 、 こ れ ま で 描い た 陰影 を 残し た まま 、 


色 を 入れ る こと が で きま す 。 
- レ [ 訟 名 「 レ イヤ ー57」 を 作 
| 犬 張子 内 成 し ま し た 
に し 100% 標準 


手作り 感 を 出し た か っ た の で 、 あ えて 
色 の ムラ を 残し な が ら 塗っ て いま す 。 
ある 程度 模様 を 描い た ら 、「 犬 張子 」 レ 
イヤ ー と 結合 し ます 。 後 ろか ら 光 が さ 
し て いる 感じ を 出す た め に キワ に 白 を 
キュ ッ と 入れ ます 。 


0 


犬 清 子 線 画 


に | 100% 標準 


eo 


②「 レ イヤ ー57」 と 「 犬 張子 」 レ イヤ ー を 結合 し まし た 


「 犬 張子 」 と 「 犬 張子 線画 ,」 レ イヤ ー の 
上 に 「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 新規 
作成 し 「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で オレ 
ンジ 色 を ほっ ぺ の 周り に 掛け 、 不 透明 
度 を 「30%」 に 下げ ます 。 色 彩 遠近 法 
の 効果 に よっ て 、 微 妙 に ほっ ぺ ま わり 
が 張り だ し て 見 える よう に な り ま し た 。 
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描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「9.7」、 濃 度 「94」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


描画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
を 最大 半径 「72.8」、 濃 度 「19」、 間 隔 「77」 に 設 
定 し まし た 


②「 オ ー バ ー レ イ 」 
レイ ヤー を 新規 作 
成 し 、 色 を 塗っ た 後 
に 不透明 度 を 「30」 
に 下げ まし た 


時 計 の 台座 を 塗っ て いき ます 。 茶 色 で 
ざっ くり と 、 影 を 入れ ます 。 


D「 時 計 台 」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし た 


LT ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「52.7」、 濃 度 「73」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


「 短 形 塗り つぶ し 」 ツ ー ル で 台座 全体 
に 暗い 茶色 を の せま す 。 塗 りつ ぶし の 
不透明 度 が 低い の で 、 さ き ほ ど つ けた 
影 も 薄く 残っ て いま すね 。 


ZO dp 


①「 乱 形 塗り つぶ し 」 ツ ー ル を 選択 し 、 不 透明 度 
を 「56」 に 設定 し まし た 


② 搭 画 色 を 設定 し まし た 


影 部 分 に 紫 を 塗り 、 時 計 台 の 脚 に 「 鉛 

紅 律 」 ツ ー ル で 細か い 線 を さっ さっ と 引 
いて いき ます 。 木 の 木目 を イメ ー ジ し 
て いま す 。 場 所 に よっ て 色 の 溜まり を 
作り 、 ツ ヤ を 出し ます 。 


| ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
| 径 「15.3」、 濃 度 「7 1 」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


本 


国 ^ ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「15.3」、 濃 度 「71」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


081 


キャ ラク ター の 髪 が 黒 な の で 、 台 座 と 
同化 し すぎ な いよ う 調 整 し ます 。「 時 
計 台 」 レ イヤ ー を 複製 し 、 オ レン ジ 色 で 
キャ ラク ター 付近 を 塗り ます 。 複 製 し 
イヤ ー の 不透明 度 を 45% に 下げ まし 
た 。 


③ オ レン ジ 色 を 塗り まし た 


Z0"rtD 


「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 、 台 座 の 左側 
を 若干 暗く し ます 。 


の 


② 台 座 の 左側 に 色 を 塗り ます 


黄色 が か っ た 灰色 で ハイ ライ ト を 入れ 
て いき ます 。 表 面 に ニス が 塗っ て ある イ 
メー ジ で す 。 前 述 し た 金属 パー ツ ほ ど 
鋭い も の で は な く 、 鈍 い ハ イラ イト で す 。 


回 | 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 
【 「7.2」、 濃 度 「69」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 
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D「 時 計 台 」 レ イヤ ー を 複製 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「57.7」、 濃 度 「71」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


④ レ イヤ ー の 不透明 度 を 「45」 に 下げ まし た 


La 


描画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル 
を 最大 半径 「324.1」、 濃 度 「19」、 間 隔 「17」 に 
設定 し まし た 


後ろ る の 窓 か ら 差し 込ん だ 光 が 、 台 座 の 
販 借 上 面 に 反射 し て いる 感じ を 出す た め 、 
台座 上 面 の 線画 の み を 白色 に 変更 し 


ます 。 


D「 時 計 人 台 線画 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


| R 「 @ 描 画 色 を 白 に 変更 し まし た 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 不 透 
明度 を 「42」 に 設定 し ます 。「 エ アー ブ 
ラ シ 」 ツ ー ル で 薄く オレ ンジ 色 を 入れ 、 
キャ ラク ター 側 の 台座 を さら に 明る く 


し まし た 。 


E」 を 作成 し 、 
不透明 度 を 「42」 に 設定 し まし た 


時 計 は 、 下 層 か ら 塗 っ て いき ます 。 こ こ 
も 木材 な の で 、 木 目 を 意識 し た タッ チ 
で 塗っ て いま す 。 段 差 の 影 部 分 に は 、 
紫色 も 使用 し て いま す 。 


較 | 圭 還 人 を 設定 し まし た 。「 鉛 染 」 ツ ー ル を 最大 半径 
し 「17.6」、 濃 度 「64」、 問 隔 「15」 に 設定 し まし た 


[2 
素材 を 意識 し な が ら 描 く 

な る べく その モチ ー フ が どん な 素材 で 作ら し な い の と で は 、 ま る で 違い ます 。 も ちろ ん 、 
れ て いる の か 、 頭 の 中 で 決め て お く よ う に し 見 せ 方 に よっ て は 、 あ えて 設定 し た 素材 を 
て いま す 。 ど うい う モ ノ な の か 、 意 識 す る の と 無視 する こと も あり ます 。 
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次 の 層 を 塗っ て いき ます 。 外 側 は 金 
属 、 内 側 は 七宝 焼き で 作ら れ て いる と 
いう 設定 で す 。 


①"「 文 字 盤 3」、 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


七宝 焼き の 部 分 は 、 ゆ る や か な カー ブ 

賠 を 描い て 真ん中 が 手前 に せり 出し て い 
る と いう 設定 な の で 、 そ の 微妙 な 「 せ り 
出し 」 を 表現 する た め に 、 真 ん 中 に ピン 
ク 色 を 入れ ます 。 影 に 例外 的 に 無 彩色 
の 灰色 を 使っ て いる の は 、 ピ ンク 色 と 
の 落差 を 強調 する た めで す 。 


①「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 
「138.1」、 濃 度 「19」、 間 隔 「77」 に 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 


③④ 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「42.6」、 濃 度 「34」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


上 田 


周り の 金属 フレ ー ム を 描き ます 。 ピ カ 
ピカ し すぎ ず 、 鈍 く 光る 金属 で す 。 色 も 
少女 の 服 の 金属 バー ツ よ り 若 干 暗め 
で す 。 鈍 い 光 沢 感 を 出す た め に 、 サ イ 
ズ 大 きめ の 「 鉛 筆 」 ツ ー ル で シュ シュ ッ 
と 不 規則 に 線 を 引い て いき ます 。 使 用 
色 は 紫 、 黄 土 色 、 こ げ 茶 な ど で す 。 


3 計 多 原 
に 


D「 時 計 金 属 パ バー ツ 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


②「 鉛 第 」 ツ ー ル を 最大 半径 「19.7」、 濃 度 
「61」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


② 下 部 に 灰色 を 塗り まし た 


⑤ 周 り の 金属 フレ ー ム の 影 、 お よび 少女 の 頭 の 影 を 描き 
入れ ます 


オプ ショ ン ウ ィ ン ド ウ 右 上 の ツ を クリ ッ 
ク し 、「 プ ラ シ を 編集 」 を 選択 し て ブ 
ラ シ エ ディ タ 画 面 を 出し ます 。 自 分 で 
取っ た 写真 (沖縄 の 崖 の 写真 ) を ペン 
先 と し て 読み 込み ます 。 


フラ >*Waro) 
フシ wae) 


ブラシ 
プラ 5 人 (0) 


Srp 


テク スチ ャ 画像 の オリ ジ ナ 
ル 素 材 「rock.bmp」 を Web 
サイ ト (6 ペ ー ジ 参照 ) か ら 
入手 可能 で す 


① ツ ー ル の オプ ショ ン ウ ィ ン ド ウ か ら 「 ブ 
ラ シ エ ディ タ 」 を 開き ます 


崖 写真 を ペン 先 に 設定 し た 「 鉛 筆 」 
ツー ル で 、 ち ょ いち ょ い 、 と 軽く 質感 を 
追加 し て いき ます 。 

通常 の 「 鉛 筆 」 ツ ー ル に 戻し 、 ハ イラ イ 
ト を 加え ます 。 


(② 質 感 が 追加 され まし た 


「 時 計 台 線画 」 レ イヤ ー を 選択 し ます 。 
描画 色 を 白色 に 変更 し た 「 鉛 筆 」 ツ ー 
ル で 線画 を な ぞ っ て 、 金 属 フ レー ム の 
上 面 の み 白 色 に 変更 し ます 。「 透 明 部 
分 の 保護 」 が オン に な っ て いる の で 、 は 
み 出 し の 心配 は あり ませ ん 。 


②「 ブ プラ シ エ デ ィ タ 」 で 「 鉛 筆 」 ツ ー ル の 
ペン 先 と し て 設定 し まし た 


10* 


③「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 使用 し 
まし た 


Z0 dp 


mm い 措 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 


半径 「99.0」、 濃 度 「61」、 間 隔 「15」 に 設定 し ま 


"も し た 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「4.7」、 濃 度 「91」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


④ ハ イラ イト が 追加 され まし た 


①「 時 計 台 線画 」 レ 
イヤ ー を 選択 し ま 
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七宝 焼き の 模様 部 分 は あと で 加筆 す CE 濃度 
3 ハハ J こ 


る こと に し て 、 先 に 時 計 の 上 層 を 塗っ 
て いき ます 。 青 銅 と 、 螺 氏 を 足し て 2 で 
割っ た よう な 素材 感 を 目指 し ます 。 ま 
ず は 「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 「x」 を 描く よう な 
タッ チ で 色 を 乗せ ます 。 緑 、 黄 色 、 ピ ン 
ク 、 オ レン ジ 、 水 色 な どの 色 を 使い 、 虹 
色 の よう な 色合い に し て いま す 。 
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①「 時 計 木 パー ツ 」 

レイ ヤー を 選択 し 

まし た 
その 上 か ら 、 青 冶 色 で 同じ よう に バッ 還 や 独 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
テン を た くさ ん 描き ます 。 さ ら に 、 白 っ 径 「4.7」、 濃 度 「91」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


Z0 "mewD 


\ ララ こき 
RN TE 周 ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
| 笠 "4.7」、 濃 度 「91」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


ご (② 青 緑色 で バッ テン を 描き ます ④ ハ イラ イト 部 分 に 白っぽい 緑 を 描き ます 


中 央 に 開い た 穴 を 塗り 、 紺 色 で 突き 出 
て いる と こる の 影 部 分 を 塗り ます 。 影 
の 境界 線 は 、「 ぼ か し 」 ツ ー ル で ぼかし 
まし た 。 


tOo™ 
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ブロ ッ ク 模 様 を 描く た め の ガ イド 線 を 
男 3| き ます 。 平 行 定規 「 定 規 -3」 に スナ ッ 
プ さ せ 、 平 行 線 を 引い て いき ます 。2 点 
透視 法定 規 「 定 規 3」 に スナ ッ プ させ 、 

縦 線 も 9| い て いき ます 。 


「 定 規 3」「 定 規 -3」 
と も に スナ ッ プ ボタ 
ン を オン に し て お き 
ます 


2 引い た 線 を ガイ ド に 、 模 様 を 描い て い 
きま す 。 


| ①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「6.1」、 濃 度 「73」、 
| 間隔 「15」 に 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 


H 


2 点 透 視 定規 「 定 規 3」 に スナ ッ プ さ 
せ 、 で っ ぱっ た 面 に も 縦 線 を 引き ます 。 
これ を ガイ ド に 、 雷 文 模様 を 描き 込み 
ます 。 


用 し ます 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 黄 土 色 
で ハイ ライ ト を 入れ ます 。『 加 算 」 レ イ 
ヤー の 不透明 度 を 70% に 下げ 、「 時 計 
木 パ ー ツ 」 レ イヤ ー と 結合 し ます 。 ま た 、 
「 時 計 台 線画 ,」 レ イヤ ー を 選択 し 、 上 
面 の 線画 の み を 白色 に 変更 し ます 。 


D「 時 計 木 パー 
ツ 」 レ イヤ ー の 上 に 
「 加 算 」 レ イヤ ー 
を 新規 作成 し まし 
た 


「 定 規 」、 ツ ー ル に スナ ッ プ させ 、 ブ ロッ ク 模 様 の ベー ス を 
描き まし た 


③ 均 一 に 捨 き すぎ る と 味気 な く な る の で 、 強 い タ ッ チ と 弱 
い タ ッ チ を 織り 交ぜ な が ら 描 いて いま す 


国 ②「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 最大 半径 「193.4」、 


濃度 「19」、 間 隔 「54」 に 設定 し まし た 


ZO "edwD 


て 0 王 id 
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鈍く ハイ ライ ト を 入れ て いま す 。 ツ ヤ 消 
還 畔 し ニス を 塗っ た よう な 質感 で すね 。 


2 kc 
レイ ヤー を 選択 し 
まし た 


| | ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「10.7」、 濃 度 「64」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


黄土 色 で 影 を 塗り ます 。 内 側 の 金属 
パー ツ は 線画 を 描い て いな か っ た た 
め 、 形 を 描き 起こ し つつ 、 塗 っ て いま す 。 
「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 金 属 
の ハイ ライ ト を 入れ まし た 。 


金属 パー ツ を 塗っ て いき ます 。 ま ず は 


③ 黄 土 色 で 影 を 塗り まし た 


文字 盤 周 り に は ちり めん 風 の 布 が 貼っ 
て ある と いう 設定 で す 。 筆 の タッ チ で 
質感 を 出し つつ 、 キ ワ の 部 分 に 影 を 入 
れ て いき ます 。 こ の 青い 布地 に は 、 後 か 
ら 和 柄 の テク スチ ャ を 貼る 予定 で す 。 


HB.  ー 

ヤー を 選択 し まし た 

る ②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「14.1」、 濃 度 「75」、 
間隔 「15」 に 設定 し まし た 


D「 時 計 金 属 パー 
ツ 」 レ イヤ ー を 選択 
し まし た 


画 =| < 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
し 径 「42.6」、 濃 度 「55」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


④ 描 画 色 を 適宜 変更 し な が ら 描 きま す 。「 鉛筆 」 
ー ル を 最大 半径 「8.2」、 濃 度 「78」、 間 隔 「15」 
設定 し まし た 


⑤ 形 を 描き 起こ と し つつ 、 ハ イラ イト を 加え まし た 


3 描画 色 を 設定 し まし た 


赤い 部 分 ・ 文 字 盤 部 分 の 上 部 を 「 エ 
アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 暗く し まし た 。 


2 -。 ei 


の 「「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
| 「278.8」、 濃 度 「7」、 間 隔 「30」 に 設定 し まし た 


| 描画 色 を 設定 し まし た 


文字 盤 中 央 を 描い て いき ます 。 こ こも 
線画 を 作っ て いな い 部 分 な の で 、 線 と 
塗り を 同時 に 行っ て いき ます 。 茶 色 で 
ざっ くり と 形 を 描き 、 ベ ー ス に 黄土 色 
を 塗り ます 。 影 部 分 に 紫 を 追加 し た り 、 
ハイ ライ ト に 黄色 を 入れ て 形 を 強調 し 
ます 。 


時 計 の 針 を 描き 込み ます 。 和 時 計 な の 
で 針 は 一 本 で す 。 立 体感 を 出す た め に 
針 の 影 も 描き 入れ まし た 。 針 付近 に 、 
金属 の 模様 を さら に 描き 入れ ます 。 


①「 文 字 盤 2」 レ イ 
ヤー を 選択 し ます 


議 | ② 挫 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 


し 径 「17.2」、 濃 度 「73」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


し ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「9.1」、 濃 度 「76」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


D「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「3.0」、 濃 度 
「76」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


男 " の 描画 色 を 選択 し まし た 


ZO dp 
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「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 ハ イラ 
イト を 描き 入れ ます 。 金 属 を 描く 際 は 、 
「 加 算 」 レ イヤ ー は 絶対 に 欠か せな い 
存在 で す 。 


①「 加 算 」 レ イヤ ー を 作成 し 、「 時 計 台 光 」 レ イヤ ー に 名 前 
を 変え まし た 


文字 盤 に 文字 を 描き 込み まし た 。 そ の 
まま だ と 描き に くい の で 、 ナ ビ ゲ ー タ パ 
ネル の 「 表 示 角 度 」 で キャ ン バ パス を 
転 し な が ら 、 描 いて いま す 。 


人 まし た 

し 新規 作成 し まし た 
クノ ] ②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「2.8」、 基 
度 「98」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


回 


LT ⑧ 拭 画 色 を 設定 し まし た 


中 央 の 穴 が 暗 す ぎ て 悪 目立ち し て いた 
の で 、 白 っ ぽい 紫 を 重ね て 落ち 着 か せ 
ます 。 金 属 と 木 の 間 に 黒 を 塗り まし た 。 


①「 時 計 木 バー ツ 」 レ イヤ ー を 選択 し ます 


園 中 6 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
し | 径 「52.7」、 濃 度 「34」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


FE 


④「 文 字 盤 3」 レ イヤ ー を 選択 し ます 


[上 る 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
| 径 「52.7」、 濃 度 「34」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。『 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「3.9」、 濃 度 「98」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


③ 中 央 の 穴 に 紫色 を 塗り ま セ 想 


金魚 の 飾り と 達 暦 の 着色 葉 


時 計 の 後 る に ある 金魚 の 飾り を 塗り ま 
す 。 金 魚の 下 の 面 に 水色 で さっ さっ と 
塗っ て いき ます 。 そ し て 赤 茶 系 の 色 
を メイ ン に 、 陰 影 を 描い て いき ます 。 


01 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 透 明 水 彩 」 ツ ー ル を 

Li 選択 し 、 最 大 半径 「77.8」、 最 小 半 径 「1」、 濃 度 
「25」、 の ば し 効果 「72」、 ぼ か し 効果 「46」、 影 
響 距 離 「87」、 間 隔 「26」 に 設定 し まし た 


し 、 最 大 半径 「128.1」、 濃 度 「51」、 和 間隔 「15」 に 


還 ④ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 
設定 し まし た 


全体 の 濃度 を 上 げた か っ た の で 、「 金 
魚 飾り 」 レ イヤ ー を 複製 し 、 赤 で 塗り 
つぶ し ます 。「 乗 算 」 モ ー ド に 変更 し 
て 、 不 透明 度 を 21% に 下げ て 元 の レイ 
ヤー と 結合 し ます 。 


|-| 

2 2 
全 久 人 

F 加 餅 寺 生 

「 金 魚 飾り 」 レ イヤ ー を 複製 し 、 色 を 塗っ た 後 「 乗 算 」 に 変 

更 し て 不透明 度 を 「21」 に 下げ まし た 


02 


義信 人 を 搭 き 込 ん で いきま す 。 欄 の 影 


の 部 分 に 紫色 で 影 を 入れ て いき ます 。 
場所 に よっ て 少し ずつ 色 味 を 変え て い 
ます 。 


①「 金魚 飾り 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


金魚 飾 り 」 レ イヤ ー の 上 に 「 レ イ 
ヤー70」 を 新規 作成 し まし た 


10 dS 


Z0 dp 


0 dw 


tO Mi 


091 


用 PRWi 


Z0 midvHO 


4 0 dw 


0 md 


「 金 魚 飾り 線画 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 光 

図 が 当たっ て いる 部 分 の 線画 の 色 を 白 に 
変更 し ます 。 模 様 を 描い た 「 レ イヤ ー 
70」 と 、「 金 魚 飾り 線画 」 レ イヤ ー、「 金 
魚 飾り 」 レ イヤ ー を 結合 し ます 。「 金 魚 
飾り 」 レ イヤ ー の 上 に 、「 レ イヤ ー73」 
を 作成 し 、「 エ アー プラ シ 」 で 赤色 を の 
せま す 。 


③「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
「188.4」、 濃 度 「7」、 間 隔 「30」 に 設定 し まし た 


屋 ] ④ 描 画 色 を 設定 し まし た 


赤く 塗っ た レイ ヤー の 不透明 度 を 
「35%」 に 下げ 、 合 成 モ ー ド を 「 オ ー 
バー レイ 」 に 変更 し ます 。 犬 張子 を 塗っ 
た と き と 同 じ く 、 色 に 深み を 出す こと と 
色彩 遠近 法 の 効果 を 狙っ て いま す 。 


EE 上 


「 レ イヤ ー73」 の 不透明 度 を 35%、 合 成 モ ー ド を オー 
パー レイ に し まし た 
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レト ロ な 雰囲気 を 出す 配色 

赤 、 ピ ンク 、 緑 、 オ レン ジ が か っ た 次 、 く すん だ 
青 と いう 配色 は 、 レ トロ な 雰囲気 を 出し た いと 
き に オス ス メ で す 。 こ の 配色 パタ ー ン に 明確 な 
根拠 は あり ませ ん が 、 昔 の 雑誌 や 、 お も ちゃ を 
調べ る と この 配色 が 多い 気 が し ます 。 


②@「 レ イヤ ー73」 
を 作成 し まし た 


092 


②「 ス ポイ ト 」 ツ ー ル を 選択 し 、 下 描き の 色 を 取り 


小物 を どん どん 塗っ て いき まし ょ う 。 パ 
06 まし た 


ステ ルカ ラー の ダル マ で す 。“ 丸 さ " が 
出る よう に 気 を つけ な が ら 、『 達 磨 花 
瓶 」 レ イヤ ー に 塗っ て いき ます 。 


④ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 
半径 「17.6」、 濃 度 「45」、 間 隔 「15」 に 設定 し ま 
し た 


①「 達 磨 花瓶 」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし 
た 


⑤ 影 の 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 
最大 半径 「15.7」、 濃 度 「45」、 間 隔 「1 5」 に 設定 
し まし た 


⑦ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「8.2」、 濃 度 「87」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


③ ペ ー ス を 塗り まし た ⑧ 顔 部 分 と 影 を 塗り まし た ⑧ フ チ に ハイ ライ ト を 入れ まし た 


達磨 花瓶 の 顔 を 描き 入れ 、 再 度 ハ イラ ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
イト と 影 を 入れ ます 。 径 「9.7」、 濃 度 「57」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


⑤ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
画 ] ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。『 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 [| を 最大 半径 「143.1」、 濃 度 「28」、 間 隔 「30」 に 
径 「8.2」、 濃 度 「87」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 設定 し まし た 


② 顔 と 身体 の 模様 を 描き 入れ 、 ④ 白 色 で ハイ ライ ト を 入れ まし た ⑥ 影 を 紫 で 入れ まし た 。 回 り 込 む 
ほっ べ ぺ を 塗り まし た 部 分 を 暗く し て 、 立 体感 が 出る よう 
に し ます 


10『* 


ZO dp 


093 


Z0 "mwD 


094 


金魚 の 浮き お も ちゃ を 塗り ます 。 本 来 

08 の 色 は 赤 で す が 、 構 図 の バラ ンス 的 
に ここ に は 水色 を 置き た か っ た の で 、 
ベー ス を 水色 で 塗っ て み ま し た 。 さ ら 
に 、 お も ちゃ の 形 を 考え な が ら 、 影 を 
塗っ て いき ます 。 


D' 小 物 1]」 レ イヤ ー 
を 選択 し まし た 


陰影 を 描い た ら 、 模 様 を 描い て いき ま 
す 。「 レ イヤ ー74」 を 新規 作成 し 、 ウ ロ 
コ や 顔 な ど を 描き ます 。 


| グ ・ ①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「8.4」、 濃 度 
「91」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


0 が / 


上 ② 描 画 色 を 設定 し まし た 


し | | に 100% 標準 
④「 レ イヤ ー74」、「 レ イヤ ー75」 を 新規 作成 し まし た 


io| 「 レ イヤ ー74」 と 「 レ イヤ ー75」 を 結合 

し 、 白 で ハイ ライ ト を 描き 入れ ます 。 水 
色 を 強調 し た か っ た の で 、 上 に 不透明 
度 39% の 「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 
新規 作成 し 、「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 
水色 を の せま し た 。 


= 描画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
| 開 | を 返 択 し 、 最 大 半径 「188.4」、 濃 度 「28」、 間 司 
「30」 に 設定 し まし た 


参考 に し た 金魚 の 
浮き お も ちゃ で す 


③ 模 様 の 線画 を 描き まし た 


⑤ 線 画 に 沿っ て 色 を 塗り 、 影 を 入れ まし た 


花瓶 の 椿 の 着色 


花瓶 の 椿 を 塗っ て いき ます 。 ま ず 白 色 回 
で 、 最 も ハイ ライ ト が 強く 当たる と ころ 
を 塗り ます 。 


また 


[1 (② 「 透 明 水彩 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


) | の 描画 色 を 設定 し まし た 


ZO md 


「 透 明 水彩 」 ツ ー ル で 明る い 赤 を 花弁 
の 凸 部 分 に 、 暗 い 赤 を 花弁 の 凹部 分 に 
塗り ます 。 


アプ -] ① 「 透 明 水彩 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


0 dw は 


④ 明 る い 赤 を 塗り まし た 


(② 上 の よう に 設定 し まし た 


議 ]] る 拉 面 る を 設定 し まし た 


t0 


⑤「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 最大 半径 「72.8」、 濃 度 
「21」、 間 隔 「30」 に 設定 し まし た 


ム で 


⑦ 暗 い 赤 で 凹部 分 を 塗り まし た 


加 " ⑧ 搭 画 色 を 設定 し まし た 


095 


椿 の 葉 を 塗っ て いき ます 。 ベ ー ス カ ノレ] Tr i 
)3 D「 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 
還 作 ラー の ホ を 、 ほ ん の 少し 残す よう に 


塗っ て いま す 。 ベ ペー スカ ラー を 共有 す Ll ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。 最 大 半径 「14.5」、 濃 度 
る こと で 、 花 と 葉 の 色合い を な じ ま せ 「84」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 
ます 。 ー④ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 銅 筆 」 ツ ー ル を 最大 


雄しべ と 雌しべ を 描き 込み ます 。 半径 「14.5」、 濃 度 「84」 で 描い て か ら 最 大 半径 
「3.4」、 濃 度 「90」 に 切り 替え て 描き ます 
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③ 葉 を 塗り まし た 雄しべ 、 典 し べ を 塗り まし た 


Z0 "meeD 


①「 犬 張子 」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし 


この 椿 の 線画 は 、「 犬 張子 線画 」 レ イ 
た 


ヤー に 描い て ある の で 、 椿 の 線画 部 分 
だ け 「 自 由 選 択 」 ツ ー ル で 囲み 、「 編 集 」 
メニ ュー つっ 「 切 り 取り 」、「 貼 り 付 け 」 ま 
す 。 貼 付け る と 新規 レイ ヤー が 作成 さ 


ら "| ②「 自 由 選 択 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 
5 れる の で 、「 椿 」 レ イヤ ー と 結合 し ます 。 2] 


Ed 
Eu 
WO 


きり CD 


0) 

E> SECL) 
Ei 

イベ ント eg の mh(O)… 


ショ ー ト カッ トキ ー 明 (5)。 
プリ セッ ト フ ァイル の 電信 (5) 


④「 編 集 」 メ ニュ ー か ら 「 切 り 取 り 」 を 
こ 選択 し ます 


EE ③ 椿 の 部 分 を 選択 し まし た ⑤ 線 画 を 貼り 付け まし た 


096 


線画 を 塗り つぶ す よ うに 、 葉 や 花 の キ 
ワ に 白 で ハイ ライ ト を 加え ます 。 さ ら 
に 、 椿 の 下部 に 、「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー 
ル で 濃い 緑 を 入れ ます 。 


C 
ノ 


ーー ① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 
ダ | 半径 「4.7」、 濃 度 「91」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし 
た 


用 ② 搭 画 色 を 設定 し 、 ハ イラ イト を 加え ます 


③「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 最大 半径 「208.5」、 濃 
度 「14」、 間 隔 「30」 に 設定 し まし た 


| 描画 色 を 設定 し まし た 


台座 の 上 の 椿 も 塗り ます 。 頭 飾り の 椿 
) 
の 方 を 目立た せ た い の で 、 彩 度 は 少し 
低め で す 。 


ZO dnp 


PAT 
選択 し まし た 


「 プ の ②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「16.6」、 濃 度 


「56」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


③ バ パー ツ ご と に 描画 色 を 適宜 変更 し ます 


097 


現時 点 で の 全体 図 で す 。 キ ャ ラク ター 
と メイ ン の 小物 が だ いた いで きま し 
た 。 


床 の 市 松 模様 と 照り 返し の 描き 和み 


床 の 作成 に 入り ます 。 ま ず は 市 松 模様 
の 線 を 描き ます 。 横 線 は 平行 定規 に 、 
奥 へ 向かう 線 は 2 点 透 視 法定 規 に ス 
ナッ プ さ せ て 描き ます 。 


陀 及 本 D' レ イヤ ー78」 を 
新規 作成 し 、 名 前 

を 「 床 黒 タ イル 」 に 

変更 し ます 


の 平行 線 定規 を 設定 
し まし た 


「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル で 、 市 松 模様 の 黒 
い 部 分 を 塗り つぶ し ます 。「 塗 りつ ぶ 
し 」 ツ ー ル だ け だ と 細か い 隙 間 が で き 
て し まう の で 、 そ こ を 「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 
埋め て いき ます 。 


①「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル を 選択 し 、 色 差 の 範囲 
「33」、 不 透明 度 「100」、「 表 示 画像 」、「 ア ンチ 
エイ リア ス 」 に チェ ッ ク を 入れ まし た 


| 


「 床 白 タ イル 」 レ イヤ ー を 作成 し 、「 知 
形 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル で 床 部 分 を 塗り 
つぶ し ます 。 
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床 時 タイ ル 


100% 標準 「 床 黒 タ イル 」 レ イ 


ヤー の 下 に 作成 し 
まし た 


104 「 床 の 影 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 乗 算 
モー ド に し ます 。 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 
国 ] し 、 最 大 半径 「6.4」、 濃 度 「64」、 間 隔 「1 5」 に 設 


定 し まし た 


男 ② 描 画 色 を 設定 し まし た 


「 床 の 影 」 レ イヤ ー 
を 新規 作成 し 、 合 
成 モ ー ド を 「! 乗 算 
に し まし た 


床 介 タイ ル 
100% 機 準 
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し 、 最 大 半径 「42.6」、 濃 度 「100」、 間 隔 「15」 に 
を 紫色 で 入れ て いき ます 。 し | まこ し まし た 


靴 や 羽織 、 時 計 の 台座 の 影 に な る 部 分 画 ① 失 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 
0 


剛 間 床 の 委 の 方 は 「 エ アー プラ シュ ツー ル 9「 床 県 タイ ルコ レ 
財 で 影 を 入れ 、 奥 行き を 出し ます 。「 床 黒 eo 
タイ ル 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 薄 い 白 で 八 


④ 拾 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 
NA し 、 最 大 半径 「62.7」、 濃 度 「56」、 間 隔 「15」 に 


設定 し まし た 


① 搭 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 
し 、 最 大 半径 「123.0」、 濃 度 「53」、 間 隔 「15」 に 
設定 し まし た 


Z0 midviD 


② 影 を 入れ 、 奥 行き を 出し ます ⑤ ハ イラ イト を 入れ ます が 、 影 部 分 は 黒 の まま 残し まし た 


「 床 の 写り こみ 」 レ 
イヤ ー を 新規 作成 
し まし た 


床 部 分 は 光沢 感 の ある 素材 と 設定 し 、 
「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 靴 や 羽織 の 映り 込み 
を 描き まし た 。 


07 


100 


飾り 雛 の 素材 を 貼り 込む 


左上 、 金 魚 飾り の お な か 周り に 、「 飾 り 
回 雛 」 を 貼り 込み ます 。 こ の パー ツ は 描 
き 起 こす の で は な く 、 あ ら か じ め 作 っ 
て あっ た 自作 素材 を 使い ます 。 別 キャ 
ン パ ス と し て 開い て か ら 、「 編 集 」 メ 
ニュ ー ゴ 「 コ ピー」 で し イヤ ー を コピ 
し 、 作 成 中 の キャ ン バ ス に 戻り 「 編 集 」 
メニ ュー…「 貼 り 付 け 」 で 貼り 込み ます 。 


ES) pn ) 


人 乱 り 雛 の オリ ジ ナ ル 素 材 「kazaribina. 、 Q 
psd」 を Web サ イト (6 ペー ジ 参 照 ) か ら と Im | き 
入手 可能 で す 「 自 由 変形 」 ツ ー ル で 貼り 込ん だ 素材 を 変形 させ ます 3 
トウ 
本 較 金魚 の 手前 側 と 奥 側 の 飾り 雛 は それ 「 疫 り ・ 手 前 」、「 節 
< SN REE り ・ 奥 」 レ イヤ ー を 
ぞ れ この よう に な っ て いま す 。 新規 作成 し まし た 


「 飾 り ・ 手 前 」 レ イヤ ー を 表示 し まし た 


革 奥 側 の 飾り 雛 に 、 濃 度 30% の 「 知 形 塗 
りつ ぶし 」 ツ ー ル で 紫 の 影 を 入れ ます 。 


①「 飾 り ・ 奥 」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし た 


ョ | ②「 短 形 塗り つぶ し 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


園 き | ③ 投 画 色 を 設定 し まし た 
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「 飾 り ・ 手 前 」 レ イヤ ー を 複製 し ます 。 ピ 
図 ンク 色 で 塗り つぶ し て か ら 、 レ イヤ ー 
合成 モー ド を 「 ハ ー ド ライ ト 」 に 変 
更 、 不 透明 度 を 279%% に 下げ ます 。 複製 
し た 「 飾 り ・ 手 前 」 レ イヤ ー を 元 の レイ 
ヤー と 結合 し ます 。 


FTF 語 還 較 | ①「 作 手前 」 レ 
ご イヤ ー を 複製 し ま 
還 凍 訪 可 。 相 
@② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 逢 形 塗り め つ ぶし 」 ツ ー 
| ル を 選択 し 、 不 透明 度 を 「100」 に 設定 し まし た 
手前 の 飾り 雛 の 左側 に 「 エ アー ブラ 
シ 」 ツ ー ル で 紫 の 影 を 入れ ます 。 ま た 、 
手前 左側 の 飾り 雛 の 長 さ が 足り な いと 


感じ た の で 、 も う 一 度 素材 を 貼り 付け 
て 、 魚 と 桃 、 香 を 追加 し まし た 。 


+ ①「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
「349.2」、 濃 度 「8」、 間 隔 「1 2」 に 設定 し まし た 


剛 ]] 画 @ を 設定 し まし た 


「 和 飾り ・ 光 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 合 
成 モ ー ド を 「 加 算 」 に し ます 。「 エ アー ブ 
ラ シ 」 ツ ー ル で 奥 か ら 差し 込む 光 を 描 
きま す 。 さ ら に 、 和 飾り 雛 の きわ に 差し 込 
む 光 を 描き 足し て いき ます 。 


06 


①「 節 り ・ 光 」 レ イ 
ヤー を 新規 作成 
し 、 合 成 モ ー ド を 
「 加 算 」 に し まし た 


②「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 帥 り 雛 の 色 と 
大 き さ に 合わ せ て 描画 色 、 最 大 半径 を 変え て 搭 き ま 
す 。 濃 度 「100」、 間 隔 「15」 に 設定 し て いま す 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。『 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 
半径 「27.5」、 濃 度 「100」、 間 隔 「15」 に 設定 し ま 
し た 


飾り 雛 の 細部 を 加筆 修正 し ます 。 


①「 金 魚 飾り 」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし た 


④ 金 魚の 腹 に 赤 紫 色 の 影 を 塗り 、 金 魚の ヒ し に 被っ て いた 
節 り 召 を 、「 滑 し ゴム 」 ツ ー ル で 消し て ヒレ が 見 える よう に 
(② 青 い ネ ズミ 、 ス イカ の 彩 度 な ど を 変更 し まし た \ に し まし た 


も う 少 し 遠近 感 を 出す た め 、 奥 の 飾り 
雛 の コン トラ スト を 弱め に 調整 し ます 。 
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図 ブ レビュー) 


「 節 り ・ 奥 」 レ イヤ ー を 選択 し 、『 フ ィ ル タ 」 つ っ 「 色 調 補正 」 っ 「 明 
る さ ・ コ ント ラス ト 」 か ら 「 コ ント ラス ト 」 を 「-31 」 に し まし た 


③④ 描画 色 を 設定 し 
まし た 


飾り 雛 の 左側 と 金魚 に 「 エ アー ブラ シ 」 
虹 ツー ル で くす ん だ 青 や 紫色 の 影 を 入れ 
人 9 


①「 飽 り ・ 奥 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


②「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 選択 
し 、 最 大 半径 「268.8」、 濃 度 「6」、 
間隔 「12」 に 設定 し まし た 
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時 計 の 七宝 焼き の 部 分 を 描き ます 。 
「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 柄 の 輪郭 を 描き 、 ど 
ん どん 色 を 重ね て いき ます 。 七 宝 焼 き 
は 、 稲 薬 を 盛っ て 作る の で 表面 に ほん 
の 少し 凹凸 が あり ます 。 そ の 凹凸 を 意 
識 し な が ら 塗っ て いき ます 。 


①「 文 字 盤 の 絵 ラ 
フ 」 レ イヤ ー を 選択 
し まし た 


②「 鉛 筆 』 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「10.1」、 濃 度 
「100」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


韻 ] 3 描画 色 を 設定 し まし た 


柄 は ほぼ 描き 終わ り ま し た が 、 い まい ち 
し っ くり こない の で 色 補 正 を する こと に 
し まし た 。「 文 字 盤 の 絵 ラ フ 」 レ イヤ ー 

合成 モー ド を 「 オ ー バ ー レ イ 」 に 変 
更 し ます 。 そ の レイ ヤー を 複製 し 、 通 
常 モ ー ド の 89% に 変更 し ます 。 


較 100% オー バー レイ 
①「 文字 盤 の 絵 ラ フュ レイ ヤー を 
「 オ ー バ ー レ イ 」 に し まし た 


②「 文 字 盤 の 絵 ラ 
フ 」 レ イヤ ー を 複 
製 し 、 不 透明 度 を 
「89」 に 下げ まし 
た 


まだ し っ くり こない の で 、 標 準 モ ー ド の 
「 文 字 盤 の 絵 ラ フュ レイ ヤー を 「 色 相 ・ 
彩 度 」 で 彩 度 「-100」 に し まし た 。 レ イ 
ヤー の 順序 を 入れ 替え ます 。 


z 
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問 罰 較 Fe ①「 文字 盤 の 絵 ラ 
エー アー ー を 選択 
EE 


②「 色 相 ・ 彩 度 」 パ ネル で 「 彩 度 」 を 「-100」 に し まし た 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 七 宝 焼 
き の 真 ん 中 、 手 前 へ せり 出し て いる と 


ころ へ ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
ロ ] < 
Dil 
癌 5 文字 類 の ラフ 

89% 標準 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 不 透明 
度 を 「18%」 に 調整 し まし た 


「 オ ー バ ー レ イ 」 モ ー ド の 「 文 字 盤 の 絵 
ラフ 」 レ イヤ ー の 不透明 度 を 70% に 下 
げ ま す 。 七 宝 焼 き の 部 分 は 、 い っ た ん こ 
こ で 終わ り に し ます 。 


「 文 字 盤 の 絵 ラ フ 」 
レイ ヤー の 不透明 
度 を 「70」 に 調整 
し まし た 


_ ③ レ イヤ ー の 順序 
を 入れ 替え まし た 


前 


描画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 
最大 半径 「113.6」、 濃 度 「6」、 間 隔 「12」 に 設定 
し まし た 
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本 棚 の 着色 


回 画面 和典 の 棚 を 描い て いき ます 。 平行 
定規 と 3 点 透 視 法定 規 に スナ ッ プ させ 
て 、 棚 の 輸 郭 線 を 描き ます 。 


①⑪「 背 景 ]」 レ イヤ ー 
を 選択 し まし た 


②「 定 規 3」「 定 規 -3」 
の スナ ッ プ ポ ボタン を オ 
ン に し まし た 


棚 の 板 を 「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 塗り つぶ し ま 

画 す 。 ア ナ ロ グ っ ぽ さ を 出す た め に 、 少 し 
色 ム ラ を 出す よう に 筆 圧 に 強弱 を つけ 
ます 。 


「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「128.1」、 濃 度 
「92」、 商 隔 「15」 に 設定 し まし た 


「 背 景 1」 レ イヤ ー の 下 に 「 背 景 2」 レ イ 
ヤー を 新規 作成 し 、 く すん だ 茶色 で 棚 
と 壁 部 分 を 塗り つぶ し ます 。 窓 は 消し 
ゴム (ハー ド )」 ツ ー ル で 消し ます 。 


D「 背 景 』 レ イヤ ー 
を 作成 し まし た 


較 | の" 短 形 塗り つぶ し 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


還 ] ③ 描 画 色 を 設定 し 、 棚 と 壁 を 塗り まし た 


④「 消 し ゴム 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
「18.9」、 最 小 半径 「5」、 濃 度 「100」、 間 隔 「10」 
に 設定 し まし た 


棚 の 内 部 を 描い て いき ます 。「3 点 透視 Pf ET =} 
< 。 SR An パ 
法定 規 」 に スナ ッ プ さ せ 、 奥 へ と 線 を 3| | 計 生 n D" 定 規 3 に スナ ッ 
いて いき ます 。 。。 ” 、 回 昌 じ た AE 
_。@ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 
の 知 画 公 遇 定 し あじ た 。” 重 健 」 ツ ー ル を 情 本 し 、 還 大 半 和 「47.6」、 渡 度 「60」、 間 隔 「15」 に 役 
し 、 最 大 半径 「9.3」、 濃 度 「92」、 間 隔 「15」 に 設 | し まし た 
定 し まし た 


ZO dp 


③ 奥 へ と 向かう 線 を 引い て いき ます 5 ざっ くり と 影 を 描き まし た 
下 の 本 棚 の 作業 に うつ り ま す 。「3 点 透 蘭 *]| “3 湊 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
視 法定 規 」 を 使い 、 本 の 輪郭 を 描い て | 径 「9.3」、 濃 度 「89」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 
いき ます 。 


a | 


①「 背 景 2」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


スナ ッ プ させ ます 


本 の 上 部 を こげ 茶 で 塗り つぶ し 、 棚 と の 
間 に 空 間 が 空い て いる よう に 見 せま す 。 
ピン ク 、 黄 色 、 水 色 、 黄 緑 と し トロ ポッ プ 
な 配色 で 本 の 背 を 塗り ます 。 本 の 装 征 
や 題名 を つい 描き 込み た く な り ま す が 、 
ここ は ぐっ と 我慢 で す 。 絵 は 密度 の バラ 
ンス が 大 事 で す 。 こ の イラ スト は 密度 が 
高い 部 分 が 多い の で 、 こ こ で 密度 の ヌキ 
を 作り 、 全 体 の 印象 を 調整 し ます 。 
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「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 本 と 本 ー_ 失 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 
最大 半径 「37.6」、 濃 度 「6」、 間 隔 「12」 に 設定 し 
まし た 


の 間 に 、「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 影 を a 
入れ ます 。 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


「 背 景 3」 を 、「 育 景 1」 と 「 背 景 2」 の 下 
に 新規 作成 し 、 窓 枠 を 描い て いき ま 
す 。 棚 と 同じ よう に 、2 つ の パー ス 定 規 
を 使い な が ら 描 いて いま す 。 


「 背 景 3』 レ イヤ ー 
を 作成 し まし た 


| 自 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 
中 「14.9」、 濃 度 「100」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


この 窓 に は さま ざま な 色 の ガラ ス が は 
め ら れ て いま す 。 昔 の ガラ ス の よう な 、 
ゆがみ の ある 感じ を 表現 し た く て ボソ 
ボソ し た タッ チ で 色 を 塗り まし た 。 


①「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


@ 時 大, [326|px 


OL 最 財 千 | dx 
ss 
ー Nm ix 


② プ ラ シ 設 定 を 最大 半径 「32.6」、 濃 度 「62」、 
間隔 「1 5」 で 設定 し まし た 
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「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 「 エ 
アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 窓 の 光 を 入れ ま 
す 。 棚 の キワ に も 光 を 当て 、 空 間 を 感じ 
させ る よう に し ます 。 


①「 加 算 」 レ イヤ ー 
を 作成 し 、 不 透明 
度 を 50% に 調整 し 
ます 

②「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
| 「344.2」、 濃 度 「6」、 間 隔 「12」 に 設定 し まし た 


| ⑨ 失 画 色 を 設定 し まし た 


壁 の 色 を 、「 透 明 水彩 」 ツ ー ル で 茶色 か 
ら 白 色 に 変更 し まし た 。 


| 描画 色 を 設定 し まし た 


本 棚 に 薄く 茶色 を 塗り 、 若 干 暗く し ま 
す 。 


①「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
「344.2」、 濃 度 「6」、 間 隔 「12」 に 設定 し まし た 


還 ] @ 描 画 色 を 設定 し まし た 


少女 の 髪 色 が 薄い と 感じ た の で 、「 少 
女 髪 」 レ イヤ ー を 複製 し 、「 乗 算 」 モ ー 
ド の 不透明 度 54%% に し て 調整 し ます 。 
この と き 、 前 髪 部 分 に は 、「 エ アー ブラ 
シ 」 ツ ー ル で 白 を 入れ 、 明 る くし ます 。 
「 乗 算 」 レ イヤ ー で 白 を 使う と 、「 消 し 
ゴム 」 ツ ー ル を 使っ た と き と 同 じ 効 果 
に な り ま す 。 


Z0 eeD 
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全体 の 雰囲気 を 整え る 


棚 の 描き 込み を する 前 に 、 全 体 の 雰 囲 
気 を 整え て いき ます 。 細 か い 描 き 込 み 
に 飽き た ら 、 先 に 全体 の 雰囲気 を 整え 
ます 。 そ うす る こと で 、 完 成 イ メー ジ が 
より は っ きり し 、 モ チ ベ ー シ ョ ン を 保つ 
こと が で きま す 。 
まず 、 手 前 の モチ ー フ に ざっ くり 陰影 
を 入れ る こと に し ます 。 手 前 を 暗く する 
こと で 、 画 面 の 中 に 奥行 き が 生ま れ ま 
す 。 


G 
8 
02 「 レ イヤ ー」 っ 「 レ イヤ ー セ ッ ト を 複製 」 D「 少 女 - コ ピー」 
【 r 小 ape a レイ ヤー セッ ト が 
し 、「 少 女 」 レ イヤ ー セ ッ ト を まる ご と 接 製 きれ まし た 
複製 し ます 。「 レ イヤ ー」 っ 「 レ イヤ 
セッ ト を 結合 」 で 複製 し た 方 の 「 少 女 」 内 ②「 少 女 - コ ピー」 
レイ ヤー セッ ト を 結合 し ます 。 同 じ よ う 2 フォ ル ダ ー が 結合 
4 と に 計 の | = され まし た 
に 、「 時 計 木 パー ツ 」 レ イヤ ー も 複製 し 
ます 。 計 ③「 時 計 木 パー 
On ツ 」 を 複製 し まし 
| に] 100% 禁 準 た 


「 少 女 - コ ピー」、「 時 計 木 パー ツ 」 レ イ 

上 ヤー を 濃い 紫色 で 塗り つぶ し た 後 、 乗 

算 レ イヤ ー に 変更 し ます 。 こ れ で 描画 

領域 か ら は み 出す こと な く 、 影 色 で 塗 

りつ ぶせ ます 。 時 計 な ども 同じ 手順 で 、 
乗算 影 レ イヤ ー を 作り ます 。 


典 画 色 を 設定 し 、「 筐 形 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル で 


塗り つぶ し まし た 


② 合 成 モ ー ド を 
乗算 」 に 変更 し ま 
し た 
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_ ① レ イヤ ー を 結合 
し ます 


「 少 女 - コ ピー」、「 時 計 木 パー ツ 」 レ イ 
図 ヤー を 結合 し ます 。「 エ アー ブラ シ 」 
ツー ル で キャ ラク ター の 手前 側 に ある 
床 に も 影 を 塗り 、 不 透明 度 を 「27%」 
に 調整 し ます 。 


_ の 氏 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シュ ツー ル 
較 "| を 最大 半 在 「459.8」、 渡 度 「6」、 問 隔 「12 に 設 
定 し まし た 


③「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル で 床 の ④ レ イヤ ー の 不透明 度 を 27% に 下 
手前 あたり に も 影 を 入れ まし た げ ま し た 


細か い 陰 影 の 調整 を し ます 。 こ の まま 
だ と キャ ラク ター の 肌 が 暗 す ぎる の 
で 、 キ ャ ラク ター の 顔 と 足 に 「 エ アー ブ 
ラ シ 」 ツ ー ル で 淡い 茶色 を 入れ ます 。 


エ D「 少 女 - コ ピー」 
に レイ ヤー を 選択 し 
まし た 


②「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
が | 469 8」、 間 度 「6」、 間 隔 「12」 に 設定 し まし た 


四 
8 
還 
箇 
回 
時 
過 
州 
由 


1I1 
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花瓶 の 椿 お よび キャ ラク ター の キワ に 
は 、「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル で オレ ンジ 
色 を 入れ ます 。 こ こ は 窓 か ら の 光 が 当 
た っ て いる 箇所 で す 。 


_ 描画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 
剛 ] 時 大 半 待 188.4」、 注 度 「30」、 問 隔 「12」 に 設定 
し まし た 


犬 張子 の し っ ぽ の 内 側 、 頭 の 奥まっ た 
部 分 に も 同じ く 窓 か ら の 光 が 当 た っ て 
いる の で 「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 水色 

を 入れ ます 。 
ー 描画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 


Li 最大 半径 「188.4」、 濃 度 「30」、 間 隔 「12」 に 設定 
ー し まし た 


時 計 の 透かし 彫り 部 分 の キワ も 、 光 が 
あたっ て いる の で 黄色 で 塗り ます 。 


描画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 
間 ] 時 大 半径 「188.4」、 濃 度 「30」、 間 隔 「12」 に 設 
ーー 定 し まし た 


影 部 分 の レイ ヤー を 、「 通 常 」 モ ー ド の 
不透明 度 「100%」 で 表示 させ る と わ 
か りや すい と 思い ます 。 こ の よう な 状態 
に な っ て いま す 。 


手前 側 に 第 二 光 源 が ある の で 、 手 前 を 
少し 明る く 調 整 し ます 。 不 透明 度 31% 
の 加算 レイ ヤー「 レ イヤ ー108」 を 新 
規 作 成 し 、 赤 っ 透明 の グラ デー ショ ン 
を 作成 し まし た 。 そ の 上 に 不透明 度 
7% の 加算 レイ ヤー「 レ イヤ ー109」 を 
新規 作成 し 、 画 面 真 ん 中 あたり に 「 エ 
アー ブラ シ 」 ツ ー ル で オレ ンジ 色 の 帯 
を 作成 し ます 。 


② オ レン ジ 色 の 
帯 を 作成 し まし 
た 

赤い グラ デー 
ショ ン を 作成 し 
まし た 


「 少 女 - コ ピー」 レ イヤ ー に 戻り 、 羽 織 
の 左端 に 「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 赤 
色 を 入れ ます 。 


+ 「 少 女 - ッ ー 
IT ちな 
まし た 


2 | @「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
「344.2」、 濃 度 「81」、 間 隔 「12」 に 設定 し まし た 


②③ 描画 色 を 設定 し まし た 


七宝 焼き 部 分 に 「 エ アー プラ シ 」 ツ ー 
ル で 黄色 を 入れ 、 手 前 の 第 二 光 源 が 
うっ すら 当たっ て いる よう な 感じ に し 
ます 。 


描画 色 を 設定 し まし た 


ZO dp 


Tg 「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し ます 。 
「 差 し 込む 光 」 と いう 名 前 の 通り 、 窓 か 
ら 差 し 込む 光 を 描き 込ん で いき ます 。 

D「 差 し 込む 光 」 レ 


イヤ ー を 作成 し ま 
し た 


国 | ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
【 径 「6.6」、 濃 度 「94」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


「 差 し 込む 光 」 レ イヤ ー の オン オフ を 
切り 替え て 確認 し ます 。 少 し 大 乾 装 な 
くら い に 光 を 入れ る と 、 ド ラマ チッ ク に 
な る の で オス ス メ で す 。 


オン の 状態 で す 


「 差 し 込む 光 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 足 の 
影 部 分 に 青色 を 入れ て 少し 暗い 印象 
に し ます 。 


EF 且 区 っ 
| 100% 標準 
8 ①「 差 し 込む 光 」 レ 
sh (Y-09 
デ 」 7% 加 息 
ルイ ヤー108 a 
ご 31% 加算 
| 指先 ツー ル を 選択 
濃度 「17」、 間 隔 「10」 に 設定 
本 || る の 失 面 色 を 設定 し まし た 


「 レ イヤ ー108」 と 「 レ イヤ ー109」 を 
結合 し 、 レ イヤ ー 名 を 「 光 色調 整 」 に 変 
更 し ます 。 こ の 「 光 色調 整 」 レ イヤ ー を 
選択 し 、 キ ャ ラク ター の 瞳 部 分 の み を 
「 消 し ゴム (ハー ド )」 ツ ー ル で 消す こ 
と で 、 瞳 の 印象 を 強く し ます 。 


回 
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D「 光 色調 整 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


②「 消 し ゴム (ハー ド )」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 
「10.1」、 最 小 半径 「5」、 濃 度 「100」、 間 隔 「10」 
に 設定 し まし た 


と 陳列 物 の 着色 


モチ ベー ショ ン が だ いぶ 補充 で きた 
の で 、 こ こ で 一 旦 、 雰 囲 気 を 整え る 作 
業 は 中 断 し 、 棚 の 細部 を 描い て いき 
ます 。 薄 く 表示 させ て いた 「 ラ フ 」 レ イ 
ヤー を 非 表 示 に し ます 。 


『 ラ フ 」 レ イヤ ー を 
非 表 示 に し まし た 


棚 の 表面 に こげ 茶 で 木目 の タッ チ を 入 
れ ま す 。 


①「 背 景 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 
②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 
学 _』「10.5」、 濃度 「78」、 間 隔 「15」 で 設定 し まし た 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 
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| 


左側 に 扉 付 き の 棚 を 2 つ 増 や し まし 
た 。 同 じ よ うに 木目 の タッ チ を 加え ま 
す 。 


)2 


①「 痛 景 1」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


②「 鉛 策 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 
「10.1」、 濃度 「58」、 間 隔 「15」 で 設定 し まし た 


国 和 | 3 洛 画 色 を 設定 し まし た 
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通常 レイ ヤー「 レ イヤ ー1 14」 を 新規 
作成 し 、 棚 の 骨董 品 の ラフ 線 を 描き ま 
す 。 ラ フ を 描い た ら レ イヤ ー の 不透明 
度 を 23% に 下げ ます 。 


エ を 作成 し まし た 


04 


②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半 
径 「10.5」、 濃 度 「78」、 間 隔 「15」 に 設定 
し まし た 


右側 の 棚 に ある 狐 面 か ら 描い て いき ま 
す 。 棚 の 内 部 を 、 薄 く 紫 で 塗り ます 。 


)5 


①「 骨 工 品 類 」 レ イ 
ヤー を 新規 作成 し 
ます 

② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 
半径 「47.5」、 濃 度 「100」、 間 隔 「1 5」 で 設定 し ま 
し た 


黄色 が か っ た 白色 で 狐 面 の 概 形 を 描 
きま す 。 影 部 分 に こげ 茶 を 入れ て 形 を 
作っ て いき ます 。 
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① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 
半径 「1 7.8」、 濃 度 「64」、 間 隔 「15」 で 設定 し ま 
し た 


LL 


② 概 形 を 描き まし た ③ 造 形 に 沿っ て 塗り ま 
し た 
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狐 面 の 柄 を 描き 込み ます 。 ひ と 癖 ある 
造形 に し た く て 、 目 と 口 を それ ぞ れ 封 
印 し まし た 。 立 体感 を 出す た め に 、「 加 
算 」 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 光 を 塗っ 
て 不透明 度 を 下げ た ら 、「 背 景 2」 レ イ 
ヤー と 結合 し ます 。 下 の 狐 面 の アゴ が 
ゆがん で いる と 感じ た の で 、「 自 由 変 
形 」 ツ ー ル を 使っ て 調整 し ます 。 
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D 加 算 レ イヤ ー 
「 レ イヤ ー118」 
を 作成 し 、 不 透明 
度 を 下げ ます 

5⑤「 レ イヤ ー118」 
と 「 背 景 2」 レ イ 
ヤー を 結合 し ます 


②「 エ アー ブラシ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 
時 | 半径 「223.6」、 濃 度 「4」、 間 隔 「12」 に 設定 し ま 
し た 


棚 の 奥 に 、 青 い 布 を 敷き まし た 。 
0 


①「 背 景 :』 レ イヤ ー 
を 選択 し まし た 


PE ②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「19.9」、 濃 度 
「82」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


彫る ③ 換 画 色 を 設定 し まし た 


骨董 品類 を 黙々 と 描い て いき ます 。 右 
の 下 の 段 に 小皿 類 が 入っ て いる 箱 を 
描き まし た 。 


④ 柄 を 描き 、「 加 算 」 レ イ @⑥ 下 の 狐 の あご を 修正 
ヤー に 光 を 塗り まし た し ます 


左側 の 下 の 段 に は 金属 で 作っ た 蝶 の 
ブロー チ を 置き まし た 。 少 し 古い 金属 
と いう 設定 な の で 、 ハ イラ イト は 鈍 め 
で す 。 
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画面 の バラ ンス が 悪い と 感じ た の で 、 
蝶 の プロ ー チ の 隣 に ある 棚 の 扉 を 「 多 
角形 選択 」 ツ ー ル で 囲っ て 消し 、 も う ひ 
と つ 内 部 が 見 える 棚 を 作り ます 。 奥 行 
き と 、 影 を 描き 込み ます 。 


| 1 


| -] 「 多 角形 選択 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


蝶 の ブロ ー チ の 隣 に は 、 毒 を 描く こと 
に し まし た 。 ハ イラ イト を 入れ て 、 ツ ヤ 
感 を 出し ます 。 立 体感 を 強調 する よう 
に 、 埋 の 形 に 沿っ た タッ チ を 入れ て い 


ます 。 


「 骨 董 品類 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


「 乗 算 」 レ イヤ ー「 レ イヤ ー123」 上 
に 電 の 柄 を 描き 込み ます 。 レ イヤ ー の 
「 透 明 部 分 を 保護 」 に チェ ッ ク を 入れ 
た 後 、 喜 の 奥 に 回 り 込む と ころ に 暗い 
水色 を 、 奄 の 手前 側 に 張り だ し て いる 
面 に 明る い 水 色 を 塗り ます 。 こ れ で 立 
体感 が 強調 され まし た 。 さ ら に 、『 加 
算 」 レ イヤ ー「 レ イヤ ー124」 を 作成 
し 、 電 の 張り 出し た 面 に 光 を 入れ ます 。 


ZO "dvD 
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「 レ イヤ ー123」 と 「 レ イヤ ー124」 を 「 レ 
イヤ ー」 メ ニュ ーー っ 「 レ イヤ ー の 結合 」 で 
「 骨 董 品類 」 レ イヤ ー に 結合 し 、 電 の 
輪郭 線 を 「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 整え ます 。 


D「 骨 墓 品類 」 レ イ 
ヤー に 結合 し まし 


た 


= ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 
| 半径 「13.9」、 濃 度 「81」、 間 隔 「15」 に 設定 し ま 
し た 


右上 の 棚 の 本 を 描き ます 。 下 段 の 本 
棚 を 描い た 時 と 同じ 手順 で す 。 輸 郭 を 
「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 描い て か ら ベ ー ス の 
色 を 塗り 、 細 部 を 描き 込ん で いき ます 。 


「 骨 董 品類 」 レ イ 
ヤー を 選択 し ます 


右側 の 棚 に 置か れ た ピン ク 色 の 皿 を 
描き ます 。 ベ ー ス は 「 骨 董 品類 」 レ イ 
ヤー で 塗っ て いま す 。 上 部 に 「 エ アー ブ 
ラ シ 」 ツ ー ル で 紫色 の 影 を 入れ ます 。 


ー 描画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 
Li 最大 半径 「278.9」、 濃 度 「3」、 間 隔 「1 2」 に 設定 
し まし た 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 皿 の 模様 を 
描き 込み ます 。 模 様 部 分 は 「 透 明 部 分 
に 保護 」 に チェ ッ ク を 入れ 、「 エ アー ブ 
ラ シ 」 ツ ー ル で 影 を 入れ ます 。 


「 乗 算 」 レ イヤ ー 
「 レ イヤ ー 127」 
を 作成 し まし た 
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電 と 同じ 手順 で 、 お 柳 を 描き ます 。 


D「 骨 董 品類 」 レ 
イヤ ー を 選択 し 、 
ベ ペース を 描き ます 


②「 レ イヤ ー128」 を 新規 作成 し て 柄 を 描き 、「 骨 募 品類 」 
レイ ヤー に 結合 し ます 


「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 新規 作成 
し 、 全 体 の バラ ンス を 見 な が ら 、 棚 の 
各所 に 「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 茶色 
を 追加 し ます 。 こ うす る こと で 、 棚 の 内 
部 と 外部 の 色 が な じみ ます 。 


床 白 2 イル 


Dr レイ ヤー131」 
を 作成 し 、 不 透明 
度 を 「56%」 に 調 
整 し まし た 


② 括 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
を 最大 半径 「258.7」、 濃 度 「4」、 間 隔 「12」 に 設 
定 し まし た 


右側 の 引き 出し と 左側 の 観音 開き の 
扉 に 、 取 っ 手 を 付け ます 。 ま ず は パー 
ス 定 規 に スナ ッ プ させ て 、 取 っ 手 の 位 
置 の ガイ ド 線 を 描き ます 。 


D「 定 規 」 バ ネル 
で 二 点 透視 法定 規 
「 定 規 3」 に スナ ッ 
プ さ せま す 

②「 レ イヤ ー132」 
を 作成 し まし た 。 
ここ に ガイ ド 用 の 
バー ス 線 を 引い て 
いき ます 


③ 棚 の 色 が な じみ まし た 


ny 用 し 3 


③ 取 っ 手 の ガ イド 線 を 引き まし た 


121 


Z0 "mwD 


「 レ イヤ ー132」 の 不透明 度 を 39% に 
下げ ます 。 そ の 上 に 「 取 っ 手 」 レ イヤ ー 
を 新規 作成 し 、 取 っ 手 を 描き 込ん で い 
きま す 。 装 飾 が 細か く 施 され た 金属 に 
見 える よう に 、 筆 圧 を 弱く し た り 強 くし 
た り し て 、 グ ネ グ ネ と し た タッ チ を 出し 
な が ら 塗 り ま す 。 下 部 に 暗く 輪郭 線 を 
描き 、 金 属 の 立体 感 を 出し て いま す 。 
白 で キュ ッ と ハイ ライ ト を 入れ まし た 。 


②「 取 っ 手 」 レ イ 
ヤー を 作成 し まし 
た 


⑰「 レ イヤ ー132」 の 不透明 度 を 


「39」 に 調整 し まし た 


| 吾 ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
[| 径 「7.6」、 濃 度 「100」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


Tl 


「 透 明 部 分 を 保護 」 を チェ ッ ク し 、 取 っ 
FE の 右側 に ほん の 少し 紫色 の 影 を 入 


れ ま す 。 同 じ よ うに し て 、 他 の 取っ 手 も 
描い て いき ます 。 


D「 透 明 部 分 を 保護 」 を オン に し まし た 


羽織 の 上 の ビー 玉 と 花札 を 「 乱 形 塗 り 
つぶ し 」 ツ ー ル で 塗り ます 。 花 札 を 緑 混 
じ り の 黒 、 ビ ー 玉 を 水色 ・ ピ ンク ・ 黄 色 
で 塗り 分 け ま し た 。 


3 
ノ 


D「 小 物 2Z」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


④ 取 っ 手 を 描き 込み まし た 


る ②「 筐 形 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 各 描 
画 色 で 小物 を 塗り ます 


椿 と 小物 の 着色 
01 4 レイ 」 レ イヤ ー を 


し 、 達 磨 花瓶 部 分 に 「 エ アー ブラ シ 」 選択 し まし た 
ツー ル で ピン ク 色 を 加え 、 色 を 濃く し 
まし た 。 


ーー ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
議員 大 半 程 「213.5」、 濃 度 「68」、 間 隔 「12」 に 
ーー 設定 し まし た 


椿 の 花弁 部 分 に も 「 エ アー ブラ シ 」 
ツー ル で 赤 を 塗り 、 色 を 濃く し まし た 。 


ZO "edvD 


「 小 物 オ ー バ ー レ 
イ 」 レ イヤ ー 上 に 赤 
を 塗り ます 


] 


03 


金魚 の 奥 側 の 雛 飾り に 影 と ハイ ライ ト ア - ⑤「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 は 
を 加え まし た 「6.5」、 濃 度 「70」 に 設定 し まし た 


D「 節 り ・ 奥 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


凍 和 | ⑤ 拓 画 色 を 設定 し まし た 


②「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし 
た 。 最 大 半径 は 「67.7」、 濃 度 「44」、 間 
隔 「12」 に 設定 し まし た 


④ 加 算 レ イヤ ー「 レ イヤ ー135」 
レイ ヤー を 作成 し まし た 


③ 黒 で 影 を 描き 加え まし た (⑦ ハ イラ イト を 描き 加え まし た 
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「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 棚 の 下 
部 と 床 の 奥 あたり に 、「 エ アー ブラ シ 」 
ツー ル で 影 を 入れ ます 。 


①⑪「 床 の 影 」 レ イ 
。 ヤー を 新規 作成 
床 白 タ イル し 、 合 成 モ ー ド を 
190%% 林 準 「 乗 算 」 に し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
を 最大 半径 「208.5」、 濃 度 「26」、 間 隔 「12」 に 設 
定 し まし た 


「 レ イヤ ー1 37」 を 新規 作成 し 、 奥 の 背 
景 全 体 に 青 を 塗り ます 。 そ し て 、 合 
モー ド を 「 乗 算 」 に 、 不 透明 度 を 31% 
に し まし た 。 画 面 身 の 色 を 落ち 着 か せ 
る た めで す 。 

①" 不 透明 水彩 ツー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 


「72.8」、 濃 度 「36」、 の ば し 効果 「72」、 ぼ か し 効果 
「46」、 影 響 距離 「56」、 間 隔 「26」 に 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 


合成 モー ド を 「 ス クリ ー ン 」、 不 透明 度 


「 背 景色 調整 」』 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 


を 「15%」 に 設定 し て 奥 の 背 景 全 体 
に 、 青 色 を 塗り ます 。 奥 の 背景 が 白く く 
すん だ よう な 感じ に な っ て 、 画 面 が 見 


や すく な り ま し た 。 


①「 背 景色 調整 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


(②「 不 透明 水彩 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 
「72.8」、 濃 度 「36」、 の ば し 効果 「72」、 ぼ か し 効果 
「46」、 影 響 距離 「56」、 間 隔 「26」 に 設定 し まし た 


③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


椿 の 葉 の 色 が 薄い と 感じ た の で 、 椿 の 
部 分 を 選択 し て コピ ーー「 貼 り 付け 」 
し た レイ ヤー を 「 乗 算 」 モ ー ド に し て 、 
色 を 濃く し ます 。 


③ 合 成 モ ー ド を 「 乗 算 」 モ ー ド に 変更 し まし た 


花札 を 描き ます 。 自 分 で 作っ た 花札 の 
柄 素材 を 貼り 付け 、「 自 由 変 形 」 で 札 
の 形 に 沿っ て 変形 させ ます 。 裏 返し に 
な っ て いる 花札 の 輪郭 を 調整 し 、 少 し 
厚み が ある よう な 感じ に し ます 。 


「 背 景 影 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 窓 か ら 
の 光 が 当 た っ て いる 棚 の 部 分 に 、「 エ 
アー ブラ シ 」 ツ ー ル で 赤 を 加え ます 。 


①「 背 景 影 」 レ イ 
ヤー を 選択 し まし た 


②「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 
「344.2」、 濃 度 「55」、 濃 度 「55」、 間 隔 「12」 に 設 
定 し まし た 


| ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 
a 


D 構 部 分 を 選択 し 、 コ ④ 椿 の 色 が 濃く な り ま し 
ピー し まし た た 


PEE 
し た 
(ES) px 】 


花札 の 柄 の オリ ジ ナ ル 素 材 「hanahuda.psd」 を Web サ 
イト (6 ペー ジ 参 照 ) か ら 入 手 可能 で す 
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羽織 の 柄 を 描き 込み ます 。 ア タリ を 描 
いた 「 着 物 模様 ラフ ュ レ イヤ ー の 上 に 
「 着 物 模様 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 
柄 を 描き 込ん で いき ます 。 筆 者 は 、 実 
際 に 存在 する 伝統 的 な 着物 の 柄 を 組 
み 合 わせ な が ら 描い て いま す 。 布 の 起 
伏 に 柄 が 合う よう 注意 し な が ら 、 描 き 
込ん で いき ます 。 こ うい う 細 か い 起 伏 
は 、 素 材 を 貼り 込む こと で は な か な か 
表現 で き な い の で 、 な る べく 自分 で 描 
く よ う に し て いま す 。 


p mS 


② ざ っ くり と 、 ど こ に 柄 を 描く の か アタ リ を 搭 き ます 


金魚 の 浮き お も ちゃ の 影 を 入れ まし た 。 
これ で 描き 込み が ほぼ 終了 し まし た 。 
あと は 、 細 か い 加 筆 修正 と 、 色 の 調整 
で す 。 自 分 が 納得 する まで 続け ます 。 
細部 を 加筆 し 、 全 体 の バラ ンス を 見 
て 、 色 の フィ ルター を 加え た ら 、 ま た 全 
体 の バラ ンス を 見 て 、 と いう こと を 繰り 
返し ます 。 ず っ と この 作業 を し て いる と 
絵 の 良し 悪し が 分 か ら な く な る の で 、 
少し 時 間 を あけ て か ら 作業 を 再開 する 
と 、 自 分 の 絵 を 客観 的 に 見 る こと が で 
きま す 。 


し | を 作成 し まし た 
ヤー を 人 し まり 
| ヤー を 作成 し まし た 


ヽ A 
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④ 金 拉 布 地 の 質 感 を 目指 し 、 柄 に ほん の 少し 立体 感 を 出 
す よ う 心 が け ま し た 


5 羽織 の 内 側 や 、 他 モチ ー フ の 影 で 暗く な っ て いる 部 分 
は 、 周 り の 布 の 明度 に 合わ せ 、 柄 も 暗め で す 


「 差 し 込む 光 」 レ イヤ ー に 、 花 瓶 の 椿 に 
ハイ ライ ト を 追加 し ます 。 


ベ ペース 色 だ け 塗 っ て 放置 し て いた ビー 
玉 を 描き 込み まし た 。 


BB …-。 まま PPWW 箇 
を 選択 し まし た 
= ② 描 画 色 を 適宜 変更 し な が ら 描 きま す 。「 鉛 


還 | 生 」 ソ ー ル を 最大 半径 「17.4」、 濃 度 「68」、 問 隔 
「15」 に 設定 し まし た 


羽織 の 内 側 に ある 柄 に 、 薄 く 暗 い 赤 を 
の せ 、 外 側 の 柄 の 金糸 部 分 に ハイ ライ 


ト を 足し まし た 。 
④「 レ イヤ ー149」 
を 作成 し 、 合 成 モー 
本 1 | 9 円 ド を 「 加 算 」 に 設定 
に | io09% 禁 準 = し まし た 


D「 着 物 模様 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


_ の 失 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 
剛 | * 邊 "57.7」、 濃 度 「50」、 間 隔 「15」 に 設定 し ま 
し た 


] 


La 


描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 
半径 「19.1」、 濃 度 「100」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し ま 
し た 


$ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「4.9」、 濃 度 「92」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 
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「 ソ フト ライ ト 」 レ イヤ ー を 新規 作成 
し 、 画 面 内 の 赤い 部 分 に 「 エ アー ブラ 
シ 」 ツ ー ル で 赤 を 塗り 、 色 を 強調 し ま 
す 。 時 計 の 七宝 焼き 部 分 に も ピン ク 色 
を 塗り 、 彩 度 を 高く し まし た 。 


園 "mi | 「 が 追加 」 レ イヤ ー 
P34 | を 選択 し まし た 


制服 の 色 が 薄い の で 、「 ソ フト ライ ト 」 
レイ ヤー を 作成 し 、「 透 明 水彩 」 ツ ー ル 
で 影 部 分 を な ぞ り 、 色 を 濃く し ます 。 


①「 レ イヤ ー151」 
を 作成 し まし た 


@ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 透 明 水 彩 」 ツ 

を 最大 半径 「118.0」、 濃 度 「36」、 の ば し 効果 

| 「72」、 ほ か し 効果 「46」、 影 響 距離 「56」、 問 隔 
「1 5」 に 設定 し まし た 


[時 


「 差 し 込む 光 」 レ イヤ ー を 選択 し ます 。 
台座 上 面 に ハイ ライ ト を 追加 し ます 。 


お | ①「 差 し 込む 光 」 レ 

加 豆 | イヤー を 選択 し ま 
し た 

② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー ブラ シ 」 ツ ー ル 

を 最大 半径 「123.0」、 濃 度 「7」、 間 隔 「12」 に 設 

定 し まし た 


犬 張子 頭 部 の 黒 を 濃く し まし た 。 


画 描画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 
し 「52.7」、 濃 度 「72」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


本 


「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 新規 作成 
し 、 和 飾り 雛 の と ころ に オレ ンジ 色 を の 
せ 、 温 か み の あ る 色 に し ます 。 


| ①" レ イヤ ー155」 
+ 上 | を 作成 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アー プラ シ 」 ツ ー ル 
を 最大 半径 「198.4」、 濃 度 「7」、 間 隔 「12」 に 設 
定 し まし た 


文字 盤 の 周り に 和 柄 の テク ス 
チャ を 貼り ます 。 こ れ は 、 サ ー ク ル 
STARWALKER STUDIO さ ま の 素材 
集 『 日 本 の 伝統 文様 素材 集 1』 に 収録 
され て いる 「029」 を 使用 し て いま す 。 


テク スチ ャ を 貼り 込 
み ま し た 


木材 部 分 の 素材 感 を 出す た め 、 実 際 
の 木材 を 撮っ た 写真 を 、 テ クス チャ と 
し て 貼り ます 。 パ ー ス に 沿っ て 、 木 材 
部 分 を 覆う よう に 素材 を 貼り 付け ます 。 
「 時 計 木 パー ツ 」 レ イヤ ー の 、 描 画 さ 
れ て いな い 領 域 を クリ ッ ク す る と 、 描 
画 さ れ て いな い 和 領域 が 自動 選択 され 
ます (「 自 動 選 択 」 の 表示 画像 チェ ッ ク 
ポッ クス は オフ に し て お きま す )。「 編 
集 」 メ ニュ ーー「 消 去 」 で 、 選 択 領域 内 
の テク スチ ャ を 一 気 に 削 除 し ます 。 文 
字 盤 部 分 な ど は 手動 で 消し て いき ま 


テク スチ ャ を 貼り 
込み まし た 


② 描 画 し て な い 部 分 を 選択 し まし た 


STARWALKER STUDIO 
http://starwalkerstudio.com/ 
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中 テス チャ の ヒビ イヤ ー モ ー ド を オー 間 胃 圏 ロロ 


バー レイ に 変更 し ます 。『 指 先 ( 拡 散 )」 ①「 レ イヤ ー1」 を 「 オ ー バ ー レ イ 」 に 変更 し まし た 
ツー ル で 、 木 彫り の 浮き 出 て いる 箇所 


を な ぞ り 、 テ クス チャ を な じ ま せ ます 。 ②「 指 先 (拡散 ) 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 


「85.1」、 濃 度 「80」、 間 隔 「19」 に 設定 し まし た 


す 。 木 彫り の 立体 感 が 出る よう に 、 明 る 「16.1」、 濃 度 「100」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 
い 面 と 暗い 面 を 描い て いき ます 。 


棚 の 下部 に 、 木 彫り の 模様 を 追加 し ま | レク] ②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 最 大 半径 


背景 | ①「 背 景 3」 レ イヤ ー 
に 上 | を 選択 し まし た 


七宝 焼き の まわ り の 金属 部 分 に 、 テ 
クス チャ を 貼り ます 。 以 前 制作 し た イ 
ラス ト の 一 部 を 切り 出し て 作っ た 、 宝 
石 の よう な 氷山 テク スチ ャ で す 。「 選 
択 範囲 」 ツ ー ル で 不要 な 部 分 を 削除 
し 、「 オ ー バ ー レ イ 」 モ ー ド 、 不 透明 度 
50% で 貼り 付け まし た 。 こ れ で 金属 部 
分 が 、 深 み の ある 複雑 な 色合い に な り 
まし た 。 


Sm 


氷山 テク スチ ャ の オリ ジ ナ ル 素 材 「hyouzan.psd」 を 
Web サ イト (6 ペー ジ 参 照 ) か ら 入 手 可 能 で す 


「 少 女 加 筆 1」 レ イヤ ー を 選択 し ます 。 
手袋 の ヒモ 部 分 を 描き 足し まし た 。 


① 搭 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
径 「7.5」、 濃 度 「100」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 
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画面 全体 に に テク スチ ャ を 貼り 込み ま 
す 。 こ れ は 、 水 彩色 鉛筆 で 幾 筋 も 色 を 
塗り 重ね て か ら 、 水 で 円 を 描い た も の 
を スキ ャ ナ で 取り こみ まし た 。 す ご く 
気に入っ て いる テク スチ ャ で 、 毎 回 絵 
の 仕上 げに は この テク スチ ャ を 使っ 
て いま す 。 手 描き の も の を 取り 込ん で 
貼る こと で 絵 に アナ ログ っ ぽ さ が 出 ま 
す 。 レ イヤ ー モ ー ド は 「 ス クリ ー ン 」、 
不透明 度 「2 1%」 で 重ね ます 。 こ の テ 
クス チャ レイ ヤー を 複製 し 、 今 度 は レ 
イヤ ー モ ー ド を 「 オ ー バ ー レ イ 」、 不 透 
明度 「1 5%」 で 重ね ます 。「 フ ィ ル タ 」 メ 


15 


回 


ニュ ー つ 「 色 調 補正 」 っ 「 色 相 ・ 彩 度 」 ® 
を 開き 、「 彩 度 」 を 「-100」 に 設定 し ま 
す 。 " 
テク スチ ャ の オリ ジ ナ ル 素 回 胃 選 EE し 」 
材 「nigijpg」 を Web サ イト |  、 ail e+e9 一 
(6 ペー ジ 参 照 ) か ら 入 手 5 ーー 。 
可能 で す so ご ーー 
トー 
不 授 明度 を 「21」、「 ス クリ ー ン 」 ーー り 
モー ド に 変更 し まし た 5 
「 テ クス チャ 」 レ イヤ ー を 複製 し 、 
不透明 度 を 「15」、「 オ ー バ ー レ 彩 度 を 「-100 に 設定 し まし た 


イ 」 モ ー ド に 変更 し まし た 


「 ス クリ ー ン 」 モ ー ド の レイ ヤー を 重ね 
た こと で 髪 色 が 淡く な りす ぎ て 黒髪 っ 
ぽ さ が な く な っ て いた の で 、 少 女 の 髪 
部 分 を 「 消 し ゴム 」 ツ ー ル で 消し まし 
た 。 

「 消 し ゴム 」 ツ ー ル を 選択 し 、 最 大 半径 「18.9」、 


21 最小 半径 「5」、 濃 度 「1 00」、 間 隔 「10」 に 設定 し 
まし た 
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「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 新規 作成 
細い 台座 の 木彫 り 部 分 の 影 を な ぞ っ て 
強調 させ ます 。 


較 | 


る ②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「8.4」、 濃 度 「100」、 
間隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


D「 レ イヤ ー169」 
を 作成 し まし た 


男 ⑧ 描 画 色 を 設定 し まし た 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 画 面 の 
数 か 所 に 、 光 の つぶ を 飛ば し ます 。 こ 
れ は 、 少 女 漫画 で よく 使わ れる いわ ゆ 
る 「 ホ ワイ ト を 飛ば す 」 と いう 表現 方 法 
で す 。 空 気 の 流れ を 作っ た り 、 画 面 を 
キラ キラ 華やか に し た り 、 密 度 を 上 げ 
た り で きる 、 な か な か 万 能 な 技法 で す 。 
この 光 の つぶ レイ ヤー の 「 透 明 部 分 を 
保護 」 に チェ ッ ク を 入れ 、 虹 の グラ デー 
ショ ン を か け ま す 。 色 合い が 複雑 に な 
り ま し た 。 


間 較 の 語 | 


①「 レ イヤ ー171」 を 作成 し 、「 加 算 」 モ ー ド に 変更 し まし 
た 。「 透 明 部 分 を 保護 」 を オン に し まし た 


刀 部 分 に に 、 さ き ほ ども 使用 し た 氷山 テ 
クス チャ を 「 オ ー バ ー レ イ 」 モ ー ド 、 不 
透明 度 62% で 貼り 込み ます 。 あ えて 居 
辺 に は みだし た テク スチ ャ も その まま 
に し て お き 、 刀 の 輪郭 が 周囲 に 溶け 出 
す よ うな 、 和 柔らか い 雰 囲 気 を 作っ て い 
ます 。 


テク スチ ャ を 貼り 
| 込む レイ ヤー を 作 
成 し ま し た 


②「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 最大 半径 「1 1.1」、 濃 度 
「100」、 間 隔 「1 5」 に 設定 し まし た 


時 計 部 分 に 、 鉱 物 の テク スチ ャ を 貼 
り 込 み ま す 。 こ れ は 、 漫 画家 の 演 元 隆 
輔 先生 が 、 ツ イッ ター で 配布 し て らし 
た も の で す 。 商 用 利用 も OK と の こと 
で 、 と て も 重宝 し て いる テク スチ ャ で 
す 。「 オ ー バ ー レ イ 」 モ ー ド 、 不 透明 度 
50% で 貼り 込み まし た 。 石 の テク ス 
チャ を 貼っ た こと で 、 こ の モチ ー フ 自体 
が どっ し り 重 み を 持っ た か の よう で す 。 


机 の 裏 部 分 が 薄い と 感じ た の で 、 
r オ ー バ ー に = 5 

SUP を 新規 作成 D「 レ イヤ ー176」 を 新規 作成 し 、 合 成 モー ド を 「 オ ー 
し 、 机 の 裏 部 分 を こげ 茶 で 塗り つぶ し バー レイ 」 に し まし た 

に YY も nr _ の 描画 色 を 設定 し まし た 。「 銅 筆 」 ツ ー ル を 最大 
「 時 計 台 柄 加筆 」 レ イヤ ー と 結合 し ま 園 へ | * 科 "15.5」、 濃 度 「100」、 問 隔 「15」 に 設定 し ま 


す 。 し た 


と て も と て も 今更 で す が 、 キ ャ ラク ター 
の 右足 が 長 す ぎる よう な 気 が し て きま 
し た ……。「 レ イヤ ー1」 を 複製 し 、 選 択 
ツー ル で 右足 先端 の み を 囲っ て 、「 自 
由 変 形 . ツ ー ル で ゆ が ま せま す 。 周 り を 
「 鉛 筆 」 ツ ー ル で 描き 足し まし た 。 


ZO dp 
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「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 キ ャ ラ 
クタ ー の 瞳 に 水色 の キラ キラ を 描き 、 
印象 を 強め まし た 。 ま た 、 瞳 の 下部 を 
加筆 し 、 気 持ち 大 きめ の 瞳 に 修正 し ま 
し た 。 


「 瞳 きら きら 追加 」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


レイ ヤー を 新規 作成 し 、 七 宝 焼き 部 分 
に 「 鉛 筆 」 ツ ー ル で タッ チ を 加え ます 。 


D「 七 宝 加筆 」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


| 自 ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
L 


径 「3.4」、 濃 度 「97」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し て 、 本 棚 
の 本 の 固有 色 を 上 か ら 塗 り 、 濃 度 を 強 


くし ます 。「 色 」 の 印象 が 強まり まし た 。 


ト 欄 志度 音 
bE 


「 本 棚 濃 度 調整 」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 靴 の 一 
部 に こげ 茶 を 塗り まし た 。 


①⑪「 靴 の いる 」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


| 前 ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 鉛筆 」 ツ ー ル を 最大 半 
一 径 「3.4」、 濃 度 「97」、 間 隔 「15」 に 設定 し まし た 


較 | レイ ヤー を 新規 作成 し 画面 上 か ら 薄 

オレ ンジ 透明 の グラ デー ショ ン を か 
け ま す 。 瞳 や 、 髪 の 毛 の 一 部 に 掛か っ 
た グラ デー ショ ン は 「 消 し ゴム 」 ツ ー ル 
で 消し て いま す 。 


レル イヤー? 
100% 標準 


「 レ イヤ ー196」 を 新規 作成 し 、 合 成 モー ド を 「 ス クリ ー 
ン 」、 不 透明 度 を 「15%」 に し ます 。「 消 し ゴム 」 ツ ー ル で 消 
し た 後 、「 加 算 」 モ ー ド に 変更 し まし た 


Photoshop CS 5 に 移り 、 最 終 の 色 
調整 を 行い ます 。「 カ ラー バラ ンス 」 で 、 
カラ ー レ ベル を シア ン ヘ へ 「 一 15」 し まし 
た 。「 ト ー ン カー ブ 」 で 、 画 面 全体 を ほ 
ん の すこ し 明る くし まし た 。 


0 


色 に よる 視線 誘導 

今回 の 構図 で は 、「 赤 色 」 が 重要 な 役割 を 
担っ て いま す 。 は じ め に 目 に つく キャ ラク 
ター の 上 顔 か ら 羽 織 の 赤色 に 沿っ て 、 視 線 は 
下方 へ 流れ ます 。 そ し て 犬 張子 の 柄 の 赤色 
を 経て 、 左 上 の 金魚 飾り に 視線 は ジャ ンプ 。 
そこ か ら ま た 赤色 に 沿っ て 視線 は 流れ …… 
と 、]1 枚 の 絵 の 中 を 視線 が ルー プ す る よう 
に 、 構 図 を 設計 し て いま す 。 こ うす る こと で 、 


Peoeo ii 


一 度 こ の 絵 に と ら えた 閲覧 者 の 視線 を 逃さ 
ず じ っ くり 見 て も ら う こと が で きま す 。 

イラ スト の 構図 に 確固 た る 正解 は あり ませ 
ん 。 こ の 構図 も 、 自 身 の 絵 柄 や 描き 方 を ふま 
えて 作り 出し た も の で す 。 本 書 は 、 皆 様 が そ 
れ ぞ れ の 「 正 解 」 を 見 つけ る た め の ヒ ント と 
受け 取っ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


ZO dp 


以上 で 完成 で す 。 
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CLIP STUDIO PAINT PRO で イラ スト 作成 
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CHApre. 


CLIP STUDIO PAINT PRO を 起 
岡 動 し ます 。 キ ャ ン バ ス を A3、350dpi 

で 新規 作成 し 、 ま ず は パー ス 、 モ 

チー フ の 配置 を 描き 出し て み ま す 。 


① ラ フ 用 の 「 レ イ 
ヤー1 」 を 作成 し 
まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 濃 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 
選択 し 、 ブ プラ シ サ イズ 「51.3」、 硬 さ 「63」、 ブ ラ シ 
濃度 「85」 に 設定 し まし た 


図 ざっ くり と 描い た 大 ラフ を ガイ ド に 、 


「 パ ー ス 定規 」 を 設定 し ます 。 下 
描き 制作 時 に ガイ ド に な る よう に 、 
パー ス 線 に 沿っ て 何 本 も 線 を 引い て 
お きま す 。 


② ラ フ を 描い た 
「『 レ イヤ ー1」 の 
不透明 度 を 「23」 
に 下げ まし た 


① パ ー ス 線 を 引 
く た め 、「 レ イヤ 
ー2」 を 作成 し ま 
し た 


CLIP STUDIO PAINT PRO で イラ スト 作成 


CHAPTER.3 で は 、CLIP STUDIO PAINT PRO を 使っ て 、 線 画 か ら イ ラス ト の 
着 彩 、 完 成 ま で の すべ て の 手順 を 解説 し ます 。 「 グ リザ イ ユ 画 法 」 と 呼ば れる 着 彩 
テク ニッ ク を 使っ て 、 飛行 船 や 歯車 と いっ た 複雑 な 人 工 物 や 、 海 や 雲 な どの 自然 
物 を 含む 風景 描い て いき ます 。 


大 ま か な ラ フ を 描き ます 


③「G ベ ペン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ プラ シ サ イズ 
「20.4」、 不 透明 度 「86」、 ア ンチ エイ リア ス 「 中 」 
に 設定 し まし た 


(④ バ ー ス 線 を 引き まし た 
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イラ スト の 世界 観 を 設定 する 

筆者 は 、 世 界 観 を 見 せる よう な イラ スト を 撮っ た 、 ビ ッ グ ベン 周辺 の 写真 で す 。 画 面 
描く 際 は 、 細 か い 世 界 観 設定 を 作り 込ん で の パー ス 感 は 、 資 料 用 の 写真 か ら ヒ ント を 
いま す 。 た だ し 、 基 本 的 に 人 に 見 せる こと は 得る こと も 多い で す 。 

し ませ ん 。 な ぜ か っ て それ は も ちる ん 中 二 


病 全開 で 恥ず か し いか ら で す 。 

し か し 、 本 書 は "イラ スト の 全 工 程 を 公 
開 す る "と いう 趣旨 な の で 、 恥 を 忍 ん で 
CHAPTER.03 の イラ スト の 世界 観 設定 を 
公開 し ます 。 

ちな み に 、 今 回 パー ス 設 定 の イメ ー ジ 
ソー ス と な っ た の は 、 ロ ンド ン の 旅行 中 に 


幾 百 の 飛行 船 で 構成 され た 、 空 を 飛ぶ 国 " ヴ ィ ル スニ ー レ "。 基 本 的 に 、 地 上 の 
国々 と は 没 交 渉 と な っ て いる 。 だ が 持ち 前 の 高い 技術 力 で 制作 し た 時 計 や 工芸 品 
を 売っ た り 、 国 か ら 国 へ 荷物 や 人 を 運ぶ こと で 、 地 上 の 国々 と 経済 的 な 関わ り を 
持っ て いる 。 ご く 稀 に 地上 人 を ヴィ ルス ニー レ の "国民 "と し て 、 迎 え 入れ る こと も 
ある 。 た だ し 、 国 民 と し て 迎え 入れ られ る た め の ハ ー ド ル は 高く (工業 分 野 に ず ば 
ぬけ た 能力 を も っ て いる こと な ど ) 、 そ の 条件 を 満た せな い 者 が どれ だ け 懇 願 し て 
も 、 ヴ ィ ル スニ ー レ 国民 に な る こと は で き な い 。 

他国 の 領空 を 侵犯 し な が ら 進 むこ と に な る の で 、 側 面 に 大 砲 が つい て いる 飛行 船 
な ど 、 万 一 に 備え て 高い 軍事 力も 保有 し て いる 。 し か し な が ら 、 そ も そ も 地 上 文明 
と は 技術 の 発達 度 が まる で 違う た め ( 地 上 は 18 一 19 世 紀 の ヨ ー ロ ッ パ ほど の 文 
明 レ ベル で 、 よ う や く 有 人 飛行 の 実験 が 始め られ た くら い ) 、 わ ざわ ざこ の 飛行 船 
団 に ケン カ を 売る よう な 国 は ほとん ど な い 。 

その オー バー テク ノロ ジー っ ぷり は 、 地 上 の 人 々 か ら す れ ば " 神 の 御 業 "に も 等 し 
く 、 と の 飛行 船団 を 信仰 対象 と し た 宗教 すら 存在 する 。 実 は 、 こ の 飛行 船団 の 始 
祖 は 、 高 度 な 科学 力 を 有する 世界 か ら 、 時 空 旅行 を し て この 地 に 降り 立っ た 科学 
者 の 一 団 。 時 空 旅行 装置 が 壊れ 、 元 の 世界 に 帰れ な く な っ て し まい 、 さ ら に 運 悪 
く 、 当 時 この 世界 で は いわ ゆる "魔女 狩り "が 各地 で 行わ れ て いた 。 見 た 目 も 言動 
も この 地 の 人 々 と 異な る 科学 者 た ち は 、 魔 女 狩り か ら 身 を 守る た め に 、“ 空 "に 逃げ 
た 。 そ れ が 、 こ の ヴィ ルス ニー レ 国 の 始ま り で ある 。" ヴ ィ ル スニ ー レ "と は 、 科 学者 
た ち が 帰 る に 帰れ な く な っ て し まっ た 、 は る か 別 時 空 の 故郷 の 名 前 らし い 。 


人 0 dwD 
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ヴィ ルス ニー レ 国 の 君主 は 世襲 制 で 、 現 在 は 15 代 目 。 イ ラス ト 右 手前 の 女の子 は 
次 期 君主 で 、 三 人 姉妹 の 次 女 。 

0 長女 

本 来 な ら ば 長女 が 君主 の 座 を 継ぐ は ず だ が 、 長 
女 は 誕 放す ぎる 人 性格 で し ょ っ ちゅ う 地 上 に 遊び 
に 降り て は 長期 間 帰っ て こない た め 、 国 民 投票 で 
その 権利 を 剥奪 され た (し か し 、 長 女 本 人 は どこ 
吹く 風 で ある 。 む し る 重い 責務 か ら 逃 れる こと が 
で き て 清々 し て いる 様子 )。 


@ 次 女 

次 女 は 責任 感 が 強く 、 次 期 君主 らし く 振舞 お う 、 
威厳 を 保 と う 、 と する あま り ス トレ ス を 溜め が ちな 
の が 「 見 て て 危な っ か し い 」 と は 長女 の 言 。 生 真 
面目 な 次 女 と 、 寿 放 な 長女 は と て も 仲 が 悪い (本 
当 は 、 大 ら か で 見 識 も 広い 長女 こそ が 君主 に ふ 
さわ し いこ と を 次 女 は 知っ て いる か ら 、 悔 し い の 
だ ) 。 


る 三 女 

ヴィ ルス ニー レ 国 民 に ある まじ き 高 所 恐怖 症 。 
幼児 期 に 事故 で 飛行 船 か ら 落ち か けた こと が 原 
因 。 普 段 は 窓 の な い 自室 で お と な し く 本 を 読ん で 
いる よう な 子 。 地 上 に 降り て 野菜 を 自家 栽培 し な 
が ら ま っ た り 暮 ら す の が 、 将 来 の 夢 。 


一 見 、 こ の よう な 設定 は 絵 の 仕上 が り に アッ プ し ます 。 生 み 出 し た キャ ラク ター に 
関係 な さそ う で す が 、 設 定 を 自分 な り に 決 名 前 や 性 格 を つけ る と 愛着 が 沸く よう に 、 
め て お け ば 、 絵 の 細部 の デザ イン で 迷い 生み 出し た "世界 "に 設定 を つけ る と 、 背 景 
ませ ん し 、 何 より 制作 の モチ ベー ショ ン が まで 楽し ん で 描く こと が で きま す 。 
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パー スガ イド 線 を 薄く 表示 させ な が 
ら 、 ラ フ を 描い て いき ます 。「 空 」 が 画 
面 の 中 に 入っ て いる と 、 空 間 の 広 が 
り を 感じ や ゃ すく な る の で 、 画 面 奥 に 
地平 線 を 設定 し 、 空 の 領域 を 作り ま 


大 ラフ 用 の レイ 
ヤー を 非 表 示 に 
し まし た 


ラフ を 描い た 「 レ イヤ ー2」 の 不透明 度 を 「29」 に 下げ まし た 


この ラフ を 元 に 、 よ り 詳細 な 下 描き に 
図 入っ て いき ます 。 ラ フ で は ざっ くり と 
し た 形 だ け だ っ た キャ ラク ター に 表 
情 や 服装 な ど を 描き 込み ます 。 


還 較 人 | 

員 |:::yy 還 

PE 
(① バ パー ス 線 を 描い 


a た 「 レ イヤ ー1」 の 
| | 12% 通 人 不透明 度 を 「12」 
v1 に 下げ まし た 


②" レ イヤ ー4」 と 
「 レ イヤ ー5」 を 
作成 し まし た 


手前 に 緑色 を 塗り まし た 。 今回 の よ 
うに 構造 が 複雑 な 絵 は 、 混 乱 し な い 
よう に エリ ア ご と に 色分け し て 、 わ か 
りや すく し て いま す 。 


①「 レ イヤ ー4」 
を 選択 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を ブラ 
シ サ イズ 「88.5」、 不 透明 度 「92」 に 設定 し まし た 


NN </ 
飛行 船 を いく つか の か た まり と し て と ら え 、 ど の よう に 配 
置 し た ら バ ラン ス が 良い の か 、 探 っ て いま す 。 全 体 の バラ 
ンス を 考え な が ら ラ フ を 描い て いき ます 


司 | ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を ブラ 
シ サ イズ 「15.5」、 不 秀明 度 「62」 に 設定 し まし た 


④「 レ イヤ ー4」 に キャ ラク ター を 描き まし た 。「 レ イヤ ー 
5」 に は キャ ラク ター の 細部 や 背景 を 描き 込み ます 


③ 一 番手 前 の エリ ア を 緑色 に し まし た 
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「 レ イヤ ー1」 を 選択 し 、 ラ フ を 描き 進 
め ま す 。 し か し 、 こ の まま だ と 手前 の 
キャ ラク ター を 始点 に 地平 線 の 方 へ 
視線 を 誘導 し た い の に 、 視 線 が 秩 を 
伝っ て 左側 に 流れ て し まい ます 。 画 
面 左側 に 屋根 の よう な パー ツ を 追加 
し 、 左 側 へ 向かう 視線 の 流れ を せき 
止め る こと に し まし た 。 こ の 屋根 が な 
いと 、 奥 の 地平 線 へ 向かう 視線 と 、 
棚 に 沿っ て 左側 へ 向かう 視線 と いう 
2 つの 流れ が で き て し まい 、 散 漫 な 
印象 に な っ て し まい ます 。 視 線 誘導 
を 上 手 く 行 わな いと 、“ そ の 世界 に 吸 
い 込 まれ る よう な "印象 が 薄れ て し ま 
う の で す 。 


画面 奥 の 配 置 、 商 の 二 人 の キャ ラク 
ター を 描き 込み ます 。 当 初 次 女 に は 
懐中 時 計 を 持た せ て いま し た が 、 望 
遠 鏡 に 変更 し まし た 。 プ ロペ ラ の 配 
置 で 、 画 面 に リズ ム を 作る よう に 心 
が け ま し た 。 画 面 の 最 奥 に 、 海 を 描く 
こと に し まし た 。 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、「 エ ア 
ブラ シ 」 で ざっ くり と 影 を 落と し ます 。 
明 部 と 暗部 の 差 が は っ きり し て いる 
と 、 要 素 の 多い 絵 で も "締まる "の で 、 
複雑 な 絵 を 描く 時 は 陰影 を は っ きり 
と 描く よう に 心がけ て いま す 。 


①「 乗 算 」 レ イヤ 
ー を 作成 し まし 
た 


OX 加計 ③' 加 算 (発光 )」 
ルイ ヤー 15 レイ ヤー を 作成 


し まし た 


キャ ラク ター の 細部 や 小物 、 背 景 を 描き 込み ます 


②「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し 、 プ ラ シ サ イズ 
| 「799.4」、 硬 さ 「11」、 ブ プラ シ 濃度 「45」 に 設定 し 
まし た 


④ 光 の 当たっ て いる 部 分 に は 、「 加 算 ( 発 光 ) 」 レ イヤ ー で 
オレ ンジ 色 を 入れ まし た 。 光源 は 、 画 面 の 右手 前 に ある と 
想定 し て いま す 


「 オ ー バ パー レイ 」 レ イヤ ー を 新規 作 
図 成 し 、 ざ っ くり と 色 を 置き ます 。 手 前 
が ピン ク が か っ た 紫 で 、 奥 が 青色 の 
イメ ー ジ で す 。 手 前 の パイ プ や 椅子 
な ど 、 と ころ どこ ろ に オレ ンジ 色 も 入 
れ て いま す 。CHAPTER.01 ~02 で 
解説 し て いる イラ スト は 「 色 の イメ ー 
ジ 」 か ら 着 想 し た イラ スト で す が 、 今 
回 の 絵 は 「 形 の イメ ー ジ 」 か ら 着 想 し 
た イラ スト な の で 、 細 部 の 色 味 は 現 
段階 で は まっ た く 決 まっ て いま せん 。 
塗り な が ら 、 パ ラン ス を 見 て 決め て い 
きま す 。 


オー バー ルイ 


大 ま か な 配 色 を 決め ます 


HE 


色 の イメ ー ジ か ら 入 る イラ スト と 形 の イメ ー ジ か ら 入 る イラ スト の 違い 


代 色 の イメ ー ジ か ら 入 る 場合 

CHAPTER.01 ~02 の よう な イラ スト の 場 
合 、「 赤 色 を メイ ン に し た 画面 で 、 紺 色 や 水 
色 な ど が アク セン ト で 入っ て いる 画面 を 作 
り た いな 」 と いう 「 色 イメ ー ジ 」 が 先行 し て 
あっ て 、 そ れ に 形 を 当て は め て いき ます 。 画 
面 の 視線 誘導 も 、 色 を 使う こと が 多い で す 。 


筐 形 の イメ ー ジ か ら 入 る 場合 

本 章 の イラ スト の 場合 、「 歯 車 が 沢山 つい 
て て 、 時 計っ ぽい ギミック の 飛行 船 を 描き 
た い 、 佑 滴 の 構図 で 広大 な 空間 を つく り た 
い 」 と いう 「 形 の イメ ー ジ 」 が 先行 し て いる 
の で 、 色 は 後 か ら 考え ます 。 画 面 の 視線 誘 
導 も 、 形 を 使う こと が 多い で す 。 


ココ su 還 区 
100 % 加算 (発光 ) 
「『 オ ー バ パー レイ 」 
レイ ヤー を 作成 
し まし た 


LO 


ZO dp 


£0 dD 


00 


下 描き レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ 、 
線画 作業 に 入り ます 。 筆 者 は 普段 、 
線画 は ほぼ openCanvas で 制作 し 
て いる の で す が 、 こ の 絵 に 関し て は 
線画 も 含め すべ て CLIP STUDIO 
PAINT PRO で 仕上 げ て いま す 。 


これ まで の レイ ヤー を 結合 し 、「 下 描き 」 レ イヤ ー を 作成 し て 
不透明 度 を 「15」 に 下げ まし た 


Z0 


lo2| 普段 openCanvas で 使っ て いる 「 鉛 | 
筆 」 ツ ー ル に 質感 が 似 て いる 「 薄 い | 

鉛筆 」 ツ ー ル で 、 線 画 を 描い て いき ま 4 

す 。 線 画 は 奥 の 2 人 か ら 描 き 始 め ま NN 

し た 。 キ ャ ラク ター が 複数 人 いる 場 tw 

合 は 、 こ の よう に 奥 の キ ャ ラク ター か と 

ら 描い て いく こと も 多い で す 。 手 前 の 

キャ ラク ター は この 絵 の 要 な の で 、 

奥 の キ ャ ラク ター を 描い て ペン に エ 

ンジ ン が 掛か っ た 状態 で 、 描 き 始 め 


0 


た いか ら で す 。 


③ 奥 の キャ ラク ター の 線画 を 描い て いき ます 


②「 薄 い 鉛 筆 」 
ツー ル を ブラ シ 
サイ ズ は 「3.1」、 
硬 さ は 「100」 
ブラ シ 濃 度 は 
「35」、 手 プレ 補 
正 は 「 中 」 に 設定 
し まし た 


① 線 画 用 の 「 レ イ 
ヤー2」 を 作成 し 
まし た 


) 


0" 


形 が 崩れ て いる な と 感じ た ら 、「 選 択 
範囲 」 で 囲っ て 、 メ ニュ ー バ ー の 「 編 
集 」 つ 「 変 形 」 か ら 「 自 由 変形 」 で 直し 
ます 。 仙 調整 程度 で あれ ば 、「 消 し ゴ 
ム 」 ツ ー ル で 消し た 方 が 新た に 描き 
直す より 早く 済み ます 。 こ れ が CG の 
強み で すね 。 


①⑪「 レ イヤ ー4」 を 
作成 し まし た 


(②「 投 げ な ね わ 選択 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


衣装 を 描い て いき ます 。 チ ャ イナ 服 
と 軍服 を 足し て 2 で 割っ た よう な デ 
ザイ ン の 服 で す 。 金 ボタ ン や 肩 章 な 
ど を つけ る と 、 と た ん に 軍服 っ ぽく な 
り ま すね 。 節 緒 ( 軍 服 の 肩 あ た り に 垂 
れ て いる 金色 の ひも ) は 細か い パ ー 
ツ な の で 、 線 画 は 描か ず に 塗り の 際 
に 描き 込む こと に し ます 。 


髪の毛 も 描い て いき ます 。 線 を 引き 
図 や すい よう に 画面 を 左右 反転 表示 さ 
せ て いま す 。 ツ イン テー ル の 上 部 を 
覆う よう な 髪 飾 り を つけ て み ま し た 。 


| ①「 レ イヤ ー5」 を 


作成 し まし た 


@「 ナ ビ ゲ ー タ 」 バ ネル で 左右 反転 ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます 


③ 髪 の 毛 は 「 レ イヤ ー5」 に 、 髪 節 り は 「 レ イヤ ー4」 
に 描き ます 
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右手 が や や 不 自然 に 感じ た の で 消 
し まし た 。 描 き 直す た め に 青色 で 下 
描き を し ます 。 ま た 、 三 女 の 肩 に 置か 
れ た 左手 も あわ せ て 下 描き し て いま 
す 。 左 手 は 三 女 の 位 置 が 確定 し な い 
と 描き 込め な い の で 、 と りあ え ず 仮 


置き で す 。 
① 右 手下 描き 用 
論 ] Pt 通 打上 の 「 レ イヤ ー6」 を 
rh し 作成 し ます 


④ 下 描き し た 「 レ イヤ ー6」 を 非 
表示 に し て お きま す 


図 三 女 の 線画 を 描き ます 。 表 情 の 描き 
分 け で 、 そ れ ぞ れ の キャ ラク ター の 
性 格 を 表し て いま す 。 長 女 は 勝ち 気 、 
自由 寿 放 、 次 女 は 規律 を 重んじ る 生 
真面目 な 性 格 、 三 女 は 引っ 込み 思案 
で 騰 病 な イメ ー ジ で す 。 三 女 の 服 は 
ワン ピー ス と 軍服 を 足し て 2 で 割っ 

た よう な デザ イン で す 。 


① 三 女 線画 用 の 
『 レ イヤ ー3』 を 
作成 し ます 


og 三 女 の 線画 が 描き 終わ っ た ら 、 長 女 
の 腕 部 分 の 下 描 き を 再度 表示 させ 、 
手 の 線画 を 描き ます 。 


① 長 女 線画 用 の 
レイ ヤー 名 を 変 
更 し て いま す 


「 レ イヤ ー6」 を 再 
度 表示 し ます 


や い 


② 手 を 下 描き し ます ③ 描 き 直し まし た 


回 


ます 


NN 


長女 の 左手 の 線画 を 描き ます 


図 次 女 の 線 画 を 作成 し ます 。 背 景 が 大 

部 分 を 占め る 絵 で す が 、 や は り 一 番 
先 に 視線 が いく の は キャ ラク ター な 
の で 、 気 合い を 入れ て 描き ます 。 に っ 
こり 笑い か け て くる より 、 こ うい う 表 
情 の 方 が 個人 的 に 好き で す 。 下 描き 
段階 で は 、 人 体 の 構造 を 精査 し て い 
な い の で 、 こ こ で 改め て キャ ラク ター 
の 素 体 を 描き 起こ し ます 。 
描い た 素 体 を 薄く 表示 させ な が ら 、 
服 を 描き 込ん で いき ます 。 


①「 レ イヤ ー4。 
を 選択 し まし た 


ml ②「 薄 い 鉛 筆 」 

| ツー ル を ブラシ サ 
イズ は 「4.0」、 硬 さ 
は 「100」 ブ プラ シ 濃 
度 は 「30」 に 設定 
し まし た 


園 ] ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


ほん の 少し 首 が 長い と 感じ た の で 、 頭 

io| と 首部 分 の 線画 を 「 投 げ な わ 選 択 」 
ツー ル で 囲っ て 「 移 動 と 変形 」 ツ ー ル 
で 位置 を 調整 し まし た 。 


①「 レ イヤ ー2」 
を 選択 し まし た 


(②「 投 げ な ね わ 選択 」 ツ ー ル を 選択 し ます 


⑧③「 ナ ビ ゲ ー タ 」 バ ネル で 左右 反転 ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます 


\ 

\ 1 
④「 レ イヤ ー2」 に 顔 だ け 描 
いた ら 、「 レ イヤ ー4」 に 次 女 
の 素 体 を 描き ます 


③④「 拡 大 ・ 縮 小 ・ 回 転 」 で 
下 に 移動 させ ます 


⑤「 レ イヤ ー4」 の 
不透明 度 を 「47」 
に 下げ まし た 
⑥「 レ イヤ ー3」 を 
選択 し ます 


⑧ 素 体 に 合わ せ て 上 服 の 
線画 を 描き ます 。 軍 服 と 
ドレ ス を 足し て 2 で 割っ 
た よう な デザ イン で す 


10 AD 


Z0 eeD 


£0 dud 


地位 が 高い キャ ラク ター な の で 、 金 


装飾 も ちょ っ ぴり 豪華 に 。 金 装飾 の 
部 分 は 、 片 方 を 描い た ら そ れ を 複製 
し 、「 自 由 変形 」 と 「 メ ッシュ 変形 」 で 
形 に 沿っ て 歪 ま せ て 、 貼 り 込み ます 。 


「 レ イヤ ー2」 を コ 
ピー し ます 


© 
トゥ 


「 自 由 変 形 」 で 金 装飾 を 服 の 形 に 合わ 「 メ ッシュ 変形 で 細部 を 服 に 合わ せ 
せま す て 歪 ま せま す 
ふわ っ と 後方 に た な びく よう な 布 を 
追加 し 、 ス カー ト の 詳細 な 下 描き を ト 
p し ます 。 う っ すら 中 が 見 える シー ス いつ 2 
計 ルー 素材 で す 。 
ら 
NN 


i な びく よう な 布 を 
①「 レ イヤ ー3」 を 描き まし た 


選択 し ます 


③「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 
し 、 ブ ラ シ サ イズ 「15.4」、 


不透明 度 「57」 に 設定 し ’ 
まし た ネ A 
w リング 
とこ KW 
\ や 


Oi う 


四 | ④ 描 画 色 を 設定 し ます 


スカ ー ト の 下 描 き を し まし た 


スカ ー ト の 緑 の 線画 は 、 ひ と つ パ ー 

國 ツ を 描い た ら そ れ を 複製 し 、「 自 由 変 
形 」 で 歪 ま せ て 「 貼 り 付 け 」 を 繰り 返 
し て 作成 し ます 。 パ ー ツ の 貼り 付け 
と 変形 が 終わ っ た ら 、 レ イヤ ー は 結 
合 し て お きま す 。 


の ジィ ピン < 


が 


7 / NY 


③ 緑 の 線画 を 描き まし た 


下半身 を 描き まし た 。 構 造 が わか り 
や すい よう に 、 一 応 ス カー ト 内 部 ま 
で 描き 込ん で いま す 。 ハ イヒ ー ル は 、 
靴 の 中 で も 特に 描く の が 難し いで 
す 。 資 料 用 に 買っ た 人 形 の 靴 を 見 な 
が ら 、 描 いて いき ます 。 


Wi 通常 
vs 


ee 作成 し まし た 


③「 薄 い 鉛 筆 」 ツ ー ル 
を 選択 し 、 プ ラ シ サ イズ 
「5.0」、 硬 さ 「100」、 
プラ シ 濃 度 「30」 に 設 
定 し まし た 


AS 7 ホー 人 S、 き 7 ^/N NN 


WN NN JN 


④ 線 画 を 複製 し て 変形 し ます 


① ス カー ト の 線画 用 の 「 レ イヤ ー6」 を 作成 し ます 


②「G ペ ン 」 ツ ー ル を プラ シ サ イズ 「15.4」、 不 透明 度 
「100」 に 設定 し まし た 


⑤ 必 要 数 で きた ら レ イヤ ー を 結合 し ます 


ー ラ プ 


ZO dp 


£0 dD 


0 md 
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J 髪の毛 の 線画 を 作成 し ます 。 頭 頂部 下面 用 の 
の つむ じ か ら 毛 先 へ の 流れ を 意識 し トド PE 


な が ら 描 いて いき ます 。 ま た 、 髪 の 一 


部 を 幼 の よう な 形 に し て いま す 。 続 ① 髪 の 毛 の 線画 用 に 「 レ イヤ ー3」 を 作成 し まし た 
け て 軍 帽 の 線画 を 作成 し ます 。 軍 帽 

中 央 に は 、 そ れ っ ぽ い 形 の エン ブレ 

ム を あし らい まし た 。 こ の エン プレ ム 

は 、 服 の 金 装飾 部 分 と デザ イン を 似 

せ て いま す 。 


10 "dw 


Z0 dp 


② 髪 の 毛 の 線画 を 搭 きま し た @④ 軍 帽 の 線画 を 描き まし た 


「 レ イヤ ー2」 に 手 と 腕 を 描き まし た 。 
手袋 を は め て いる の で 、 細 か い シ ワ 
や 縫い 目 を 薄く 描き 入れ ます 。 


0 お dw 


望遠 鏡 は 、「 直 線 」 ツ ー ル で 本 体 の ア 
ウト ライ ン を 引い て か ら 、 そ れ に 沿っ 


て レン ズ や 装飾 を 描き 加え て いき ま 「 レ イヤ ー9」 を 作成 し ます 。 望 遠 錯 の 胴 部 分 の 直線 を 引い 
す た ら 「 レ イヤ ー2」 に 結合 し ます 


ャ Oi う 


EE 望遠 鏡 の アウ トラ イン を 搭 き ます 聖 遠 鏡 の 細部 を 描き ます 
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背中 の リボ ン の 位置 を 決め ます 。 画 
面 に 流れ を 作り 、 視 線 を 誘導 する た 
め の ア イ テ ム で す 。 線 画 は 描か ず に 、 
後 で 塗り の 際 に 描き 起こ し ます 。 こ れ 
で キャ ラク ター の 線画 が で きま し た 。 


人 寺 。 」 ⑪「 レ イヤ ー4」 を 
選択 し ます 


②「 ベ ペン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


③「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 プ ラ シ サ イズ 「15.4」、 不 輝 
明度 「100」 に 設定 し まし た 


居 ④ 描 画 色 を 設定 し まし た 
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snows 。。 5 


キャ ラク ター の 線画 が で き 上 が っ た 
の で 、 背 景 の 線画 に 入り ます 。 長 い 
直線 部 分 は 「 パ ー ス 定規 」 に スナ ッ 
プ さ せな が ら 線 を 引き 、 細 か い 装 飾 
部 分 や 曲線 は 、 ス ナッ プ を は ず し て フ 
リー ハン ド で 描い て いき ます 。 


⑫②「 レ イヤ ー2」 を 
選択 し まし た 


① キ ャ ラク ター の 線画 を まとめ まし た 


右手 前 の 甲板 の 線画 も 描き ます 。 こ 
れ で キャ ラク ター より 手前 に ある 痛 
景 の 線画 が で きま し た 。 


「 レ イヤ ー2」 の 名 
前 を 変更 し まし た 


続い て 、 次 女 が 立っ て いる 甲板 の 線 
画 を 描い て いき ます 。 ま ず は パイ プ 
か ら で す 。 線 を か っ ちり 引き すぎ る 
と 、CG っ ぽく な りす ぎ て し まう の で 、 
「 パ ー ス 定規 」 を 使用 し つつ も 、 管 の 
つなぎ 目 ご と の 線 は ゆら が せ て いま 
す 。 奥 で 折り 曲がっ て いる 部 分 に は 、 
シワ を 描き 入れ て いま す 。 パ イプ と 細 
い 管 の つなぎ 目 に パー ツ を 描き 足し 
た り 、 パ イプ 上 部 や つなぎ 目 に タッ チ 
を 入れ た り 、 細 部 を 整え ます 。 


①⑪「 レ イヤ ー2」 を 
作成 し ます 


画面 左 に は 砂時計 が 組み 
込ま れ た 柱 を 配置 し まし 
た 。 何 か の タイ マー で し ょ う 
か 。 あ えて ガサ ガサ し た タッ 
チ で 直線 部 分 を な ぞ り 、 ア 
ナ ロ グ っ ぽ さ を 出し まし た 


②「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し ます 。 プ ラ シ サ イズ 
「9.0」、 硬 さ 「100」、 ブ ラ シ 濃度 「30」 に 設定 し 
ます 


④「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し ます 。 ブ プラ シ サ イズ 
「7.0」 に 設定 し ます 


甲板 の アウ トラ イン を 描い て いき ま こつ 本 
す 。 甲 板 の 断 面 は ゆる や か な 曲線 を と と | 
に な っ て いる の で 、 細 か く タ ッ チ を 入 ン 
れ て 、 そ れ を 表現 し ます 。 


。「 薄 い 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サ イズ 
「7.0」、 硬 さ 「100」、 プ ラ シ 濃 度 「30」 に 設定 し 
ます 


「 パ ー ス 定規 1」 レ イヤ ー を 表示 さ 
せ 、 椅 子 の 手前 に ある 棚 を 描い て い 
きま す 。 


S 


②「 レ イヤ ー2」 を 
選択 し まし た 
100% 通常 
ヤー1 
①「 バ ー ス 定規 
1」 レ イヤ ー を 表 
示し ます 
© 
NN 
棚 の 上 部 分 を 描き ます 。 こ こも 直線 


部 分 は 「 パ ー ス 定規 」 に スナ ッ プ さ 
せ 、 曲 線 と 細部 は フリ ー ハ ンド で 描 
き 込 み ま す 。 


「 レ イヤ ー2」 を 選 
択 し まし た 


PO 


10 dw 


Z0 md 


0 お wo 


OPD 


⑤ 四 角形 と 対角線 を 描い て 真ん中 


棚 の 位置 は 、 バ ッ テ ン 法 を つか っ て 
割り 出し ます (19 ペ ー ジ 参照 )。 梱 の 
端 と 端 を 結ん で 四角 形 に 見 立て 、 対 
角 線 上 に 線 を 引く と 、 真 ん 中 の 位置 
が 割り 出せ ます 。 こ れ を 繰り 返し て 、 
梱 部 分 を 8 等 分 し て 、 棒 を 配置 し ま 
す 。 左 端 の 棒 は 、 外 側 の 太い 棒 と 接 
し て し まっ て いま す が 、 こ の 部 分 に 密 
度 と 太 さ を プラ ス し た か っ た の で 意 
図 的 に 配置 し て いま す 。 


を 割り 出し ます 


梱 付 近 の 、 歯 車 を 描き 入れ ます 。 下 
描き 段階 で は この 部 分 は ざっ くり と 
し か 描い て いな か っ た の で 、 改 め て 
詳細 な 下 描 き を し て か ら 線 画 に うつ 
り ま す 。 こ の 歯車 密集 部 分 は 、 機 械 
式 時 計 の 内 部 構造 を モチ ー フ に し て 
いま す 。 

フリ ー ハ ンド で 、 地 道 に 描き 進め ま 
す 。 細 か い 縦 線 で 、 歯 車 側面 の 起伏 
や 陰影 を 描い て いま す 。 


「 薄 い 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ プラ シ サ イズ 
「7.0」、 硬 さ 「100」、 ブ プラ シ 濃 度 「30」 に 設 


定 し まし た 


⑪「 レ イヤ ー3」 を 
作成 し まし た 


②「 ペ ン 」 ツ ー ル に 切り 替え ます 


⑧③「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 
し 、 ブ プラ シ サ イズ 「1 5.4」、 
不透明 度 「100」、 ア ンチ 
エイ リア ス 「 中 」 に 設定 し 
まし た 


還 | ④ 描 画 色 を 設定 し まし た 


⑥ 机 部 分 を 8 等 分 し ます の ⑦ 棒 を 描き ます 


屋根 の よう な 部 分 の 線画 を 作成 し ま 
す 。 ま ず は 「 直 線 」 ツ ー ル で 支柱 を 描 
いて か ら 、 ど ん どん ディ ティ ー ル を つ 
め て いき ます 。 柱 と 柱 の 接合 部 分 に 
は 特に 細か い 装 飾 を 施し 、 構 造 が 単 
純 に 見 えな いよ うに 気 を つけ ます 。 


①⑪「 レ イヤ ー4」 を 
選択 し まし た 


②「 直 線 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


io| 画面 上 部 に 、 甲 板 を 描き 入れ まし 

た 。 構 図 に ちよ り ま す が 、 大 きく 見 切 
れる モチ ー フ を 描く こと で この 絵 の 
フレ ー ム の さら に 外側 に も 、 世 界 が 
広がっ て いる よう な 印象 を 持た せる 
こと が で きま す 。 


皿 「 曲 線 」 ツ ー ル を 使っ て 、 屋 根部 分 を 
描き 込み ます 。 次 に 伝 声 管 を 描き まし 
た 。 こ こ か ら 、 次 女 が 船員 に 指令 を 出 
し ます 。 伝 声 管 の 側面 に メモ な ど 貼 り 


付け て み ま し た 。 


①⑪「 レ イヤ ー5」 を 
作成 し ます 


⑮「 レ イヤ ー6」 を 
作成 し ます 


「7.0」、 硬 さ 「100」、 ブ ラ シ 濃度 「30」 に 設定 し 


ER ④「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ ラ シ サ イズ 
まし た 


細部 を 針 き ます | レン 


10 dw 
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ヨ 
〇 
NN 


ナル デン 
- の ⑳「 薄 い 鉛筆 ゾール 」 
[で | 
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12| 次 女 が 立っ て いる と ころ より も 一 段 

下 の 甲 板 の 線画 を 作成 し ます 。 階 自 
部 分 は 「 直 線 」 ツ ー ル で 斜め の ガイ ド 
線 を 平行 に 2 本 引き 、 そ れ に 階段 の 
角 を 合わ せな が ら 描 いて いき ます 。 


Z0 dp 


£0™dwd 


ャ Or 


100% 通常 (⑪「 レ イヤ ー3」 を 
= | 国 叶 選択 し まし た 
②「 直 線 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


旗 台 兼 照明 を 描き ます 。 夜 に な る 
と 光る と いう 設定 で す 。 ア ー ル ヌー 
ヴォ ー 的 な 「 曲 線 」 を デザ イン に 取り 
入れ る の が 好き で す 。 


①「 レ イヤ ー3」 の コピ ー を 作成 し ます 。 旗 台 兼 照明 を 描い 
た ら 、「 レ イヤ ー3」 と 結合 し ます 


②「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ プラ シ サ イズ 
岡 | 「7.0」、 硬 さ 「100」、 ブ ラ シ 濃 度 「30」 に 設定 し 
まし た 


左右 反転 表示 し た 状態 で 、 旗 台 の 基 
部 か ら 直 線 を の ば し 、 段 差 を 描き ま 
す 。 細 い 線 で タッ チ を 入れ て 、 質 感 を 
出し まし た 。 


⑪「 レ イヤ ー3」 を 
選択 し ます 


②「 ナ ビ ゲ ー タ 」 バ ネル て で 左右 反転 ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます 


ング 


③ 有 段差 


を 搭 き ます 


階段 奥 の 場 所 も 、 外 周 に 段差 を つけ 
て 描い て いき ます 。 手 前 の 段差 の 始 
点 か ら 、 水 色 で 奥 ヘ パー ス 線 を の ば 
し 、 ど こま で 段差 を 描け ば いい の か 割 
り 出し て か ら 段 差 を 描画 し て いま す 。 


①「 レ イヤ ー3」 を 選択 し ます 


机 を 描き ます 。 ま ず は 棚 の 上 面 と な 
る 線 を 引い て 、 大 きく 4 等 分 し ます 。 
ここ まで は バッ テン 法 を 使わ ず 目 分 
量 で 線 を ひき まし た 。 


①「 レ イヤ ー5」 を 
作成 し ます 


②「G ベ ペン 」 ツ ー ル を 選択 し 、、 ブ プラ シ サ イズ 
| 「15.0」、 不 透明 度 「100」、 ア ンチ エイ リア ス 
-「 中 」 に 設定 し まし た 


4 等 分 し た ブロ ッ ク の 中 の 棒 の 位置 は 
茹 「 バ ッ テ ン 法 」 で 割り 出し 、 描 いて い 
きま す 。 棚 の 上 面 は 肩 平形 を し て 
いる の で 、 旗 台 と 接合 する 部 分 の 形 TAR 
に 気 を つけ ます 。 こ れ は 線画 と いう よ 人 
り 、 塗 りつ ぶし で すね 。 細 か い パ ー ツ A で 
な の で 、 線 画 を わざ わざ 描い て か ら 
塗る より 、 い き な り 領域 を 塗り つぶ し や 
て し まっ て 、 そ の 中 を 塗っ て いく 方 が 
早く 描け ます 。 に 
棚 の 上 面 の 線 を 厚く し 、 と ん が っ た 装 節 も 描き 入れ ます 


選択 し ます 
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階段 奥 の 梱 は 、 完 全 に 目 分 量 で 棒 の 
間隔 を 決め て いま す 。 手前 の 棚 か ら 
パー ス 線 を の ば し 、 位 置 を 確認 し な 
が ら 、 さ ら に 奥 の 棚 も 、「G ペ ン 」 ツ ー 
ル で 描き まし た 。 奥 の 旗 台 も 描き 入 
れ ま し た 。 


ae 


「 レ イヤ ー5」 を 選択 し ます 。 描 き 終 えた ら レ イヤ ー 名 を 「 手 
すり 」 に 変更 し ます 


19| 「 レ イヤ ー5」 に 、 一 段 奥 に ある 長女 

と 三 女 が 立っ て いる 甲板 を 描き ます 。 
「 パ ー ス 定規 」 や 「 曲 線 」 ツ ー ル で 外 
周 の 線 を 引き ます 。 つ な ぎ 目 の よう な 
線 を 縦 に 何 本 か 引い て いき ます 。 


「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し ます 。 プ ラ シ サ イズ 
「7.0」、 薄 さ 「100」、 ブ ラ シ 濃 度 「30」 で 設定 し 
まし た 


歯車 の 密集 し て いる 部 分 と 、 そ の 外 
図 側 を 囲む よう に 立っ て いる 柱 の 位置 

を 、 薄 い 紫色 で 描き 込み ます 。 単 調 

に な ら な いよ うに 、 さ ま ざ ま な デザ イ 

ン の 歯車 を 描い て いま す 。 

手前 の 歯車 の 中 央 か ら は 、 棒 が 突 び 

出 て いま す 。 


i 


①「 レ イヤ ー7」 を 作成 し 、 不 透明 度 を 「27」 に 設定 し まし た 


較 | の 措 画 る を 設定 し まし た 


択 し 、 ブ ラ シ サ イズ 「7.0」、 硬 さ 「100」、 ブ プラ シ 


本 | ④ 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 薄 い 鉛 筆 」 ツ ー ル を 
選 
濃度 「30」 に 設定 し まし た 


ーーーー ペ ーーー 


| 
③ 柱 の 位置 を 描き まし た | 


外側 を 囲む ネジ は 、 1 本 描い た ら そ 
れ を 複製 し 、「 自 由 変 形 . で パー ス に 
沿っ て 歪 ませ て 増やし て いき ます 。 


| | a 7 | 「 レ イヤ ー8」 を 作 
"っ 回 CE 成 し ます 。 ネ ジ を 
Ein 
パャ -6 ビー し て 増やし 

ます 
ネジ 上 部 の ウネ ウネ が 悪 目立ち し て 


いた の で 、 そ こ を 削っ て 失っ た パー ツ 
に 差し 替え まし た 。 だ いぶ 線画 が で 
き て きま し た 。 


ネジ 上 部 の レイ ヤー を 結合 し まし た 


長女 と 三 女 が いる 甲板 より 遠く の 背 
景 は 線画 を 描か ず に 塗る の で この ま 
まで 良い と し て 、 あ と は 画面 右側 の 
椅子 まわ り と 、 甲 板 の 曲 線 模様 の 線 
画 が 残っ て いま す 。 し か し 線 の 構造 
が 複雑 に な っ て 見 に くく な っ て きた 
の で 、 先 に キャ ラク ター の 塗り 分 け 
を 行い 、 印 象 を 整え ます 。 
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県 画 の 塗り 分 け 


肌 、 髪 、 服 13、 金 属 パー ツ 部 分 と 、 
ざっ くり と 塗り 分 け を 行い まし た 。 線 
画 の は み 出 し を 「 消 し ゴム 」 ツ ー ル で 
消し 、 リ ボン を 描き 起こ し まし た 。 


100% 通常 l | ②「 ベ ペン 」 ツ ー ル に 
日 | 切り 替え ます 


⑧「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し 
ます 


④ 描 画 色 を 設定 し 
ます 


①「 リ ボン 」 レ イヤ ー を 選択 し ます 


キャ ラク ター の 線画 は すべ て 「 少 女 
達 」 フ ォ オル ダー に まとめ られ て いま し 
た が 、 長 女 、 三 女 の 線画 を 選択 し て 
フォ ル ダ ー の 外 に 出し 、 編 集 用 に 別 
途 フ ォ ル ダー を 作成 し ます 。「 少 女 
1」 フ ォ ル ダー に は 次 女 の 、「 少 女 2 
少女 3」 フ ォ ル ダー に は 長女 、 三 女 の 
線画 が 入っ て いま す 。 


長女 と 三 女 、 お よび 手前 の 柱 と 屋根 
を パー ツ ご と に 塗り 分 け ま し た 。 


①「 少 女 2」、「 少 女 3」 レ イ 
ヤー を 選択 し ます 


10m% 3 
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②「 少 女 2 少女 3」 フ ォ ル 
ダー を 作成 し ます 
③ 同 様 に 「 少 女 1」 フ ォ ル 
ダー を 作成 し ます 


線画 作業 に 戻り ます 。 椅 子 部 分 を 描 
いて いき ます 。 甲 板 部 分 と 同じ く 金 
属 で で き て いて 、 肘 掛 部 分 の み 革 張 
り と いう 設定 で す 。 椅 子 側面 に くっ 
つい て いる 機械 は 、 タ イプ ライ ター か 
ら の 着想 で す 。 こ れ を 使っ て 船 の 操 
作 を 行う の か も し れ ま せん 。 


①「 レ イヤ ー10」 
を 作成 し ます 


②「 薄 い 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選択 し し プラ シ サ イズ 
| 「7.0」、 硬 さ 「100」、 ブ ラ シ 濃 度 「30」 に 設定 し 
まし た 


固 | ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


椅子 上 部 の 屋根 の 横幅 が 長 す ぎる 
と 感じ た の で 、「 投 げ な わ 選 択 」 ツ ー 
ル で 囲っ て 、 左 側 へ 大 きく ずら し ま 
す 。 薄 い 水 色 で どの 位置 に 動か す の 
か を 描き まし た 。 動 か し た 後 は 、「 自 
由 変 形 」 を 使っ て パー ス に 合わ せま 
す 。 


①⑪「 レ イヤ ー4」 を 
選択 し まし た 


(②「 投 げ な ね 選択 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


空間 が あい て し まっ た 右側 に 線画 を 
描き 足し ます 。 屋 根 の 移動 に と も な 
い 、 伝 声 管 で 隠れ て いた 奥 の 旗 台 が 
見 える よう に な っ た の で 、 こ こも 描き 
直し ます 。 手 前 の 旗 台 を 複製 し 、「 自 
由 変 形 」 で 歪 ませ て 配置 し まし た 。 
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背景 を 塗り 分 け ま す 。 キ ャ ラク ター 
部 分 と 違っ て か な り ザ ッ ク リ と し た 
分 け 方 で す 。 広 大 で 陰影 重視 の 空 
間 の 場合 は 、 あ まり 細か く パ ー ツ 分 
け す る と 空気 感 や 統一 感 を 損なっ て 
し まう か ら で す 。 逆 に 、 小 物 で あふ れ 
た 室内 な ど 、 色 彩 重 視 の 空間 の 場合 
は 、 パ ー ツ ご と に 細か く 塗 り 分 け を 行 
いま す 。 

塗り 分 け 作 業 は 「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル 
を 使い 、 塗 りつ ぶし で 塗り きれ な か っ 
た 部 分 は 「G ペ ン 」 ツ ー ル を 使用 し ま 
し た 。 

ここ で 赤 じ ゅ うた ん の 線画 を 一 部 削 
除 し 、 幅 を 広め に 調整 し まし た 。 
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| 100% 通常 
較 放 


次 女 が 立っ て い 
る 甲板 で す 


赤 じ ゅ うた ん で す 


階段 ・ 旗 合 で す 


歯車 で す 


長女 と 三 女 が 
立っ て いる 甲板 
で す 


下 描 き レ イヤ ー を 塗り レイ ヤー の 上 
調 へ 移動 させ 、 そ れ を ガイ ド に 甲板 の 
曲線 装飾 を 描き 込ん で いき ます 。 装 
飾 は ペイ ント され た も の で は な く 、 金 
属 で 作ら れ て いる の で 若干 厚み が あ 
り ま す 。 下 部 を 太め に 引い た り 、 キ ワ 
に イン ク だ まり を 作っ た り し て 立体 
感 を 出し ます 。 装 飾 は 葉 や 花 の 形 、 そ 
し て 幾何 学 模様 を 、 バ ラン ス を 見 な 
が ら 配 置 し て いま す 。 


glssltin 細 証 間 
「 


①「 レ イヤ ー13」 に 手前 甲板 の 装 節 
を 描き ます 


奥 の 伝 声 管 、 能 と いっ た さら に 細か 
い パ ー ツ の 線画 を 描き 足し ます 。 


①「 レ イヤ ー14」 
を 選択 し まし た 


= 2「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 プ ラ シ サ イズ 
「9.3」、 硬 さ 「100」、 ブ ラ シ 濃 度 「30」 に 設定 し 
まし た 


司 | 3 描画 色 を 設定 し まし た 
⑧' レ イヤ ー14」 
EE 生 uar 


薄い 鉛 筆 」 ツ ー ル を ブラ シ サ イズ を 「7.0」 に 設 
定 し まし た 
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能 は 、 別 キャ ン バ ス を 新規 作成 し 、 そ 
こ で ベー ス と な る 形 を 描き 起こ し ま 
す 。 本 来 の キャ ン バ ス に 戻っ て 貼り 
付け まし た が 、 そ の まま で は 立体 感 
が な い の で 、 側 面 を 描き 込み まし た 。 


伝 声 管 と 能 の 内 部 も 塗り まし た 。 塗 ーー 。②「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ ラ シ サ イズ 

5 り レイヤー は 、 伝 声 管 と 能 が くっ つい 『30.1.』x 下 層 明 度 「 和 00」< ア シンチ エイリアス 
強 」 に 設定 し まし た 

て いる 甲板 と 共通 で す 。 

線画 、 お よび その 塗り 分 けが 終わ り ER 

まし た 。 こ の 段階 で の デー タ を ダウ ン 

ロー ド で きる よう に し まし た の で 、 塗 

り の 練習 な ど に 使っ て みて くだ さい 。 


£0™dwg 


①「 レ イヤ ー5」 を 選択 し まし た 


(mw 


線画 、 塗 り 分 け 完了 後 の PSD フ ァイル 
「Chapter3senga.psd」 を Web サ 
イト (6 ペー ジ 参 照 ) か ら 入 手 可能 で す 


LO 
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分 を 占め る イラ スト で あっ て も 、 ま ず TFT 

は キャ ラク ター か ら 塗 り 始め ます 。 薄 IE ニョ 

い 色 か ら 、 徐 々 に 濃い 色 を 重ね て い ①『 少 女 1 肌 」 レ イヤ ー を 作成 し ま 
きま す 。 基 本 的 に 柔らか い 塗り 方 を 0 

し て いま す が 、 陰 影 ( 明 暗 の 境界 ) に 

は 、 ピ シッ と 硬い 線 を 引い て いま す 。 


回 塗り に 入っ て いき ます 。 背 景 が 大 部 ーーー 
= 少女 ! の コビー 


② 薄 く 肌色 を 乗せ まし た る 陰影 を 付け まし た 


『 少 女 1 肌 」 レ イヤ ー に 、 瞳 を 描き 込 
み ま す 。 肌 と 瞳 の レイ ヤー は 分 け て 


いま せん 。 瞳 の 描き 方 に つい て は 54 
ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


「 少 女 1 肌 』 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


NN 


④ レ イヤ ー を 複 
製 し 、 類 に 赤み を 
入れ 、 不 透明 度 を 
「21」 に 調整 し 
まし た 
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「 少 女 1 線画 」 レ イヤ ー で 瞳 の 下部 、 
鼻 、 口 の 線画 を 、 そ れ ぞ れ 茶 色 、 茶 
色 、 赤 茶色 に 変更 し まし た 。 塗 り と 線 
画 の 色 を な じ ま せ る た めで す 。 


02 


100% 通常 に 
少女 ! 線 画 


「 少 女 1 線画 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


「 少 女 1 」 フ ォ ル ダー の 一 番 上 層 に [| る 搭 画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を 最大 
半径 は 「 3 r 回 1 | 
「 少 女 加 筆 」 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 テー 人 


眉 を 濃い 青色 で な ぞ っ て 、 印 象 を 強 
くし まし た 。 


トッ 衣 林 


①「 少 女 加 筆 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


加 不透明 度 27% の 「 加 算 」 レ イヤ ー を 
新規 作成 し 、 顔 の 部 分 に 「 エ アブ ラ 
シ 」 ツ ー ル で オレ ンジ 色 を 乗せ 、 印 象 

を 明る くし まし た 。 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


服 を 塗り ます 。 白 い 衣 装 で す が 、 白 や 
灰色 な どの 無 彩色 だ け で 塗る と 味気 
な く な る の で 注意 が 必要 で す 。 色 の 
使い 方 は 「 色 彩 遠 近 法 」 に 基づい て 
いま す 。 白 い モ チー フ の すぐ 近く に 有 
彩色 の モチ ー フ が あれ ば 、 そ の 色 を 
取り 入れ て 、 色 の 反射 を 表現 する の 
も 手 で す 。 

今回 は 軍服 で すし 、 パ リッ と し た 冷た 
さ を 出 し た か っ た の で 黄色 を 混ぜ て 
いま せん 。 同 じ 「 白 」 で も 黄色 を うっ 
すら 混ぜ る と 温か み の あ る 、 や さ し い 
白 に な り ま す 。 


El Fn 呈 二 | 


「 少 女 1 服 2」 レ イヤ ー を 選択 し ます 


すべ て の 色彩 を 色彩 遠近 法 に 基づい て 決め て いる わけ で 
は あり ませ ん が 、 配 色 に 迷っ た ら と りあ え ず 色彩 遠近 法 
に 基づく こと を 指針 に 進め る こと に し て いま す 


図 右上 に 設定 し た 光源 の 位置 を 意識 

し つつ 、 リ ボン の 影 を 描き 入れ ます 。 
リポ ボン は 、 根 元 の 方 が 服 に より 近 
く 、 輪 っ か の 方 は 服 か ら 遠 い 、 と いう 
ちょ っ と し た 距離 感 も 、 陰 影 に よっ て 
表現 する こと が で きま す 。 


gss Pi 央 較 


⑪「 少 女 1 服 2」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


居 | ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


人 0 dD 


②「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サ イ 
ズ は 「7.0」、 硬 さ 「100」、 プ ラ シ 濃度 「30」、 手 ブ 
し 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 
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白 タ イツ を 描き ます 。 前 述 し た 服 と 同 
[08 じ よ うに 、 灰 紫色 を メイ ン に 、 陰 影 を 
描い て いき ます 。 ま た 、 タ イツ か ら ほ 
ん の り 透 け て いる 肌色 を 表現 する た 
め に 、 オ レン ジ 色 も ちょ っ ぴり 加え て 


み ま し た 。 


医 


①「 少 女 1 肌 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 
同 ] し 、 プ ラ シ サ イズ 「82.4」、 不 透明 度 「12」、 ア ンチ 
エイ リア ス 「 強 」 に 設定 し まし た 


図 髪 を 塗り ます 。 ま ず は 肌 と の 境界 を 

な じ ま せ る た め 、 前 髪 付近 に 「 エ アブ 
ラ シ 」 ツ ー ル で 肌色 を 入れ ます 。 

①「 少 女 1 髪 」 レ 


イヤ ー を 選択 し 
まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル の 
主 ブラ シ サ イズ は 「207.4」、 合 成 モー ド 「 通 常 」、 硬 

さ 「1 1」、 プ ラ シ 濃 度 「1 6」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 設 
定 し まし た 
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③ 灰 紫色 を 塗り 、「 織 維 ④ 左 右 反 転 表示 させ 
に じみ 」 ツ ー ル で に じ ま て 、 次 女 の す ね の 部 分 を 
せま す 描き 込み ます 


/ 


影 と 距離 の 法則 

右 の 写真 は 、 紙 の 上 に ペン を 斜め に 置い 
て みた も の で す 。 光 源 は 真 上 で す 。 
① 紙 と ペン が ほぼ 接し て いる 部 分 は 、 影 
は 濃く 、 形 も は っ きり 出 ま す 。 ペ ン と 影 の 
距離 も 近い で す 。 

② 紙 と ペン の 距離 が 遠い 部 分 で は 、 影 は 
薄め 、 形 も 少し ぼん や り し て いま す 。 ペ ン 
と 影 の 距離 も 遠い で す 。 


この よう な 法則 を 頭 に 入れ て お け ば 、 陰 影 
を 使っ て モチ ー フ と モチ ー フ の 距離 感 を 
演出 する こと が で きま す 。 


髪 は 青色 と いう 設定 で す が 、 そ の 
固有 色 に と ら わ れず に 、 ピ ンク や 緑 
色 、 黄 色 な ど さ ま ざま な 色 を 混ぜ 
ます 。 ペ ン の 不透明 度 は 10% 前 後 
に 低め に 設定 し 、 塗 り 重 ね て も 下 
の 色 が 透け て 見 える よう に し ます 。 
CHAPTER.02 で 描い た 黒髪 の キャ 
ラク ター より も 、 髪 色 が 薄い 分 、 こ う 
いっ た 隠し 味 的 な 色 味 は 後々 まで 残 
り ま す 。 

さま ざま な 色 を 使い つつ 、 同 時 に 少 
し ずつ 影 を 塗り 重ね て 立体 感 も 出し 
て いき ます 。 特 に こう いう 不思議 な 
髪型 の キャ ラク ター は 、 髪 を いく つか 
の 「 毛 束 」 と し て と ら え て 裏表 を 決め 
る と 立体 感 を 出し や すい で す 。 


軍 幅 を 塗り ます 。 も は や 下地 に ピン 
ク 色 、 黄 色 、 水 色 を 入れ る の は お 馴 
染み と な っ て きま し た 。 そ の 上 に 、 不 
透明 度 19% の 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 一 
面 に 黒色 を 敷き 、 影 や ハイ ライ ト を 
入れ て いま す 。 


「 少 女 1 服 1」 レ イ 
ヤー を 選択 し ま 


スカ ー ト の 塗り に 入り ます 。 ま ず は 
灰 紫色 で ざっ くり と 陰影 を つけ ます 。 
* エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で ビン ク 色 を 


入れ まし た 。 
D' 少 女 1 服 3」 レ 
ー a イヤ ー を 選択 し 
ーー 。 まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル の 
「 柔 ら か 」 を 選択 し 、 ブ プラ シ サ イズ 「480.2」、 合 成 

証 モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「11」、 ブ プラ シ 濃 度 「6」 に 設定 
し まし た 
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「 少 女 1 線画 2」 レ イヤ ー を 選択 し 、 

肌 スカ ー ト 内 部 の 足 部 分 を 「 投 げ な わ 
選択 」 ツ ー ル で 囲ん で 「 切 り 取 り 」 ま 
す 。 「 ペ ー ス ト 」 す る と 「 少 女 1 線画 2 
の コピ ー」 レ イヤ ー が 作成 され 、 パ ー 
ツ が 分 か れ ま す 。 こ の 部 分 の み 不 透 
明度 を 調整 し た り 、 消 し た り し や すい 
よう に レイ ヤー を 分 け ま し た 。 


②「 少 女 1 線画 2 の コ 
ピー」 レ イヤ ー の 味 
番 を 替え 、 不 透明 度 を 


100% 通常 「50」 に し まし た 
| 


「 少 女 1 服 き の コピ ー」 レ イヤ ー に 、 足 
や 床 、 奥 の 階段 の 色 を 塗り 、“ う っ す 
ら と 透け て いる 感 " を 出し ます 。 


0 wo 


PO dD 


フラ 


①「 少 女 1 服 3 の コピ ー」 レ イヤ ー を 選択 し 、 色 を 塗っ た 後 
に 不透明 度 を 「60」 に し まし た 


② 搭 画 色 を 適宜 変更 し な が ら 搭 きま す 。「 不 透明 
| 水彩 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ プラ シ サ イズ 「89.6」、 絵 
の 具 量 「60」、 絵 の 具 漠 度 「46」、 色 延び 「32」、 硬 
さ 「] 00」、 ブ ラ シ 濃度 「85」 に 設定 し まし た 


紫 で 、 細 か い シ ワ や 陰影 を 入れ ます 。 
こち ら に せり 出し て いる 部 分 に は 赤 
紫色 を 、 奥 に 向かう 部 分 に は 青 を 、 
その 中 間 に は 黄色 を 、「G ペ ン 」 ツ ー 
ル で 塗り ます 。 ま た 、 装 飾 の 厚み を 出 
す た め に 、 キ ワ に 青色 を 入れ まし た 。 


「 少 女 1 服 ス カー 
ト 折 」 レ イヤ ー を 
選択 し まし た 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 足 の 
部 分 を 残し て 周囲 に 赤 紫 色 を 塗り 
ます 。 不 透明 度 を 30% に 調整 し 、 ス 
カー ト が 描か れ た 「 少 女 1 服 3」 レ イ 
ヤー と 結合 し ます 。 


し ン 


SS 


スカ ー ト の キワ に 白っぽい 水色 を 入 
れ 、 輪 部 を 強調 し まし た 。 

スカ ー ト の 線画 は 濃い 紫色 で し た 
が 、 こ こ で 濃い 青色 に 変更 し まし た 。 


①「 少 女 加 筆 」 レ 
イヤ ー を 選択 し 
まし た 


ュー ②「G ベ ペン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イズ は 


「10.1」、 不 透明 度 「33」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 設 


定 し まし た 


日 ] ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で スカ ー ト 中 央 
部 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 そ し て 、 
シワ に 沿っ て 淡く ハイ ライ ト を 追加 
し ます 。 


Ns 


①⑪「 レ イヤ ー15」 を 作成 し 、 合 成 モー ド を 「 加 算 ( 発 光 )」 
に し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル の 

画 ] 「 柔 ら か 」 を 選択 し 、 ブ プラ シ サ イズ 「136.3」、 合 成 
モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「1 1」、 プ ラ シ 濃 度 「21」 に 設 
定 し まし た 


①「『 レ イヤ ー15」 
を 作成 し まし た 


②「 不 透明 水彩 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ プラ シ サ イズ 
「64.1」、 絵 の 具 量 「50」、 絵 の 具 濃 度 「46」、 色 
延び 「32」、 硬 さ 「100」、 ブ プラ シ 濃度 「85」 に 設定 
し まし た 


し プ 


⑤「 少 女 1 服 線画 」 レ イヤ ー で 線画 の 色 を 変更 し まし た 


③ ハ イラ イト を 入れ 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 「40%」 に 下 
げ ま し た 。 さ ら に 、 シ ワ に 淡く ハイ ライ ト を 入れ まし た 
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の 装飾 と サブ キ ャ ラク ター の 着 御 


背 の ヒラ ヒラ し た 布 を 塗り ます 。 上 着 
と 同じ 布地 な の で 、 同 じ く 灰 紫色 を 
ベー ス に 、 ち ょ いち ょ い 違 う 色 を 入れ 
て いく 感じ で す 。 布 地 の 厚み を 出す 
た め に 、 キ ワ に 濃い め の 灰 紫色 を 入 
れ て いま す 。 リ ボン の 影 も 、 距 離 感 に 
気 を 配り つつ 描き 入れ ます 。 


③ 灰 紫色 で り リボン の 影 を 塗り まし た 


ハイ ヒー ル 部 分 を 着 彩 し まし た 。 
人 形 用 の ハイ ヒー ル を 観察 し な が ら 
「G ペ ン 」 ツ ー ル で 塗り ます 。 


「 少 女 1 服 2」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


望遠 鏡 の 胴 部 分 を 塗り ます 。 暗 め の 
青 緑色 と 明る め の 紫 色 で 軽く 立体 感 
を つけ た 後 、 バ ッ テ ン 模様 を 描く よう 
に し て 、 質 感 を 出し ます 。 さ ら に 、 白 
青色 で バッ テン 模様 を 描き 入れ 、 八 
イラ イト 部 分 を 作り ます 。 

「 少 女 1 服 1」 レ イ 


ヤー を 選択 し ま 
し た 


①「 少 女 1 服 
1」 レ イヤ ー を 
選択 し まし た 


②" 不 透明 水彩 」 ツ ー ル を 選択 し 、 プ ラ シ サ イズ 
|Z| 「45.8」、 絵 の 具 量 「60」、 絵 の 具 濃度 「46」、 色 
計 還 | 正 び 「32」、 硬 さき 「100」、 ブ プラ シ 濃 度 「85」 に 設定 
し まし た 


④「G ベ ペン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 プ ラ シ サ イズ 
「13.0」、 不 透明 度 「14」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」 
に 設定 し まし た 


⑤ リ ボン に うっ すら と 青い 影 を 入れ まし た 


手前 の 左足 に は 
薄い オレ ンジ や 黄 
色 、 奥 に ある 右足 
は 紫 を 塗り まし た 


不透明 度 23% の 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 模様 を 描き ます 


手 の 影 な ど を 紺色 で 描き 入れ ます 。 
ハイ ライ ト 部 分 に は 明る い 水 色 を も 
う 少 し プラ ス し 、 明 暗 を 整え ます 。 


望遠 鏡 の 装飾 、 服 の ボタ ン な ど 人 金色 
の パー ツ を 塗り ます 。 不 透明 度 30% 
の 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 、 影 部 分 に 紫色 
を 入れ た ら 、 茶 色 で さら に 陰影 を 強 
調 さ せま す 。 こ の と き 、 大 ま か な 陰 影 
だ け で な く 、 装 飾 の 起伏 で で きる 細 
か な 陰影 も 忘れ ず に 描き 込み ます 。 
また 、 肩 章 や 青い プレ ー ト 状 の 和 飾り 
に も それ ぞ れ 色 を 入れ ます 。 


100% 通 束 に 
= ピ 国庫 8 


「 金 属 パ ー ツ 1」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


06 


輪郭 は ば か さ ず 、「G ペ ン 」 ツ ー ル で 細か い 点 々 を 描く よう 


「 加 算 ( 発 光 )」 レ イヤ ー「 レ イヤ ー7」 
を 新規 作成 し 、 明 る い ク リー ム 色 で 
人 ハイ ライ ト を 入れ ます 。 奥 に 回 り 込む 
部 分 に は 「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル で 紫色 
を 追加 し 、 遠 近 感 を 出し ます 。 


4 


に ハイ ライ ト を 入れ る と 金属 や 金糸 の 質感 が 出 ます 
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リボ ン の 塗り を 行い ます 。 輪郭 は 、 全 

07| 体 に 均一 に 描く の で は な く 、 服 と の 
境界 が わか り づ らく な っ て いる と ころ 
な ど に 部 分 的 に 描い て いま す 。 こ の 
と き 、 輪 郭 に は 隠し 味 的 に ピン ク な 
ど を 入れ ます 。 


「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イズ 「7. 
9」、 不 透明 度 「46」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 ブ 


" 


し 補正 「 中 」 で 設定 し まし た 「 リ ボン 」 レ イヤ ー 上 で 灰 紫色 で ざっ くり と 陰影 を 描き 、 細 
い 「G ペ ン 」 ツ ー ル で リポ ボン の 輪郭 を 描き 入れ ます 


仕上 が り イ メー ジ を わか りや すく す 
る た め 、 先 に 次 女 が 立っ て いる 甲板 
の 陰影 を 灰色 で ざっ くり 描い て お き 
ます 。 背 景 は グリ ザイ ユ 画 法 で 着 彩 
する た め 、 無 彩色 メイ ン で す 。 右 手前 
の 影 の 付き 方 が 間違っ て いま し た ね 
So 。 右 の 屋根 と 、 水 平 に な る よう に 
影 が 付く の が 正しい で す 。 こ れ は 最 
終 調整 の と き に 修正 し まし た 。 


図 この 段階 で ある 程度 質感 を つけ て お 
きた い の で 、「 不 透明 水彩 」 ツ ー ル の 
筆跡 を 残し な が ら 塗 り ます 。 


描画 色 を 設定 し まし た 。「 不 透明 水彩 」 ツ ー ル を 選択 
し まし た 。 プ ラ シ サ イズ 「35.6」、 絵 の 具 量 「60」、 絵 の 
具 濃 度 「46」、 色 延び 「32」、 硬 さ 「100」、 ブ プラ シ 濃度 
85」、 手 プレ 補正 「 弱 』 で 設定 し まし た 


認 少女 の 明暗 を 整え ます 。 ま ず は 「 少 属 Ei 本 
前 景 2 


女 1」 フ ォ ル ダー を まる ご と 複製 し ま 


ーー er 複製 し た 「 少 女 
す 。 複 製 し た 側 の フォ ル ダ ー を 選択 Ea 1 
告 合 し まし た 


Oiio 細 昌 


し 、「 レ イヤ ー」 メ ニュ ーー「 選 択 中 の 
レイ ヤー を 結合 」 し ます 。 


グリ ザイ ユ 画 法 で の 着 彩 

グリ ザイ コ ユ 画 法 は 、 モ ノ ク ロ で 物体 の 陰影 
を 描い て し まい 、 そ の 上 に 「 オ ー バ ー レ イ 」 
で 、 色 を 置い て いく と いう 技法 で す 。 筆 者 
は 、 主 に 背景 の 一 部 に この 技法 を 取り 入れ 
て いま す 。 最 大 の メリ ッ ト は 、 色 に 惑わ され 
る こと な く 陰 影 、 量 感 を 表現 で きる 点 で す 。 
また 、 あ と か ら 色 味 を 変更 し や すい の で 、 
全体 の 雰囲気 を 見 な が ら 適 宜 調整 する こ 
と が で きま す 。「 モ ノ ク ロ だ と 描け る の に 、 


モノ クロ で モチ ー フ を 描い た ら 、 

回 その 上 に 「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イ 
ヤー を 作成 し ます 。 こ の レイ ヤー 
上 に それ ぞ れ の パー ツ の 固有 色 
を 乗せ て いき ます 。 彩 色 は 同一 レ 
PE で あま り の パー ツ と 7 パー ツ 
の 境界 線 を 意識 せ ず に 塗っ た 方 
が 空気 感 が で ます 。 こ れ だ け で 、 
彩色 済み の 女の子 が 描け て し ま 
いま す 。 


図 「 乗 算 」 レ イヤ ー で 、 も う 少 し 影 を 

足し た り 、「 加 算 」 レ イヤ ー で 光 を 
足し た りす る と より 綺麗 に 仕上 が 
り ま す 。 


eo ドラ 


色 を 使う と イマ イチ 」「 色 の 選び 方 が わか 
ら な い 」 と いう よう な 、 色 塗り に 苦手 意識 を 
持っ て いる 方 に も オス ス メ で す 。 

た だ 、 画 法 の 特性 上 、 ざ ら つ いた 「 厚 塗 
り 」 っ ぽい 質感 に な り が ちな の で 、「 ア ニ メ 
塗り 」 の よう な 鮮やか で パキッ と し た 塗り を 
し た い 場 合 に は 向い て いま せん 。 グ リザ イ 
ユ 画 法 は 、 か な り 幅 広く 応用 が 利く の で 、 
いろいろ な や り 方 で 試し て みて くだ さい ね 。 


① モ ノ ク ロ で 輪郭 、 陰 
影 を 描き お こし ます 


②「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イ 
ヤー 上 に 色 を 乗せ て い 
きま す ( 図 は 通常 モー 
ド で 表示 し た も の ) 
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次 女 の 明暗 を 調整 し ます 。 紫 色 で 塗 
りつ ぶし て か ら 、 顔 や 足 の 一 部 に は 
「 エ アプ ブラ シ 」 ツ ー ル で 肌色 を 入れ 、 
顔色 が 悪く な りす ぎ な いよ うに し ま 
す 。 画 面 内 に 描写 し て いま せん が 、 
三 姉妹 が いる 甲板 の 上 方 に 、 さ ら に 
屋根 の よう に 覆い か ぶさ っ て いる 甲 
板 が ある 、 と いう 設定 な の で キャ ラク 
ター に は 腰 あ た り ま で ざっ くり と 影 
が 入り ます 。 


mg HE 6 ① 合 成 モ ー ド を 
ee 
CH 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、「 エ 
アブ ラ シ 」 ツ ー ル で ハイ ライ ト を 入れ 
ます 。 


「 少 女 光 」 レ イ 


36% 加 年 ( 発 光 ) 
bE 

32% 乗算 人 透明 度 を 「36%」 

少女 1 の コビー に し まし た 


長女 、 三 女 を 塗っ て いき ます 。 塗 り 方 
は 次 女 と ほぼ 同じ で 、 不 透明 度 の 低 
い ペ ン で 何 度 も 色 を 塗り 重ね 、 陰 影 
を つく りあ げ て いき ます 。 白 い 服 も 、 
無 彩 色 は な る べく 使わ ず 、 さ ま ざ ま 
な 色 を 混ぜ た 灰色 で 、 塗 っ て いき ま 
す 。 実 は 長女 の ば ん つが チラ リズ ム 
し て いる ん で す よ ! 借 放 すぎ る よこ 


③ 不 透明 度 を 「51%」 に 変更 し た ら 、「 消 し ゴム 」 ツ ー ル で 
不要 な 部 分 を 消し ます 


線画 の 段階 で は 描い て いな か っ た 、 
飾 緒 を 描き 込み ます 。 節 緒 の 影 も 忘 
れず に ! 


長女 と 三 女 の 明暗 も 整え ます 。 基 本 
の 手順 は 次 女 の と き と 同 じ で す 。 肌 
の 部 分 に は 「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル で 肌 
色 を 入れ ます 。 レ イヤ ー の 不透明 度 
は 27% に し ます 。 


27% 6 
ee | 


100 % 通 
トロ 2 


複製 し た 「 少 女 2 少女 3 の コピ ー」 フ ォ ル ダー を 結合 し 、 
不透明 度 を 調整 し まし た 


キャ ラク ター の 塗り が だ いた い 終 わ 
り ま し た 。 


紫色 で 塗り つぶ し まし た 


不透明 度 を 下げ まし た 


ァ () dwD 


人 0 中 dwD 
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座 周 辺 の 着色 


「 王 座 周 辺 1」 レ イヤ ー を コピ ー し 、 非 
表示 に し ます 。 王 座 周辺 1」 レ イヤ ー 
を 「 王 座 周 辺 2」 レ イヤ ー と 結合 し ま 
す 。 こ れ は 陰影 を 描く 際 に 統一 感 を 
出す た めで す 。「 非 表示 に し た 「 王 座 
周辺 1」 の 複製 レイ ヤー は 、 グ リザ イ 
ユ 画 法 で 色 を 置く 際 に 使用 し ます 。 


lo2| パイ プ か ら 塗 っ て いき ます 。 グ リザ イ 
ユ 画 法 を 使い 、 あ と か ら 「 オ ー バ パー レ 


①「 王 座 周辺 
1」 レ イヤ ー を コ 
ビー し まし た 


@「 王 座 周辺 1」 
レイ ヤー を 「『 王 座 
周辺 2」 レ イヤ ー 
と 結合 し まし た 


sa 100% 通常 本 


イ 」 で 色 を 入れ ます が 、 下 地 に 差し 色 
を 入れ て お く の も 効果 的 で す 。 下 地 
の 色 と 、「 オ ー バ ー レ イ 」 で 入れ た 色 
と が 混ざり 合っ て 、 複 雑 な 色合い に 
な る か ら で す 。 


「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イズ 
「58.9」、 不 透明 度 「39」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 
プレ 補正 「 中 」 で 設定 し まし た 


パイ プ の 接合 部 分 を 茶色 で 強調 させ 

図 ます 。 パ イプ の 、 ち ょ っ と 年 季 が 入っ 
た 感じ や 、 錆 っ ぽい 感じ を 出す た め 、 
ピシッ と し た 線 で は な く ボ ソ ボ ソ し 
た 線 を 引き ます 。「 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル 
で 、 パ イプ の 側面 に ざっ くり 茶色 を 
入れ ます 。 反 射 光 が 入る の で 、 輪 郭 
の キワ に は 塗り ませ ん 。 ネ ジ や ハイ ラ 
イト を 加え て いき ます 。 


「23.4」、 不 透明 度 「24」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 ブ 


①「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サ イズ 
N 
し 補正 「 中 」 で 設定 し まし た 


田 | る 換 面 色 を 設定 し まし た 


①「 王 座 周辺 2」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


④「 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イズ 
| ‘254..42 の 具 下 42, 絵の具 濃度 「66、 色 延び "6 
ー ブラ シ 濃 度 「79」、 手 ブレ 補正 「 中 」 で 設定 し まし た 


司 | ⑤ 描 画 色 を 設定 し まし た 


バイ プ の ディ ティ ー ル を つめ て いき ます 


「 王 座 周辺 2」 レ イヤ ー を 複製 し ま 
す 。 複 製 し た 方 を 選択 し 、 影 に 「 油 彩 
平 筆 」 ツ ー ル で 茶色 を 塗り ます 。 こ の 
ツー ル は 名 称 の と お り 、 油 彩 の よう 
な タッ チ で 描け る 筆 で す 。 塗 りな が ら 
質感 を つけ る の に 適し て いま す 。 不 
透明 度 を 37% に し 、 も と の 「 王 座 周 
辺 2」 レ イヤ ー と 結合 し ます 。 


| 100% 通常 
男 REO D「 王 座 周辺 2 の 
ピー」 レ イヤ ー 
の を 作成 し まし た 
王座 周辺 2 
図 歯車 の 密集 し て いる 部 分 の 陰影 を 
作り こみ ます 。 歯 車 同士 の 距離 感 を 


考え つつ 、「G ペ ン 」 ツ ー ル で 影 を 描 
き 入 れ ま す 。 続 いて 、 椅 子 部 分 の 陰 
影 を 描い て いき ます 。 ま ず 、 椅 子 の 右 
奥 側 に は 、 画 面 手前 の 屋根 の 影 が 入 
り ま す 。 タ イプ ライ ター の よう な 機械 
や 、 手 前 の 手すり の 影 も 椅子 側面 に 
描き 入れ ます 。 筆 跡 は 質感 に な る の 
で その まま 放置 し て お きま す 。 


ある 程度 陰影 を お いた ら 、 椅 子 を 覆 
う よ う に 立っ て いる 屋根 部 分 を 塗り 
ます 。 こ こ は 、 画 面 上 部 に ある 甲板 
で 影 に な っ て し まう 部 分 で す が 、 影 
の な か に も 細か い 陰 影 は 現れ ます 
の で 、 他 の 部 分 と 同じ よう に 、 こ ちら 
か ら 見 て 右上 に 光源 を 設定 し 、 紫 色 
や こげ 茶色 で 影 を 描き こん で いき ま 
す 。 全 体 の 影 は 、 後 で 入れ る こと に し 
まし た (212 ペ ー ジ 参照 )。 

クリ ー ム 色 で 、 ハ イラ イト を 入れ まし 
た 。 


回 ] 


(②「 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ ラ シ サ イズ 


「148.3」、 絵 の 具 量 「42」、 絵 の 具 濃 度 「66」、 色 延び 
「6」、 プ ラ シ 濃度 「79」、 手 プレ 補正 「 中 」 で 設定 し ま 
し た 


3 次 画 色 を 設定 し まし た 


人 0 dwD 
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180 


メモ を 塗り まし た 。 メ モ の 内 容 も 、 
「 粗 い 鉛 筆 」 ツ ー ル で 書い て お きま 
す 。 セ ロ テ ー プ の よう な も の で 貼っ て 
ある あたり 、 高 度 な 文明 を 感じ ます 
ね 。 ま た 、 メ モ の 色 を 伝 声 管 の 方 に も 
置き 、 映 りこ み を 表現 し ます 。 

伝 声 管 の 奥 の 柱 も 陰影 を 描き 込み 
ます 。 


「 王 座 周 辺 2」 レ イヤ ー の 彩 度 を 若干 
下げ ます 。「 色 調 補正 」 つ 「 色 相 ・ 彩 
度 ・ 明 度 」 で 、 彩 度 を 「-22」 に 設定 し 
まし た 。 


Mtn 


< LEN 


装飾 の 細か い 立 体感 を 出し て いき 
ます 。 黄 土 色 や 赤色 を 、「 油 彩 平 筆 」 
ツー ル で ささ っ と 入れ 、 こ げ 茶 で 陰 
影 を ざっ くり 描き お こし ます 。 装 飾 と 
甲板 の 境目 に 「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 
うっ すら と 黒 紫色 を 入れ ます 。 


他 の 装飾 部 分 も 同じ よう に 塗っ て い 
きま す 。 金 属 パ ー ツ な の で 濃い 色 を 
入れ る と き は ギュ ッ と 強め に 、 ハ イラ 
イト を 入れ る と きも 強め に 、 を 心 が 
け て いま す 。 か と いっ て あん まり や り 
すぎ る と 領域 が 広い ぶん 悪 目立ち し 
て し まう の で 、“" キ ラキ ラ し た 感じ "は 
キャ ラク ター の 金属 パー ツ よ りお と 
な し めで す 。 


クリ ー ム 色 で ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 


甲板 上 の 明度 が どこ も 同じ だ と メリ 
瑞 ハリ が な いな 一 と 思っ た の で 、「 乗 算 」 

レイ ヤー を 新規 作成 し 、 装 飾 の 一 部 を 

「G ペ ン 」 ツ ー ル 、 茶 色 で 暗く し ます 。 


70% 乗算 
JA 


| トカ 100% 通 和 人 

還 王 審 周辺 2 
作成 し た 「 レ イヤ ー3」 の レイ ヤー 不透明 度 を 「70%」 に し 、 
「 王 座 周辺 2』 レ イヤ ー と 結合 し ます 


椅子 の 塗り を 再開 し ます 。 肘 掛 の 革 
張り 部 分 を 、 茶 色 で 若干 暗く し まし 
た 。 革 の キワ に 濃い 茶色 を 入れ 、 立 
体感 を 出し ます 。 タ イプ ライ ター も 、 
硬質 感 が 出る よう に 塗り まし た 。 


100% 通常 し 
ンド 
①「 王座 周辺 2」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


屋根 の 奥 の 支柱 に 、 青 灰色 を 薄く 入 
れ 、 伝 声 管 と 差別 化し まし た 。 
そし て 屋根 の 内 側 を 塗り ます 。 


「 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル を 選択 し 、 プ ラ シ サイ ズ 「25.4」、 絵 
日 ] の 上 中 量 「42」、 絵 の 具 濃 度 「66」、 色 延び "6」、 ブ プラ シ 濃 度 
「12」 に 設定 し まし た 


画面 上 部 の 甲板 を 塗り ます 。 外 か ら 
の 光 が 入 る の で 甲板 の キワ は 少し 明 
る めで す 。 


ツー ル を 選択 し 、 プ ラ シ サ イズ 「18.2」、 不 透明 度 


革 | 描画 色 を 適宜 変更 し な が ら 描 きま す 。「G ベ ペン 」 
「36」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」 に 設定 し まし た 
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甲板 部 分 に 質感 を プラ ス し ます 。 線 
を 引く の で は な く ス タン プ を 押す 感 
じ で 、 ぽ ぼん 、 と 人 筆 を お く と 岩肌 っ ぽい 
質感 が 出 ます 。 


「 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サ イズ 
「266.8」、 絵 の 具 量 「42」、 絵 の 具 濃 度 「66」、 色 延び 
「6」、 ブ ラ シ 濃 度 「50」、 手 プレ 補正 「 弱 」 で 設定 し ま 


し た 


「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 、 甲 板 の キ ワ 
に 薄く 影 を 入れ まし た 。 同 じ よ うに 椅 
子 の 向こう 側 の 甲板 キワ に も 、 影 を 
入れ ます 。 


描画 色 を 適宜 変更 し な が ら 描き ます 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー 
回 ル を 選択 し 、 プ ラ シ サ イズ 「41 3.8」、 合 成 モー ド ! 通 常 」、 
硬 さ 「16」、 プ ラ シ 濃 度 「34」 に 設定 し まし た 


「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 新規 作 
成 し 、 陰 影 を つく っ た 甲板 の 金属 の 
装飾 部 分 に 黄色 を 入れ て いき ます 。 
1 色 だ け で 塗る と 薄っぺら い 印 象 に 
な っ て し まう の で 、 オ レン ジ が か っ 
た 黄色 、 白 っ ぽい 黄色 、 く すん だ 黄 
色 …… な ど さ ま ざま な 黄色 を 使い ま 
す 。 グ リザ イ ユ 画 法 と は いえ 、 ベ ー ス 
の 陰影 に 頼り すぎ ず 、「 オ ー バ ー レ 
イ 」 レ イヤ ー 上 で も 陰影 を 作り こむ と 
良い で し ょ う 。 


タイ プラ イタ ー も ベー ス は 黄色 で 、 

18 陰影 に は 紫色 を 入れ て いま す 。 ク 
リー ム 色 で ハイ ライ ト 部 分 を 塗り 、 
金属 の ツヤ ッ と し た 感じ を 出し て い 
ます 。 


ES 


固有 色 の 着 彩 用 に 「 レ イヤ ー3」 を 作成 し まし た 


b 


影 部 分 に は 紫色 な ども 入れ て 塗っ て いき ます 


屋根 の 金属 部 分 に 色 を 入れ ます 。 色 
が 屋根 の 内 側 まで 掛か り ま し た が 、 
境界 が 溶け 合っ て 柔らか い イ メー ジ 
に な っ た の で この まま に し ます 。 


① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アプ ブラシ 」 ツ ー ル を 
選択 し まし た 。 プ ブラシ サイ ズ 「567.9」、 合 成 モー ド 

還 | 「 通 常 」、 硬 さ 「1 1」、 ブ プラ シ 濃 度 「9」、 手 ブレ 補正 
「 弱 」 に 設定 し まし た 


0 「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 新規 作成 
本 し 、 甲 板 の 装 飾 部 分 に 青色 を 入れ ま 


す 。 不 透明 度 を 70%% に 下げ ます 。 
100% オー バー レイ D「 レ イヤ ー4」 
kz Juy-・ を 作成 し まし た 


ズ 「32.7」、 不 透明 度 「100」、 ア ンチ エイ リア ス 
「 強 」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


に | ②「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イ 


較 | の 投 画 る を 設定 し まし た 


色 を 入れ 、 空 気 感 を 出し ます 。 ち な み 
に 、 な ぜ こ の 青色 部 分 だ け レ イヤ ー 
を 分 けた か と いう と 、 後 で 色 変 え が 
で きる よう に で す 。 試 し に 赤色 で 塗っ 
て みた と こる 、 正 統 派 ス チー ム パ ン 
ク っ ぽい 配色 に な り ま し た 。 残 り の 
部 分 を 仕上 げ て 、 こ こ が 赤 色 の 方 が 
し っ くり くる 場合 は 、 色 を 変え る 予定 
で す 。 ひ と まず 青 に 戻し ます 。 


画面 右端 に 「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル で 青 


0 dwD 


0 オー パー レイ ①「 レ イヤ ー4」 を 
トノ 
Ev-: 選択 し まし た 
ーー ②「 エ アプ ブラシ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ ラ シ サ 


イズ 「67 1.7」、 合 成 モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「11」、 ブ 
ラ シ 濃 度 「9」、 手 プレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


④ 赤 色 で 塗っ て み ま し た 


7 (} Hid 
Z0 
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ここ で 前 景 の ざっ くり し た 陰影 と 、 下 

回 還 地 を 作っ て お きま す 。 ま ず 影 部 分 を 
灰 紫色 で 塗り ます 。 そ し て 、 砂 時 計 の 
下地 も 作り ます 。 右 側 に ある 光源 を 
考え つつ 、 金 属 部 分 も 塗っ て いき ま 
す 。 金 属 部 分 の いち ば ん 濃い 影 は 円 
柱 の 中 心 付近 に 入り ます 。 前 景 は 、 こ 
の 状態 で ひと まず 放置 し ます 。 


①「 前 景 1」 レ イ 
ヤー に 支柱 の 陰 
影 を 描き 込ん で 
いき ます 


②「 前 景 2. レ イヤ ー に は 砂時計 と 
支柱 の ベー スカ ラー が 描き 込ま れ 
て いま す 


非 表 示 に し て いた 「 王 座 周 辺 1 の コ 
回 ピー」 を 表示 させ 、「 オ ー バ ー レ イ 」 
モー ド に 変更 し ます 。 黄 土 色 で 塗り つ 
ぶし た レイ ヤー な の で 、 王 座 周 辺 の 
金属 部 分 が 目立つ よう に な り ま し た 。 


固 | | 7 % オー バー レイ A 
1 」 王 護 同 辺 1 の コピ ー 


「 王 座 周辺 1 の コピ ー」 レ イヤ ー を 表示 し まし た 


下 の 甲 板 へ 塗り 進 み ま す 。 奥 に サッ 
と 暗 青 色 を の せ 、 遠 近 感 を 出し ます 。 


50% 通過 6 
Ta 
回 結 " 


⑪「 能 周辺 」 レ イヤ ー を 複製 し まし た 。 色 を 塗っ た 後 、 不 透 
明度 を 「50%」 に 調整 し 、 元 の レイ ヤー と 結合 し ます 


「 柔 ら か 」 を 選択 し 、 ブ プラ シ サイ ズ 「939.7」、 合 成 


回 | ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル の 
モー ド 「 通 常 」、 ブ ラ シ 濃 度 「26」 に 設定 し まし た 


中 央 部 分 は 白 を 残し つ 
つ 、 外 周 を 灰 紫 色 で 塗 
り 、 キ ワ の 部 分 に は 、 薄 
く 水色 を 入れ まし た 


円 柱 の 右側 か ら は 直 に 
光源 が 、 左 側 か ら は 照 
り 返 し が 当たっ て いる の 
で 明る め に し まし た 


Tt 「 能 周辺 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 陰 影 を 
作り 込ん で いき ます 。 筆 跡 を な る べく 
残す よう に する こと で 質感 、 ア ナ ロ グ 
感 を 出し て いま す 。 旗 台 の 一 番外 側 
の キワ 部 分 に は 、 照 り 返し の 光 を 描 
き 込 む の も 忘れ ず に 。 影 は 灰 青 色 、 
照り 返し は 水色 、 明 る い 面 は 薄い ク 
リー ム 色 を メイ ン に 使用 し て いま す 。 


「 赤 じゅ うた ん 」 レ イヤ ー に も 、 同 じ く 
回 記 内 に 暗 青 色 を サッ と 乗せ 、 遠 近 感 を 
出し て 陰影 を 作っ て いき ます 。 

① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「 エ アプ ブラシ 」 ツ ー ル の 


画 「 柔 ら か 」 を 選択 し 、 プ ブラ シ サ イズ 「794.5」、 合 成 
モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「1 1」、 プ ラ シ 濃度 「14」 に 設定 


し まし た 


② 色 を 塗っ た 「 赤 じゅ うた ん 」 レ イヤ ー を 複製 し 、「 乗 算 
モー ド に 変更 、 不 透明 度 を 「60%%」 に し て 結合 し まし た 


細 | 能 と 、 そ の 左 に ある 伝 声 管 まわ り の 
陰影 を 、 さ ら に 細か く 描 き 込み ます 。 
「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 床 
部 分 に 黒っぽい 青色 を 塗り ます 。 レ 
イヤ ー の 不透明 度 を 「75%」 に し 、 

「 能 周辺 」 レ イヤ ー と 結合 し ます 。 


ーー を し まし た 
ンド に を 作成 し まし た 


「 能 周辺 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


④「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ 
| イズ 「730.5」、 合 成 モ ー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「11」、 ブ 
ラ シ 濃 度 「6」、 手 ブレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


「 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル で 影 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 細か 
を つけ ます く 描 き 込 み ま す 
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「 手 すり 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 手 すり 

証 記 の 内 側 を 塗っ て いき ます 。「 パ ー ス 定 
規 」 に スナ ッ プ させ て 、 上 面 と 側面 の 
境界 線 を 引き 、 上 面 に 灰 水 色 を 薄く 
塗り ます 。 線 が 引き に くい の で 、 画 面 
を 左右 反転 し た 上 で 回 転 させ て 描い 
で て いま す 。 


ラ シ サ イズ 「32.7」、 不 透明 度 「35」、 ア ンチ エイ リア ス 


昌 描画 色 を 設定 し まし た 。『G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ 
「 強 」 に 設定 し まし た 


空気 感 を 出す た め に 、 奥 の 手すり に 
は くす ん だ 緑色 を 塗っ て いま す 。 手 す 
り の 先 の と が っ た パー ツ や 、 上 面 の 
ハイ ライ ト 、 細 か い 陰 影 な ど を 描い 
て いき ます 。 


2 


①「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サ 
イズ 「406.0」、 合 成 モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「1 1」、 ブ 
ラ シ 漠 度 「44」、 手 ブレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し 、 手 すり 部 分 を 塗っ て いき ます 


③' 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サ イズ 
2 「10.1」、 絵 の 具 量 「42」、 絵 の 具 濃 度 「66」、 色 延び "6、 


プ ブラシ 濃度 「72」、 手 プレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


④ 描 画 色 を 設定 し 、 ハ イラ イト を 描き 込み まし た 


「 背 景 線画 3」 レ イヤ ー を 選択 し 、 旗 台 
の 外周 の 線画 の み 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 白 
色 に 塗り つぶ し て 立体 感 を 出し ます 。 


( ) 


Ed 


D「 背 景 線画 3」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


ズ 「27.7」、 不 透明 度 「100」、 ア ンチ エイ リア ス 
「 強 」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


賠 ②「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ ラ シ サ イ 
| 


4 


イル 


オー バー レイ レイ ヤー で 甲板 編 着 


「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 lg RE ①「 レ イヤ ー6」 を 

甲板 に 色 を 入れ ます 。 ま ず は 旗 台 か bis 作成 し まし た 

ら で す 。 「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 全体 ーー ②「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ ラ シ サ 

に 水色 を 入れ て か ら 「G ペ ン 」 ツ ー ル に 3 イズ 「207.4」、 合 成 モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「19」、 ブ s 


で 固有 色 を 塗っ て いき ます 。 色 に 統 ” ラ シ 濃 度 「19」、 手 ブレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


一 感 を 出す た め に も 、 下 地 の 青 を 薄 
四 ] 3 描画 色 を 設定 し まし た 


く 残し な が ら 塗 り 進 め る の が ポイ ン 
ト で す 。 旗 台 オ ブ ジ ェ の 中 央 、 こ ちら 
に せり 出し て いる 部 分 に 明る い オ レ 
ンジ を 入れ 、 立 体感 を 出し まし た 。 


④「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ ラ シ サ イズ 「32. 
1」、 不 選 朋 度 「71」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、、 手 プレ 補正 
「 中 」 に 設定 し まし た 


0 や dw 


床 付近 は 、 く すん だ 緑色 を メイ ン に 、 
影 に は 柴 を 入れ て いま す 。 こ こ で も 
筆跡 は な じ ま せ ず に 、 そ の まま 残し 
て いま す 。 


①「 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イズ 
2| 「35 6」、 絵 の 具 量 「42」、 絵 の 具 濃 度 66」、 色 延び 「6.、 
プラ シ 濃 度 「72」、 手 プレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


画 | ② 描 画 色 を 設定 し まし た 


奥 の 旗 台 も 同じ よう に 塗り ます 。 そ 
し て 不透明 度 を 21% に 設定 し た 「G 
ペン 」 ツ ー ル で 奥 の 旗 台 に 紫色 を 塗 
り 、 遠 近 感 を 出し まし た 。 


| 「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サイ ズ 「245. 
| 4」、 不 透明 度 「21」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 プレ 補正 
_ 「 中 」 に 設定 し まし た 


「 オ ー バ パー レイ 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 
「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル で 赤 じ ゅ うた ん 
の 一 部 に ピン ク 色 を 入れ ます 。 キ ャ 
ラク ター の 周辺 に 鮮やか な 色 を ぶつ 
ける こと で 、 キ ャ ラク ター を 際立た せ 
る 狙い が あり ます 。 


| 00 % 4- パ バーリ イ ①「 レ イヤ ー8」 を 
es 計 雪 付 人 


②「 エ アプ ブラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サイ 
ズ 「290.2」、 合 成 モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「11」、 プ ラ 
シ 濃 度 「29」、 手 プレ 補正 「 弱 』 に 設定 し まし た 


④ 次 女 の 周辺 を ピン ク 色 で 塗り 、 不 透明 度 を 「47%」 に 調 
整 し まし た 


能 、 伝 声 管 に も 色 を 入れ て いき ます 。 
能 は 、 木 製 で 周り に 金属 の 装飾 が つ 
いて いる イメ ー ジ で す 。 能 の 下部 あ 
た り に も 、 ピ ンク 色 を 使っ て いま す 


100 % オー バー ルイ 「 レ イヤ ー6」 を 選 
2 a 


) 
7 


0wo 


「 加 算 ( 発 光 )」 レ イヤ ー を 新た に 作 100 X 加 箇 発光 「 レ イヤ ー9」 を 作 
am 7 本 


0 


導 | 100% オー バー ルイ 
ly 
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能 や 旗 台 の 金属 部 分 に ハイ ライ ト を 
入れ て いき ます 。 


ーー 、(①'G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ブラ シ サ イズ 「15. 
4」、 不 透明 度 「23」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 プレ 補正 
ー  「 中 」 に 設定 し まし た 


員 


伝 声 管 の 一 部 の 色 を 調整 し ます 。 色 
味 が 近い た め タ イプ ライ ター と 伝 声 
管 が 一 体 化し て いま し た が 、 こ れ で 
距離 感 が 出 まし た 。 


47% オ が バー 遇 
王 還 本 1 0 コピ ー 
①「 王座 周辺 ] の コピ ビー」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


| ブ プ 


_ の ②「 消 し ゴム 」 ツ ー ル を 選択 し 、 ブ ラ シ サ イズ 
「75.8」、 ア ンチ エイ リア ス 「 中 」、 硬 さ 「100」、 ブ 
| ラ シ 濃度 「13」 に 設定 し まし た 


次 女 が いる 場所 の 下 に ある 長女 と 三 
女 が 乗っ て いる 甲板 を 塗っ て いき ま 
す 。 ま ず は 、 下 地 の 陰 影 を 作っ て いき 
ます 。「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で 奥 側 に 


紫色 を 入れ て 、 空 気 感 を 出し ます 。 
Po 共 2 


①「 足 場 」 レ イヤ ー を 選択 し まし た 


②「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イ 
| ズ 「617.6」、 合 成 モ ー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「1 1」、 ブ プラ 
シ 測 度 「14」、 手 ブレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


還 ] る 描画 色 を 設定 し まし た 


0dwD 


居 る 描画 色 を 設定 し まし た 


a ここ で 、 三 女 の 足 が ちょ っ と 短い と 感 
io| じ た の で 、 調 整 し ます 。「 少 女 2 少女 
3」 フ ォ ル ダー を 選択 し 、 足 の 部 分 を 
「 投 げ な わ 選 択 」 ツ ー ル で 囲っ て 、 
移動 させ ます 。 移 動 し て 隙間 が 空い 
っ た 部 分 は 描き 足し ます 。 


100 通夫 D「 少 女 2 少女 3」 
L ロ 』 ロ 
邊 er = フォ ル ダ ー を 選 
EE の 3 0 コ ピー 2 択 し ます 


③「 少 女 2 少女 3」 の 複製 フォ ル ダ ー を 結合 し まし た 


甲板 の 塗り に 戻り ます 。 光 が 当たっ 
2 て いる 領域 を 、 白 っ ぽい 紫 で 塗っ て 
いま す 。 手 すり の 影 も 描き 入れ ます 。 


TE 


①「 足 場 」 レ イヤ ー を 選択 し ます 


ァ () ud 


②「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イ 
ズ 「136.3」、 合 成 モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「1 1」、 プ ラ 
シ 濃 度 「38」、 手 ブレ 補正 「 弱 』 に 設定 し まし た 


0 wo 


け て いき ます 。 甲 板 に は 「 油 彩 平 筆 」 
ツー ル で 岩肌 っ ぽい 質感 を 入れ つ 
つ 、「G ペ ン 」 ツ ー ル で 斜線 を 引く よう 
な タッ チ も 入れ て いま す 。 


2| 続け て 甲板 、 装 飾 の 細か い 陰 影 を つ 
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「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 
金属 部 分 の 色 を 塗っ て いき ます 。 


② 暗 い オ レン ジ 色 で 金属 部 分 に 色 を 乗せ まし た 


「 歯 車 」 レ イヤ ー を 選択 し 、 歯 車 部 分 
の 塗り に 入り ます 。 こ の 部 分 は グリ ザ 
イ ユ 画 法 で は な く 始 めか ら 固 有色 を 
置い て いま す 。 左 側 に は 手すり 、 旗 台 
の 影 が 落ち て いま す 。 右 側 は 手前 の 
甲板 の 影 に な り 暗く な っ て いま す 。 


描画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 
較 | し 、 ブ プラ シ サ イズ 「64.1」、 不 透明 度 「30」、 ア ンチ 
エイ リア ス 「 強 」 に 設定 し まし た 


旗 台 の 影 は 甲板 部 分 に も 伸び て い 

上 る の で 、 い っ た ん 「 足 場 」 レ イヤ ー に 

戻っ て 影 を 描き 足し ます 。 上 に 「 オ ー 

バー レイ 」 で オレ ンジ 色 が 塗っ て あっ 

た せい か 、 影 部 分 に オレ ンジ 色 が 出 

まし た 。 色 味 が 綺麗 な の で 、 こ の まま 
残し て お きま す 。 


歯車 部 分 の 陰影 を 「G ペ ン 」 ツ ー ル で 
描き 進め ます 。 手 前 の 歯車 の 中 心 か 
ら は 、 柱 が 突き 出 て いま す 。 こ の 柱 に 
で きる 影 は 他 の 部 分 と は 形状 が 違う 
の で 注意 し ます 。 奥 の 方 に うっ すら 
歯車 を 描き 入れ 、 深 み を 出し ます 。 
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60 % オー バー ルイ ③「 レ イヤ ー12」 を 
PE Av~ 12 作成 し まし た 
⑪「 レ イヤ ー11」 を 
作成 し まし た 


④ 青 色 で 奥 の 装 帥 部 分 を 塗り まし た 


択 し 、 プ ラ シ サ イズ 「441.5」、 合 成 モ ー ド 「 通 常 」、 硬 
さ 「] 1」、 ブ ラ シ 濃 度 「1 1」 に 設定 し まし た 


回 | ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。 「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 選 
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「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 歯 車 
部 分 に 「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル で オレ ン 
ジ 色 を 入れ ます 。 


D「 レ イヤ ー13」 
を 作成 し まし た 


EE 
問 ssss Vv~ 13 


a i 


不透明 度 を 「65%」 に 変更 し 、「 歯 車 」 レ イヤ ー と 結合 
ます 


②「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ ラ シ サ イ 
FF ズ 「480.2」、 合 成 モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「1 1」、 プ ラ 
シ 濃 度 「1 1 」、 手 プレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


ネジ 部 分 を 塗り ます 。 こ この 歯車 と ネ 
ジ 部 分 も 、 グ リザ イ ユ 画 法 で は な く 


普通 の 色 塗 り で 進め て いま す 。 
100% 通常 本 |  ①「 ネ ジ 」 レ イヤ ー 
2 を 選択 し まし た 


次 女 の 立 っ て いる 甲板 か ら 、 長 女 と 
三 女 が いる と ころ まで ひと 通り 色 を 
入れ た の で 、 次 は 陰影 の 調整 を し て 
いき ます 。 

「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 右 端 
の 装 節 部 分 に 黄土 色 を 重ね て 色 を 


落ち 着 か せま し た 。 ま た 、 歯 車 密集 
部 分 の 手前 側 に も ざっ くり と 影 を 落 
と し まし た 。 
60% 乗算 D「 レ イヤ ー16」 
RN aia 


②「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ ラ シ サイ ズ 「49. 
彫 8」、 不 透明 度 「95」,、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 プレ 補正 
「 中 」 に 設定 し まし た 


回 ] ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


証 ③ 描 画 色 を 設定 し まし た 


に 
④ オ レン ジ 色 を 歯車 部 分 に 塗り まし た 


@ 歯 車 部 分 に 手前 か ら の 影 を 描き 込み まし た 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 明 る 
6 い 部 分 に 「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル で オレ 
ンジ 色 を 使っ て 光 を 足し ます 。 主 に 

棚 の 上 面 や 旗 台 な ど で す 。 


27% 加算 (発光 ) 
ルイ ヤー 17 


100% 
im 女 9 


「 少 女 2 少女 3』 フ ォ ル ダー の 上 に 「 レ イヤ ー17」 を 作成 し 、 
不透明 度 を 「27%」 に 調整 し まし た 


「 加 算 (発光 ) 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 次 
女 の ス カー ト 部 分 に 光 を 足し ます 。 


「 少 女 1」 フ ォ ル ダー の 上 に 「 少 女 光 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 不 
透明 度 を 「36%」 に 調整 し まし た 


奥 の 甲板 に も 装飾 を 入れ まし た 。 ま 
た 、 前 景 の 砂時計 に 青色 の 砂 を 描き 
入れ ます 。 


「 前 景 2」 レ イヤ ー に 砂 を 描き まし た 


0 dwiD 


「 オ ー バ ー レ イ 」 モ ー ド の 「 レ イヤ ー 
= 3」 を 選択 し 、 前 景 の 屋根 の 金属 部 
分 を 茶色 で 、 屋 根 の 内 側 を 紫色 と ピ 


ンク で 塗り まし た 。 前 景 は この 状態 
で また し ば らく 放置 し ます 。 


旗 は 画面 の ほぼ 中 央 に 存在 する た め 、 こ こ に 密度 を 置く と 、 視 線 
が 集まっ て し まい 奥 へ 向かう 流れ を 邪魔 し て し まい ます 。 こ の た 
め 、 シ ン ブ ル に 色 だ け で 仕上 げ ま し た 


195 


10 


0wo 


OM 


飛行 船 の 作画 と 着色 、 空 天地 の 著 条 


回 遠景 の 作業 に 入り ます 。 こ の 部 分 は 


線画 を 作っ て いな い の で 下 描き を 薄 
く 表示 させ な が ら 、 飛行船 の 部 分 か 
ら 描 き 起こ し て いき ます 。 飛行 船 も 
まず 陰影 を 作り 込み ます 。“ 昔 の 人 が 
イメ ー ジ し た 未来 の 飛行 船 "と いっ 
た 風 な 、 ち ょ っ と レト ロ 感 漂う 造形 に 
し て み ま し た 。 形 の 面白 さ 優先 で 、 物 
理 法則 は まる っ と 無視 し て いま す 。 


EE 提 語 語 識 記 rgusur 
ル 作 =9 mm 本 | を 作成 し まし た 


。 '②「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サイ ズ 「7. 


0」、 硬 さ 「100」、 プ ラ シ 濃 度 「30」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 


設定 し まし た 


プロ ペラ は 、 羽 を 1 枚 描い た ら それ を 
コピ ー& ペ ー ス ト し て 増やし て いき 
ます 。 微妙 な 遠近 感 は 、「 自 由 変形 」 
で 歪 ま せ て 表現 し て いま す 。 


ブロ ペラ の 羽 を 
「 貼 り 付け 」 ま し 
た 


回 100% 通常 
| 攻 


細か い パ ー ツ を 描き 足し 、 陰 影 を 
ざっ くり と 入れ まし た 。 プ ロペ ラ は 少 
し 透明 感 の ある 材質 な の で 、 奥 の プ 
ロペ ラ が 若干 透け て 見 えて いま す 。 


描画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を ブラ シ サ イズ 
「58.9」、 不 透明 度 「24」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」 に 設定 
し まし た 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 灰 青 
色 で 影 部 分 を 塗り 重ね ます 。 


①「 レ イヤ ー20」 
を 作成 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。 「G ペ ン 」 ツ ー ル を プラ シ サ 
回 | イズ 「49 8」、 不 透明 度 「95,、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 
プレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


さら に 歯車 を 描き 足し 、「 パ ー ス 定 
規 」 に スナ ッ プ させ て 甲板 に 線 を 引い 
て いき ます 。 こ この 甲板 は 木材 で 組 
まれ て いま す 。 


| 100% 通常 ①⑰「 レ イヤ ー21」 
Clss Pi 還 思 ま 和 0 
②「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ブラシ サイ ズ 「12. 


0」、 不 透明 度 「52」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 プレ 補正 
「 中 」 に 設定 し まし た 


loe| 反対 側 の 翼 の 位置 も 描き 入れ ます 。 


ーー の 「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サイ ズ 「14. 
0」、 硬 さ 「100」、 ブ プラ シ 濃 度 「30」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 
設定 し まし た 


不透明 度 を 下げ た 「G ペ ン 」 ツ ー ル 


で 、 甲 板 部 分 を 暗く し 、 カ サ 部 分 を 塗 

り ま し た 。 
100% 通常 D「 レ イヤ ー20」 
a | を 選択 し まし た 


(②「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サ イズ 「589」、 
不透明 度 「17」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 ブレ 補正 
「 中 」 に 設定 し まし た 


0 dD 


£0™dwyg 


196 


甲板 の 周囲 に 手すり を 描い て いき ま 
す 。 手 すり 上 面 に は 、 白 い ハ イラ イト 


を キュ ッ と 入れ ます 。 
ge [TE |  ①「 レ イヤ ー19」 
| SS PH | を 選択 し まし た 


②「G ベ ペン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ブラシ サ イズ 「12. 
0」、 不 透明 度 「52」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 プレ 補正 
” 「 中 」 に 設定 し まし た 


歯車 の 細部 を 整え ます 。 人 間 の 何 十 
倍 も あり そう な 大 き な 歯 車 で す 。 


|io 「 レ イヤ ー19」 を 複製 し 、 飛 行 船 の 形 
に 沿っ て 塗り つぶ し ます 。 色 を 白色 
に 変更 し て 、 飛 行 舶 の レイ ヤー の 下 
に 敷き ます 。 こ れ で 、 下 に 描か れ て い 

る も の が 透け な く な り ま し た 。 


白色 に 変更 し 、「 レ 
イヤ ー19」 の 下 に 
置き まし た 


100% 通常 
ルイ ヤー 19 の コビー 


0 


「 飛 行 船 2」 レ イヤ ー を 作成 し 、 次 の 

回 飛行 船 を 描き 始め ます 。 ガ ラス の 建 
物 を 背負 っ た 、 こ れ ま た へ ん て こ お なお 形 
の 飛行 船 で す 。 さ き ほ ど 描 いた "飛行 
船 1」 の 羽 の 影 を 、 飛 行 船 2 に 描き 込 
み 、 両 者 の 距離 感 を 演出 し ます 。 飛 
行 船 1 と 飛行 船 2 は スレ スレ の 距離 
を 飛ん で いる よう で す 。 


ガラ ス の 建物 の 骨組 み を 増やし まし 
た 。 ガ ラス の 建物 の 上 面 に 白 で 光 を 
入れ ます 。 側 面 は も う 少 し 暗く し ま 
す 。 飛 行 船 1 と 同様 に 、 白 地 を 下 に 敷 
きま す 。「 飛 行 船 2」 レ イヤ ー を コピ ー 
し 、「 乗 算 」 モ ー ド に 変更 、 薄 紫色 で 
塗り つぶ し ます 。 光 が 当たっ て いる 
部 分 は 「 消 し ゴム 」 ツ ー ル で 消し ま 
す 。 陰 影 に 深み が で まし た 。 


①「G ペ ン 」 ツ ー ル で 光 ②「 不 透明 水彩 」 ツ ー ル 
を 入れ まし た で 側面 を 暗く し まし た 


奥 に ある 3 隻 目 の 飛 行 船 を 描き ま 
す 。 描 きやすい よう に 「 飛行船 1」 と 
『 飛 行 船 2」 レ イヤ ー を 非 表 示 に し 
ます 。 下 描き で は ざっ くり と し か 描写 
し て いな か っ た の で 、 改 め て 詳細 な 
下 描き を し ます 。 生 き 物 の よう に も 見 
える フォ ルム で すね 。 


D 非 表示 に し まし 
100% 通常 た 


ーー ヤー 0 コピ ー 
100W 通常 


59W 通 鶴 ②「 レ イヤ ー19」 
biv~ 19 を 選択 し まし た 


人 


100% 通常 
飛行 船 2 

100% 通常 
飛行 船 2 の コピ ー 


③ "飛行 船 29 レ イヤ ー を 複製 し まし た 


まし た 


⑤ 影 の 部 分 だ け 残し ま 


し た 
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下 描き を 薄く 表示 し な が ら 、 右 側 の 
飛行 船 3 の 輪郭 と 陰影 を 描き 込ん で 
いき ます 。 直 線 部 分 は 「 パ ー ス 定規 」 
に スナ ッ プ させ な が ら 引 きま す 。 


| 100% 通常 
5 


D「 レ イヤ ー21」 
を 作成 し まし た 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 飛 行 船 全 
体 に 薄く 影 を 入れ ます 。 こ の 飛行 船 


に も 同じ く 白 地 を 下 に 敷き まま し た 。 
80% 乗 演 に 93 『 レ イヤ ー20」 を 
PE ルイ ヤー 20 | 作成 し 、 不 授 明度 
を 「80%」 に 調整 
し まし た 


全体 を 把握 する た め 、「 下 描き 」 レ イ 
ヤー の 下 に 水色 で 塗り つぶ し た レイ 
ヤー を 置い て 確認 し て み ま す 。 


「 レ イヤ ー22」 を 
作成 し まし た 


全体 の バラ ンス は 問題 な さそ うだ っ 
た の で 、 細 部 を 描き 込ん で いき ます 。 
歯車 の 造形 陰影 を 整え ます 。 新 し く 
パー ツ を 増やし 、 密 度 を 上 げ ま す 。 


[ 彫 00% 8 
* ラ gae- 


①「 レ イヤ ー19 の コピ ー」 を 選択 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を プ 
較 | ラ シ ッ サ ィ ズ 「13.4」、 不 透明 度 「25」、 ア ンチ エイ 
リア ス 「 強 」 に 設定 し まし た 


細か いと ころ は 「 薄 い 鉛 筆 」 ツ ー ル で 描き 込ん で いき ます 


飛行 船 1 の 屋根 の キワ と 大 砲 に 白色 
を 入れ て 、 立 体感 を 出し ます 。 大 砲 
の 形 を 整え 、 買 に も 装飾 を 加え ます 。 


「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、「 エ 
アブ ラ シ 」 ツ ー ル で 光 を 描き 入れ て 
いき ます 。 少 し オレ ンジ っ ぽい 黄色 
を 使う と 太陽 光っ ぽく な り ま す 。 


①「 レ イヤ ー23」 
を 作成 し まし た 


- ②「 エ アプ ラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 プ ラ シ サ イ 
た 3 ズ 「1041.0」、 合 成 モー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「1 1」、 プ ラ 
ー シ 濃 度 「19」、 手 ブレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル の 「 青 空 」 を 
選択 し 、 画 面 上 部 か ら 、 地 平 線 の と こ 
る まで グラ デー ショ ン を ひき ます 。 


角度 の 誠 み 
コ 
摘 画 対象 編集 対象 の レイ ヤー に マ 


間野 。。 = = im< 


③「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 
ツー ル を 左 の よう に 設 
定 し まし た 


合成 モー ド 通常 マ 


ef 
飛行 船 の 翼 や ガラ ス の 建物 、 歯 車 の と ころ る に 光 を 入れ まし た 


D「 レ イヤ ー22」 
を 選択 し まし た 


同 ②「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


0dwD 


ZO ™d 


雲 を 描い て いき ます 。 入 道 雲 は 、「 薄 
い 鉛 筆 」 ツ ー ル の ブラ シ サ イズ は 
「25.7」、 ブ プラ シ 濃 度 は 「21」 に 設定 
し て 描い て いま す 。 地 平 線 近 く の 筋 
雲 は 、 プ ラ シ サ イズ を 細め に 設定 し 
て 描き 入れ ます 。 


「 レ イヤ ー22」 を 
選択 し まし た 


地上 に ざっ くり と 色 を 置き 、 全 体 の 
雰囲気 を 確認 し ます 。 ま ず は 、 海 の 
領域 を 暗い 緑色 で 塗り ます 。 次 に 地 
上 部 分 の 下地 と し て 薄い 茶色 を 、 
パー ス の 横線 に 治っ た タッ チ で 入れ 
て いま す 。 ま た 、 海 に は 、 地 平 線 付近 
を 中 心 に 白い 線 を 何 本 も 描き 、 太 陽 
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光 が 反 射 し て いる 感じ を 出し ます 。 
月 | 100% 通常 「 レ イヤ ー24」 を 
i | So | 作成 し まし た 


「G ペ ン 」 ツ ー ル で 大 地 に 色 を 塗り ま 
す 。 自 然 物 ら し い 、 少 し くす ん だ 、 落 
ち 着 いた 緑色 を 使い ます 。 奥 の 方 は 
山岳 地帯 な の で 、 下 地 の 茶 色 を 多め 
に 残し て いま す 。 地 上 は いっ た ん こ 
れ で 放置 し ます 。 


飛行 船 の 作業 に 戻り ます 。 プ ロペ ラ 
の キワ に 、 光 を 足し まし た 。 


| 90 % 加 帝 (発光 ) D「 レ イヤ ー23」 
上 を しま いた 


イズ 「13.4」、 不 透明 度 「71」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 


國 ② 描 画 色 を 設定 し まし た 。 「G ペ ン 」 ツ ー ル を ブラ シ サ 
プレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


5 「 レ イヤ ー19」 の 名 前 を 「 飛 行 船 3」 

に 変更 し て お きま す 。「 オ ー バ ー レ 
イ 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 飛 行 船 を 
塗り ます 。 ま ず は 歯車 部 分 。「 エ アプ 
ラ シ 」 ツ ー ル で ざっ くり 色 を 置い て か 
ら 、「G ペ ン 」 ツ ー ル で 細か く 着 色 し ま 
す 。 影 部 分 に は 紫色 を 使い ます 。 


「 レ イヤ ー19」 を 作成 し 「 オ ー バ ー レ イ 」 モ ー ド に し まし た 


甲板 に 濃い め の 茶色 を 塗り 、 紫 色 で 
影 を 付け て いき ます 。 


ノ 0 


描画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を ブラ シ サ イズ 
画 「32」、 不 透明 度 「73」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」 に 設定 し 
まし た 


過 カサ の 陰影 の 境界 線上 に ピン ク 色 を 
導入 まし た 。 


描画 色 を 設定 し まし た 。 「G ペ ン 」 ツ ー ル を プラ シ サ イズ 
彫 ] 「248.6」、 不 透明 度 「9」、 ア ンチ エイ リア ス !「 強 」、 手 プレ 
補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


プロ ペラ の 羽 を 支え る 金属 パー ツ 、 
大 砲 部 分 を 塗り ます 。 


£0 


① 載 画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン j ツ ー ル を ブラシ サイ 
因 | ズ 「44.3」、 不 透明 度 「100」、 ア ンチ エイ リア ス 「 強 」、 手 ブ 
し 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


(② ハ イラ イト の 描画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル 
を ブラ シ サ イズ 「443」、 不 透明 度 「28」、 ア ンチ エイ リア ス 
ー 「 強 」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 
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是 , 「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 
飛行 船 1 3 の プロ ペラ 部 分 を 「G ペ 
ン 」 ツ ー ル で 青色 に 塗り ます 。 複製 し 
て 茶色 に 変更 し まし た が 青色 も 捨て 
が た い の で 青 バ ー ジ ョ ン も 非 表示 に 
ー し て 残し て お きま す 。 


0% オ ボーイ 遇 
LE ルイ ヤー 21 の コビー 
100% オーバ ー レ し イ 人 


し ルイ ヤー 21 


複製 し た レイ ヤー 
を 茶色 に 変更 し ま 
し た 


飛行 船 2 を 塗っ て いき ます 。 ガ ラス の 
建物 は 水色 メイ ン 、 下 の 鉄 部 分 は 赤 
茶色 で 塗り ます 。 モ チー フ の 境界 を 

IS 無視 し て 「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル で 茶色 
を 入れ 、 色 を な じ ま せ ます 。 


Z 
) 


100 % オー パー ルイ 「 レ イヤ ー19」 を 
za 
飛行 船 3 を 塗り ます 。 窓 部 分 は 青色 、 


甲板 や 側面 は 赤 茶 系 で す 。 


£0™dwg 


ル を プラ シ サ イズ 「76.4」、 不 透明 度 「29」、 ア ンチ エ 


回 | 描画 色 を 適宜 変更 し な が ら 塗 り ま す 。「G ペ ン 」 ツ ー 
イリ アス 「 強 」 に 設定 し まし た 


「 飛 行 船 3」 レ イヤ ー に 戻り 、 羽 と 壁 に 
還 装飾 を 描き 足し ます 。 着 色 用 の 「 レ イ 
ヤー19」 に 戻り 、 装 飾 部 分 を オレ ン 

ジ 色 と 黄色 で 塗り ます 。 


= レ 100% 通常 ①「 飛 行 船 3」 レ イ 
飛行 船 9 ヤー を 選択 し まし た 

100 % オー バー ルイ ③「 レ イヤ ー19」 

ヤー 9 を 選択 し まし た 


ss| 
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窓 部 分 に 茶色 を 描き 入れ て 窓 の 奥 に 何 か あ る よう な 感じ 
を 出し ます 


重なっ て いる 奥 側 の プロ ペラ に 「G ペ 
ン 」 ツ ー ル で 薄く 青色 を 重ね まし た 。 


胃 ID% す = が cf 本 上 1 レイ ヤー21 の コ 
ルイ ヤー 21 の コピ ビー ピー」 レ イヤ ー を 
100% オー バー ルイ 抽 選択 し まし た 
ルイ ヤー 31 


飛行 船 1 の 屋根 や 甲板 に 薄く 影 を 落 OrL イ ヤー24」 E 
= ュー を 作成 し 、 合 成 

と し ます 。 飛 行 船 2 の ガラ ス 部 分 に ーー いし 

青色 を 塗り 、 光 を 抑え ます 。 し ヤー 21 コー し まし た 


②「 油 彩 平 委 」 ツ ー ル で 灰 紫 色 の 影 を 塗り まし た 3「G ペ ン 」 ツ ー ル で ガラ ス 部 分 を 塗り まし た 


調 「 乗 算 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 飛 行 船 1 の 

カサ に 「G ペ ン 」 ツ ー ル で クリ ー ム 色 
を 重ね ます 。 そ し て 飛行 船 3 の 側面 に 
は 、 紫 色 の 影 を 薄く 落と し ます 。 


100% 乗算 「 レ イヤ ー25」 を 


0 dwD 


色合い が 柔らか く な り ま 飛行 船 3 の 側面 に 紫色 
し た の 影 を 塗り まし た 


ここ で いっ た ん 手前 の 飛行 船 の 描 
写 に 戻り ます 。 画 面 の リズ ム を 整え 
る た め 、「 追 加 支柱 」 レ イヤ ー を 作成 
し 、 柱 を 2 本 追加 し ます 。 パ ー ス ライ 
ン に 沿っ た 柱 は 、 背 景 の リズ ム を 整 
える 大 事 な 要素 で す 。 


?0 wo 
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z 上 の 甲板 と の 接合 部 を 描き 、 上 の 甲 
板 に 茶色 く 影 を 足し まし た 。 


100 % 通常 「 追 加 支柱 加筆 」 
9 | eee 
まし た 


靖 昌 典 に 新しく 飛行 船 を 描き 足し ます 。 

これ まで 描い た 3 つの 飛行 船 よ り 、 小 
司 り が きき そう な 船 で すね 。 偵察 部 
隊 的 な も の か も し れ ま せん 。 


100% 通常 
i is eis 


他 の 飛行 船 と 同じ よう に 、「 オ ー バ ー 
レイ 」 で 着色 し ます 。 日 の 当たる 部 分 
に 「 加 算 」 レ イヤ ー で 光 を 描き 込み ま 
し た 。 


] 「 レ イヤ ー26」 を 
作成 し まし た 


③「 加 算 (発光 )」 レ イヤ ー を 作成 し まし た 


1 70% 加重 (発光 ) 
LLSS 。 | 


Hs 100% 乗 富 ②「 レ イヤ ー24」 
ルイ ヤー 24 を 作成 し 、 色 味 の 
100 % オー バー レイ 調整 を し まし た 
ルイ ヤー 21 の コピ ビー 
開 滞 WW% オ バー イー 遇 | 
ルイ ヤー 21 
100 % オー バー ルイ D「 レ イヤ ー19」 
に し ます 


他 の 飛行 船 よ り も 色合い が 鮮やか 
40| に な っ て し まい 、 悪 目立ち し て いた の 
で 、「 投 げ な わ 選 択 」 ツ ー ル で 囲っ て 
「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 パ ネル で 彩 度 を 
「-47」 に 調整 し ます 。 


&. 


描き 終え た ら レ イヤ ー 名 を 「 飛 行 船 4」 に 変更 し ます 


地上 の 描画 を 再開 し ます 。 地 上 は そ 
の まま 色 を 置い て いっ た 方 が 早く 描 
け そ うだ っ た の で 、 グ リザ イ ユ 画 法 
は 使い ませ ん 。「 レ イヤ ー27」 を 作成 
し 、 奥 の 方 に 連なる 山々 を 描き 入れ 
ます 。 非 常に 遠く に ある も の な の で 、 
細か い 描 写 は せ ず 、 光 の 当たっ て い 
る と ころ と 影 に な っ て いる と ころ を 面 
で と ら え 、 色 を 置い て いき ます 。 


「 油 彩 平 筆 」 ツ ー ル の ボソ ボソ し た 
タッ チ を 生か し て 地上 に 森林 を 描き 
込ん で いき ます 。 あ る 程度 規則 的 に 
森 が 存在 し て いる の は 、 人 間 に よ っ 
て 管理 され て お り 、 町 や 畑 の 境界 線 
と し て も 使わ れ て いる た め …… と い 
う 設定 で す 。 

描画 色 を 設定 し まし た 。 油彩 平 筆 」 ツ ー ル を ブ 

ラ シ サ イズ 「1 18.1」、 絵 の 具 量 「42」、 絵 の 具 濃 度 


「79」、 色 延び 「6」、 ブ ラ シ 濃度 「52」 に 設定 し ま 
し た 


村 を 描き ます 。「G ペ ン 」 ツ ー ル で 白 
い 壁 の 光 が 当 た っ て いる 面 と 影 に 
な っ て いる 面 、 そ し て オレ ンジ 色 の 屋 
根 と いう 、 最 小 限度 の 形 と 色 で 描き 
ます 。 家 を ひと つ ひ と つ 描 き 込む より 
も 、 こ うし て 描い た 方 が 縮小 し た 際 
に リア ル に 見 える も の で す 。 実 際 の 
風景 で も 、 近 く の も の は 細部 まで 鮮 
明 に 見 え 、 遠 く の も の は 大 ま か な 形 
し か 見 えま せん よね 。 も し 、 地 上 の 景 
色 を 超 高 密度 で 描い て し まう と 、 か 
えっ て イラ スト 全体 の 遠近 感 や 空気 
感 を 殺し て し まう こと に な り ま す 。 
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地上 に 道 を 描き まし た 。 も ちろ ん 舗 
装 な ん て され て いな い 、 土 の 道 で す 。 
続い て 畑 を 描き ます 。 敷 地 ご と に 微 
妙 に 色合い を 変え た 方 が 、 リ アル に 
見 えま す 。 


サイ ズ 「28.7」、 不 透明 度 「50」、 ア ンチ エイ リア ス 
「 強 」 に 設定 し まし た 


| 描画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を ブラ シ 
村 か ら 少 し 離れ て 建つ 2 軒 の 家 を 
描き 、 さ ら に 奥 に も 村 を 描き まし た 。 
家々 の 周り に 棚 を 巡ら せ 、 棚 の 中 に 
小粒 の 点 を 描き ます 。 何 か 動物 で も 
飼っ て いる の で し ょ うか 。 


0 


ー ル を ブラ シ サ イズ 「23.1」、 不 透明 度 「47」、 ア 


回 | 描画 色 を 適宜 変更 し な が ら 塗 り ま す 。「G ペ ン 」 ツ 
ンチ エイ リア ス 「 強 」 に 設定 し まし た 


道 は 長い 間 人 や 馬車 が 通っ て いた の 
で 、 周 辺 の 地面 より も 少し くぼん で い 
ます 。 道 の 周囲 に 緑 で タッ チ を 入れ 、 
微妙 な くぼみ を 表現 し ます 。 ス ケー 
ル 感 を 出す た め 、 道 に 人 を 何人 か 描 
きま し た 。 
「 う わっ ! "ヴィ ルス ニー レ " だ !」 
「 オ レ 、 本 物 見 た の 初め て だ わ ……」 
な ん て 会 話 を し て る の か な 。 と いう 妄 
想 を し な が ら 描 き 進 め ま す 。 楽 し い ! 


奥 の 港町 か ら 海 に 向かっ て 、 機 橋 が 
伸び て いま す 。 機 橋 を 伸ばし た か ら 
に は 、 船 を 描く し か な いで すね 。 オ ー 

ソ ド ッ クス な 帆船 を 描き ます 。 
描画 色 を 適宜 変更 し な が ら 塗 り ま す 。「G ペ ン ツ 


ー ル を ブラ シ サ イズ 「14.9」、 不 透明 度 「37」、 ア 
ンチ エイ リア ス 「 強 」 に 設定 し まし た 


畑 と 道 を 描き まし た 


村 か ら 離 れ て 家 を 2 軒 描 
きま し た 


棚 と 点 を 描き まし た 


「G ペ ン 」 ツ ー ル で 道 の く ぼ み と 、 人 物 を 描き まし た 


機 橋 の 先 に 帆 舶 を 描き まし た 


「 繊 維 に じみ 」 ツ ー ル を 使っ て 、 奥 の 
森 を ぼかし ます 。 


「 色 混ぜ 」 ツ ー ル か ら 「 繊 維 に じみ 」 ツ ー ル を 選択 


[ 款 | し まし た 。 プ ラ シ サ イズ 「18.6」、 色 延び 「69」、 プ 


ラ シ 濃度 「80」 に 設定 し まし た 


船 や 港町 より も さら に 奥 に 、 海 へ 流 
れ 込 む 川 を 描き まし た 。 


描画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を ブラ シ 
還 | サイ ズ 「23.1」、 不 透明 度 「31 」、 ア ンチ エイ リア ス 
「 強 」 に 設定 し まし た 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 、 地 上 


に 雲 や 般 
に 


100% 通常 
飛行 船 4 


7% 東宮 
PE ヤー 27 


団 


の 影 を いく つか 描き ま 


「 レ イヤ ー27」 を 
作成 し まし た 。 レ 
イヤ ー 名 を 「 背 景 
影 」 に 変更 し て お 
きま す 
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レー ショ ン 」 ツ ー ル の 「 雲 ガー ゼ 」 を 
使っ て 、 ハ イラ イト 部 分 を 白 で 塗っ て 
いき ます 。 


賠 雲 の 細 部 を 描き こみ ます 。「 デ コ 


EA ①「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 


フラ シ サ イズ 
1] 
SAF 通常 < 
し 09 sk 
プラ ツ 没 < 
cc a 


Ed 


還 e < - 


③ 上 の よう に 設定 し まし た 


ケア ミ 」ー「 雲 ガー ゼ 」 を 選択 
し ます 


| 雲 を 描く 場合 は 、 白 だ け で は な く 灰 
加 が か っ た 紫色 を 影 部 分 に 置く と 、 よ り 
リア ル な 色 味 に な り ま す 。 


D「 油 彩 平 筆 ツー ル を 選択 し まし た 。 プ ブラ シ サ イズ 
「28.7」、 絵 の 具 時 「42」、 絵 の 具 濃 度 「79」、 色 延 
び 「6」、 プ ラ シ 濃 度 「19」、 手 プレ 補正 「 弱 』 に 設定 
し まし た 


0 


賠 -| ② 描 画 色 を 設定 し まし た 


空 に 流れ を 出す た め 、 筋 雲 を 描き 加 
男 えま し た 。 こ れ で 、 地 上 の 景色 は ほぼ 
完成 で す 。 

①「 色 混ぜ 」 ツ ー ル か ら 「 繊 維 に じみ 」 を 選択 し ま 


|)】| し た 。 プ ラ シ サ イズ 「44.3」、 色 延び "69」、 プ ラ シ 
ーー 渡 度 「33」、 手 ブレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


] ② 描 画 色 を 設定 し まし た 
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「 少 女 2 少女 3」 フ ォ ル ダー を 選択 
し 、 長 女 と 三 女 の 角 度 を 調整 し ます 。 


レイ ヤー を 選択 し 、「 回 転 角 」 は 「3」 
に 設定 し まし た 。 


D「 少 女 2 少女 3」 
フォ ル ダ ー を 選 
択 し ます 


水色 で 塗り つぶ し た 「 ス クリ ー ン 」 
モー ド の レイ ヤー を 作り 、「 足 場 」 レ 
イヤ ー の 下 に 置き ます 。 こ れ で 、 長 女 
と 三 女 が 立っ て いる 甲板 より も 遠く 
の 方 が か すん だ よう に な り ま し た 。 こ 
れ は 「 昼 の 屋外 で は 、 遠 く の も の ほど 
青 っ ぽく か すむ 」 と いう 空気 遠近 法 
に 基づい た 表現 で す 。 


100% 通常 | 不透明 度 21% の 
足場 F ス クタ リー シモ ー 
ド 」 レ イヤ ー を 作 


陣 加 Yi193 ビ uu 成 し ま し た 


「 ペ ン 」 ツ ー ル で 前 景 の 描き 込み に 入 
り ま す 。 装 飾 の 細か い 陰 影 を 描き つ 
つ 、 円 柱 の 中 央 部 に も ざっ くり と 影 を 
落と し ます 。 筒 の キワ に は 、 明 る い ク 
リー ム 色 で 反射 光 を 入れ 、 黄 色 で 柱 
の トー ン を 落と し まし た 。 


①⑪「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 し 、 反 射 光 を 描き 入れ ま 


す 。 プ ブラ シ サ イズ 「32.0」、 不 透明 度 「82」、 ア ンチ エ 
イリ アス 「 強 」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


口 ] 。 


る 描画 色 を 設定 し まし た 
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砂時計 の ガラ ス 部 分 を 塗っ て いき ま 
す 。 球 体 の 丸み が 出る よう に 、 陰 影 を 
付け な が ら 紫 で 塗り ます 。 ガ ラス の 
内 側 の 面 を 濃紺 で 描き 入れ ます 。 こ 
れ は 中 の 砂 の 色 が 映り 込ん で いる た 
めで す 。 同 時 に 、 砂 の 影 も 描き 入れ て 
いき ます 。 


① 描 画 色 を 選択 し まし た 。「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 
ブラシ サイ ズ 「486.0」、 合 成 モー ド 通常 」、 硬 さ 
「11」、 ブ ラ シ 濃 度 「14」、 手 ブレ 補正 「 中 」 に 設定 
し まし た 


18 ツヤ ッ と し た ハイ ライ ト を 白 で 入れ ま 


| 男 


す 。 装 飾 部 分 に も ハイ ライ ト を 描き 
入れ まし た 。 ち な み に 砂 時 計 の 砂 は 、 
落ち 切る と 下 の パ イプ へ 流れ 、 ま た 
新しい 砂 が 上 の パイ プ か ら 補 給 さ れ 
る と いう 仕組 み で す 。 


① 描 画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 
し 、 プ ラ シ サ イズ 「16.6」、 不 透明 度 「80」、 ア ンチ エ 
イリ アス 「 強 」、 手 ブレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 設定 し まし た 。「G ペ ン 」 ツ ー ル を 選択 
し 、 プ ラ シ サ イズ 「44.3」、 不 透明 度 「19」、 ア ンチ エ 
イリ アス 「 強 」、 手 ブレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


19| 「 加 算 (発光 )」 レ イヤ ー の 「 レ イヤ ー 


22」 を 選択 し 、 オ レン ジ 色 で 光 を 入 
れ ま す 。 
100 % 加算 (発光 ) D「 レ イヤ ー22」 
省力 Liv~% を 選択 し まし た 


100% 通常 
前 景 線画 


画 | 


210 


②「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 選択 し まし た 。 ブ プラ シ サ イ 
ズ 「751.0」、 合 成 モ ー ド 「 通 常 」、 硬 さ 「11」、 ブ ラ シ 
濃度 「14」、 手 プレ 補正 「 弱 」 に 設定 し まし た 


③ 搭 画 色 を 設定 し まし た 


② 描 画 色 を 選択 し まし た 。「 薄 い 鉛 筆 」 ツ ー ル を 
ブラ シ サ イズ 「14.9」、 硬 さ 「100」、 ブ ラ シ 濃 度 
「100」、 手 プレ 補正 「 中 」 に 設定 し まし た 


空 に 鳥 の 群れ を 描き ます 。 遠 くに 鳥 

図 を 飛ば す と 、 そ れ だ け で 遠近 感 や 空 
間 の 広大 さ が 強 調 さ れる の で オス ス 
メ で す 。 遠 くに ある の で 鳥 の 形 を 正 
確 に 描く 必要 は あり ませ ん 。 カ モメ 
マー ク を 白 で た くさ ん 描い て いく イ 
メー ジ で す 。 大 小 の 差 を つけ て 、 群 れ 
自体 に も 遠近 感 を 出し ます 。 


6 「 加 算 」 レ イヤ ー を 新規 作成 し 「 グ 
ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル か ら 「 描 写 色 か 
ら 透 明 色 」 を 選択 し ます 。 青 い 光 を 

入れ 、 空 気 感 を 強調 し ます 。 


通常 


mim LE 
MY-27 作成 し まし た 

| 21% スリ ー シ 
1 レイヤー 1 の コピ ビー 


の で 、 地 平 線 と 海 周辺 を 「 投 げ な わ 
選択 」 ツ ー ル で 選択 し て 、 少 し 上 へ 
移動 させ ます 。 


地平 線 が 陥没 し て いる よう に 見 えた 


0 dwD 


これ で 、 ほ ぼ す べ て の モチ ー フ に 手 

共 が 入り まし た 。 た だ し 、 こ の まま で は 
遠近 感 が な く 、 ぺ っ た り し た 印象 に 
な っ て し まっ て いま す 。 そ れ ぞ れ の 色 
も 固有 色 が 主張 し すぎ て 、 統 一 感 が 
あり ませ ん 。 こ こ か ら 全 体 の 陰影 お よ 
び 色 調 を 調整 する 作業 に 入り ます 。 
ここ か ら が 長い 戦い で す ……:。 


症 還 還 還 | 休 の 陰影 、 色 調 の 調整 


「 王 座 周 辺 」 と 「 能 周辺 」 レ イヤ ー を 複 

回 製 し 、 複 製 レ イヤ ー を 結合 し ます 。 合 
成 モ ー ド を 「 乗 算 」 に 変更 し 、 紫 色 で 
塗り つぶ し ます 。 長 女 と 三 女 が いる 
甲板 が 描か れ た 「 足 場 」 レ イヤ ー も 複 
製 し て 紫 で 塗り つぶ し 、 明 る い 部 分 を 
「G ペ ン 」 ツ ー ル の 白 で 消し ます 。 


100% 径 演 pg 
還 財 5 の コピ ー ② の 紫色 で 塗り つぶ し 、 旗 台 や 次 女 の 足 元 な どの 影 を 適宜 
白 で 消し て いき ます 


ャ プ | 
D「 王 座 周辺 1」「 王 座 周辺 2」「 角 周辺 」 レ イヤ ー を 複製 
し 、 結 合 し まし た 。 後 で 不透明 度 を 「37%」 に 調整 し ます 


③ 長 女 と 三 女 が いる 甲板 の 光 の 当たっ て いる 部 分 も 白 で ④ 手 前 に 影 を 落と し た こと で 遠近 感 が 出 ま し た 
消し まし た 


レイ ヤー 構造 の 一 番 上 に 「 加 算 」 レ イ 
ヤー を 作成 し ます 。「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 
ツー ル の 「 描 画 色 か ら 透 明 色 」 を 使っ 
て 、 画 面 右 か ら 斜 め 奥 に 向かっ て ピン 
ク 色 を 入れ 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 
279%% に し まし た 。 


02 


0 


「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 青 
色 で 画面 全体 を 塗り つぶ し ます 。 次 女 
の 周辺 と プロ ペラ の 一 部 の み 「 エ アプ 
ラ シ 」 で ピン ク 色 を 乗せ 、 レ イヤ ー の 不 
透明 度 を 21%% に し まし た 。 全 体 の 色 
調 を 統一 させ つつ 、 キ ャ ラク ター 周辺 
を 目立た せる こと が 狙い で す 。 
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複製 し た 「 前 景 2」 レ イヤ ー 上 で 砂 時 
計 と 屋根 を 選択 し 「 フ ィ ル ター」 メ 
ニュ ーー「 ぽ ぼかし 」ー 「 ガ ウス ぽか し 」 
フィ ルター を 「 ぽ ぼかす 範囲 」 を 「31. 
00」 で か け ま す 。 

これ は 写真 に お ける 「 被 写 界 深度 」 の 
よう な 効果 を 狙っ た も の で す 。 キ ャ ラ 
クタ ー よ り 手 前 に ある も の を ぼかす 
こと で 、 画 面 全体 の 立体 感 が 出 ます 。 


甲板 に 「 薄 い 鉛筆 」 ツ ー ル で 人 間 を 
描き 込み ます 。 人 間 は ある 程度 大 き 
さ が 決 まっ て いる た め 、 ス ケー ル 感 
や 距離 感 を 出す の に も っ て こい で 
す 。 ま ず は こげ 茶 で だ いた い の 輪 郭 
と 足元 の カゲ を 描い て 、 そ し て 一 体 
一 体 細か く 描 き 込ん で いき ます 。 


甲板 部 分 に 133 ペ ー ジ で も 使用 し た 
鉱物 テク スチ ャ を 貼り ます 。「 自 由 変 
形 」 で パー ス に 沿っ て 変形 させ て か 
ら 、 貼 り 付 け ま す 。 テ クス チャ の レイ 
ヤー モー ド を 「 ソ フト ライ ト 」 に 変更 
し 、 甲 板 の 外側 な ど 不 要 な 部 分 を 消 
し ます 。 


「 ス クリ ー ン 」 モ ー ド の レイ ヤー を 作 
成 し 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル か ら 
「 描 写 色 か ら 背 景色 」 を 選択 し て 濃 
い ピ ンク … 水 色 の グラ デー ショ ン を 
画面 全体 に か け ま す 。 手 前 を ピン ク 
色 、 奥 を 青色 に する と 、 色 彩 遠 近 法 
の 効果 で 画面 全体 に 遠近 感 が 生ま 
れ ま す 。 


0 dwD 
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仕上 げ と し て 、 主 に 以下 の よう な 調 
整 を 行い まし た 。 


⑨ 長 女 と 三 女 の 影 を 調整 し まし た 

る じゅ うた ん の 外周 に 模様 を 描き 入 
れ ま し た 

人 次 女 の 瞳 部 分 を 青色 で 塗り つぶ 
し て 瞳 の 印象 を 強め まし た 

る 椅子 手前 の 柱 と 屋根 の 一 部 に 、 
131 ペ ー ジ で 紹介 し た 「nigi. 
jpg」 テ クス チャ を 貼り まし た 

る プロ ペラ の 色 を 変更 し まし た 

る ⑧「 加 算 」 レ イヤ ー を 作成 し 、「 エ ア 
ブラ シ 」 ツ ー ル の 「 飛 漆 」 で 、 光 の 
つぶ を 画面 全体 に 散布 し まし た 

⑧ 全 体 に 薄く 「nigi.jpg」 テ クス チャ 
を 貼り まし た 


以上 で 完成 で す 。 
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パー ス と モチ ー フ の 配置 に よる 視線 誘導 
この イラ スト の 場合 、 閲 覧 者 の 視線 は 、 次 女 か 
ら 緩やか な カー ブ を 描く リボ ポン に 沿っ て 長女 、 
三 女 へ と 移動 し て いき ます 。 そ こ か ら 、 パ ー ス 
線 に そっ て 興 へ 。 地 平 線 の 彼方 へ 向かい ます 。 
パー ス 線 は 、 マ ン ガ の 「 集 中 線 」 の よう な 効果 
を も っ て いま す 。 パ ー ス の 消失 点 上 に キャ ラク 
ター を 配置 すれ ば 、 キ ャ ラク ター と 背景 が 同系 
色 で 描か れ て いて も 、 ち ゃ ん と 目立ち ます 。 し 
か し 、 こ れ は キャ ラク ター 以外 に は 目 が いか な 


い 、 と いう 危険 も は らん で いま す 。 

キャ ラク ター も 背景 も 満遍なく 見 て ほし い 場 合 
は 、 消 失点 上 に は キャ ラク ター を 置か な いよ 
うに し ます 。 消 失点 を 奥 に 、 キ ャ ラク ター を 手 
前 に 配置 し て 、 キ ャ ラク ター… 消 失点 と 流れ 
る 視線 の な か で 、 絵 全体 を 見 て も ら う よ う に 設 
計 す る …… と いう こと を 心がけ る よう に し て い 


CHApTER. 04 


カラ ー イ ラス ドキ ギャ ラリ ニニ 


ャ O "DO 


キャ ラク ター を 起点 に 、 青 ・ ピ ンク ・ 黄 色 の 布 、 そ し て 階段 の 手すり を 

必 射 曲線 上 に 配置 し 、 画 面 の 流れ を 作っ て いま す 。 

手前 の 空間 に ビン ク を 多め に 使い 、 奥 に いく に つれ て 深い 青 を 使用 し 、 
画面 全体 で 色彩 遠近 法 を 使っ て いま す 。 

た だ し 、 空 に 浮か ぶ 金 魚 灯 筐 は 、 遠 景 で も 鮮やか な オレ ンジ の まま に し て 、 
目立つ よう に 工夫 し て いま す 。 
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キャ ラク ター の 髪 と 武器 の 一 部 に の み 黒 を 使う こと で 、 キ ャ ラク ター の 存在 感 を 際立た せ て いま す 。 
本 書 中 で も 言及 し た と お り 、 私 は 固有 色 以 外 に 黒 を ほとん ど 使 いま せん 。 

この 絵 も 厚 塗り テイ スト な が ら 軽 さ の ある 塗り に 仕上 が っ て いる と 思い ます 。 

つま り 、 逆 に 重厚 感 の ある 絵 を 描き た いと き は 、 黒 を 多め に 混ぜ る と 良い と いう こと で す 。 


画面 全体 が 、 赤 一 紫 一 緑 と 色彩 遠近 法 に な っ て いま す 。 

奥 の 龍 の 体 に も 注目 し て くだ さい 。 丸 み の ある 体 の 、 こ ちら に せり 出し て いる 部 分 に は 鮮やか な 色 を 、 
奥 へ 回 り 込 ん で いる 部 分 に は 白っぽく 裾 せ た 色 を 使っ て いま す 。 こ れ も 色彩 遠近 法 で す 。 

ちな み に 、CHAPTER.02 で 使用 し た 入り 雛 の 素材 は 、 こ の 絵 か ら 切 り 出 し た も の で す 。 


一 点 透 視 法 は 静 的 な 画 に な り が ち で す が 、 

この 絵 の よ うに アイ レベ ル を 斜め に 設定 する と 動き の ある 画面 に な り ま す 。 

消失 点 上 に キャ ラク ター を 配置 し て いる の で 、 

キャ ラク ター に グッ と 視線 が 集まる よう に な っ て いま す 。 

また 、 こ の 絵 の 配色 は 本 書 92 ペ バー ジ で 解説 し た 、「 レ トロ な 雰囲気 を 出す 配色 」 の パター ン で すね 。 
初出 : 日 本 マン ガ 芸 術 学 院 広告 イラ スト 
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バリ の 公園 が モチーフ と な っ て いる 現実 的 な 風景 な の で 、 色 味 も いつ も より 現実 的 に し つつ 、 

全体 的 に オレ ンジ 色 を か け て 郷 惑 を 呼び 起こ させ る よう な 配色 に し て いま す 。 

よく 見 る と 手前 の 花 や 、 奥 の 背景 に ぼかし が 掛か っ て いま す 。 写 真 に お ける 「 被 写 界 深度 」 を 応用 し た 表現 で す 。 
目立た せ た い 部 分 以外 を ぼかし 、 閲 覧 者 の 視線 を 誘導 し ます 。 


あと が き 


絵 と いう の は 不思議 な も の で 、 色 の バラ ンス や 、 パ ー ツ の バラ ンス を ほん 
の 少し 変え る だ け で 、 格 段 に 良く な る こと が あり ます 。 私 も 「 だ め だ …… こ の 
絵 拓 敗 だ 」 っ て 思い な が ら 、 も う 泣 き な が ら 描 いて いた 絵 に 、 ほ ん の 少し ハイ 
ライ ト を 入れ た ら 、 す ご く 良 い 絵 に な っ て 驚い た こと が あり ます 。 


だ か ら 、 描 いて いる 途中 で 「 失 敗 だ !」 と 思っ て し まっ て も 、 投 げ 出さ ず に 
最後 まで 描き 切っ て くだ さい 。 な に より 、 描 き 切っ た 絵 か ら で な いと 、 改 善 点 
や 反省 点 を 見 つけ る こと が で きま せん 。 途 中 で 投げ 出し た イラ スト を 何 百 枚 
も 描く より 、 最 後 ま で 粘っ て 10 枚 の イラ スト を 描く 方 が 、 上 達 は 早い と 思い 
ます 。 


CG は 何 度 で も トラ イ & エ ラー が で きま すし 、 試 行 錯誤 し て いる うち に 起 
こっ た ステ キ な 化学 反応 が 、 自 分 の 技法 の 引き 出し を 増やす こと に も つなが 
る と 思い ます 。 私 が そう し て 見 つけ た 描き 方 が 、 本 書 内 に も た くさ ん あり ま 
す 。 プ ロ と し て 絵 を 描く よう に な っ た 今 で も 、 制 作 の た びに 迷い 、 試 行 錯誤 す 
る 日 々 で す が 、 そ う や っ て 今後 も どん どん 新しい 描き 方 を 見 つけ て いき た い 
な と 思っ て いま す 。 


絵 の 描き 方 に 、 正 解 も 不正 解 も あり ませ ん 。 本 書 で 紹介 し た 描き 方 は 、 今 
の 私 に と っ て の 正解 で す が 、 そ れ が あな た の 正解 と は 限り ませ ん 。 で す が 、 
本 書 を 読ん で 「 あ 、 こ の 技法 使え そう 」 と いう も の が あっ た ら 、 ど ん どん あな 
た の 絵 に 取り 入れ て みて くだ さい 。 


この 本 が 、 あ な た に と っ て の "正解 "を 見 つけ る ヒン ト に な っ た ら 、 と て も う 
れ し い で す 。 こ こま で 読ん で くだ さり 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


2014 年 3 月 藤 ち ょ こ 
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千葉 県 出身 、 東 京都 在住 。 お も に 書籍 の 挿絵 、 カ ー ド ゲー ム の イラ スト な ど を 描い て いま す 。 

最近 の お 仕事 に 、 ニ ン テ ン ドー3DS 対 応 ゲ ー ム ソフ ト 『 プ レイ プリ ー デ フォ ルト フラ イン グフ ェ ア リ ー』 
(スク ウェ ア ・ エ ニッ クス ) の 一 部 キャ ラク ター デザ イン 、 コ ミッ ク 『R.O.D REHABILITATION』( 集 英 
社 、 原 作 : 倉 田 英之 ) 作 画 、 電 整 文庫 『 ミ ス ・ フ ァ ー ブ ル の 肝 ノ 荒 園 s ュ シリ ー ズ (KADOKAWA/ ア スキ ー・ 
メデ ィ ア ワー クス ) 挿絵 な ど 。 

また 、2012 年 に 個展 「 藤 色 Fuji Shiki 2012 一 画 に 虹 を 宿 ら せ て 。 一 」 を pixiv Zingaro に て 開催 。 
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